
第　号港渉出立遺物観察東　第瀕　の器財ラ

番号 饉別　 洋種 匝 裡 器高 儀径 胎 土　 恒 摘 「鵬 手法 の特 徴　　 匪 醍 剣＋ 備 考

367 土糟 土器 小皿 陣 中 85 恒 の 撃 滅 着 陸 か 利 親 底部純 系境り　　　　 覆土中　 極 ％

罰議 珊 掴 車 灘 恒 刺 ㌫中 は 赤色粒子　 棒 離 中 細 ナデ　　　　　　　 覆鯛　 極 ％

封泊 土師嚢土器 措鉢　　 恒 車 を扇 長石の白蟻 予恒 齢橙 普通 桑 単位の粗い揺り冒　　 覆土中 i ％

J70 蛸 紺 頼 塘 恒繍 恒 刺 雷管諸 色粒 にぷ齢橙 普通 体部に 条 単位の波状文 ナデ 覆土申 i ％

371 瓦質土器 允舎脚力巨 恒 融i 長石の雲母 恒 い弼 普通 細部鮎 榔圭 へラナデ　　 穫土中 i ％

J72 土師嚢土器 焙烙 匝 車 中 鵬 雷管諸 色凝　 明赤褐　 普通 体部機ナデ　　　　　 蔑土中　 恒 ％

37J 士紹 土港内溺窮極 車 の頸巨 雷管諸 色粧　 橙　 普通 目線部種ナデ　　　　　　　　　 将士中　　 5㌔

374 土師質土静内諸鍋陣 中 ゆ頼 器の融 描 載 濾 軒 繍 潮 時 摘 横ナデ　　　　　 i穫土中 恒

375 蛸 紺 頼 働 軒 … 恒 項 諾 漂 着　 褐庇　 普通 げ 診外商煤付着　　　 ＿i穫土中　 巨 ％

J76 極 酎 射 婆 「隼 巨 可 m 赤色粒子 i 灰 i普通 側耐 用の転用砥石 を酬 履き覆土中 i ％

壷2 珊 … 車 瀾 恒 可 m 枠 組 欝 諸 色溌恒 齢緒 普通 ナデ　　　　　　 恒 摘 「鵬

壷3 土肺嚢土器　 鉢　　 恒 可 長石を雲母　 匠 ぶ齢褐 普通 横ナデ　　　　　 i穫土中 恒

45嶺 瓦質土器焙烙カ　 ー 恒 の可 雲母　　 睦ぶ磯橙 普通 横ナデ　　　　　 i穫土中 恒

壷5 蕊質土器焼 卿 巨 恒 が頸i 翫 樟 鍋 つ ま璃 つ 普通 …ナデ筆内側は横方向のヘラナ畑 馳 項 摘

壷転 珊 紺 頼 職 頑 … 恒 廟 描 e産着の雲母巨 ぷい橙 普通 ナデタ外商煤付着　　 i覆土中　 巨 ％

457 土鵬 土器内塔鍋巨 匠 函i 深 遠 色粒恒 減 褐 普通 ナデ誹 商煤付着　　　 穫土中 i ％

458 土糟 土静内溺鍋　 … 恒 の可 諾 ㌔ ㌔ 恒 ♭橙 普通 ナデ汐Vタ摘煤付着　　 i覆土中 恒

淡泊 墜 堅 蛙 堅 漣 撃 虹 望 適 攣 攣 畢 濾 可　 族瀾 「摘 招緑部横ナデ　　　　　 穫土中 i 5％

番号 器賀 朗 つ 離畑 編 棒拍 恒 紅 土 「鯛 給付恒 色　 粕薬　 産地 年代　 極班 郵 確 考

177 陶器 丸碗　　 陣 中 の項 長石　 恒 磯橙 恒 い鯛 飴粕　 断 の美濃 植虎後半 蔑土中　庫％

JT8 陶器 蜘 つ 肱 項 親 序繍 庫娘 子 「舶 i － i … i i　　 蔑土中　極

壷9 陶器 血　 「つ … 車 可 約 ＋ i 庸 … 桓 首ブ匝プ屍i i断 ゆ美濃 恒 摘　 上聞

鮒 「繍 最中 中 癌　再 録 「鎚 i 舶 i　 特　　 徴　 ！出土位置 i 備 考

Q＝　有　　鉢 堅牢十や㌧十年隼日収調 極用慄 椿繭塊状くぼみ　　　 ！覆土中　 i

0 63日砥　　石 批桝　 の日　 の目 恥 の 砂岩ヵ上面朋　　　　　 ！覆土中　 i
轡 極　 石 鍼 ！ 錮 i 開 「胤 ‖ 砂　 岩 一面朗　　　　　 i覆土中　 i

Q78　砥　　石 ㈲ ‖　 舶つ　 鼠項 儲描 画 勘 四海朋　　　　　　 恒摘 ． i

番可　 朗 ＋ ‖ 錮 i 幅 卑さ 特　　 徴　　　 i 出土位置 備　考
削 「 漆　 椀つ　 緒湖 i 錮 （1．1） 底部剥離濱に高嶺軋　 摘 に漆　　　　　　　　　　 覆土中
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ツトが存在している。第28号溝との新旧関係は不明である。
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て多量の礫が確認された。

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　褐　　　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
4　灰　褐　色　　ロームブロック中量

5　黒　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量
6　灰　褐　色　　ローム粒子多量
7　黒　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　褐　灰　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片1309点，土師器片1327点，須恵器片201点，陶器片11点，（嚢5，皿6），円筒埴輪片

2点，石器2点（砥石），鉄製品3点（不明2，針カ）が出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片が

多いのは，重複関係も含め近辺に住居跡が多く存在していることによると考えられ，人為堆積時の混入である。

所見　本跡に沿って南側の上端付近で確認されたピットは，柵跡と考えられる。出土した陶器の嚢片は常滑産

で生産地年代から13世紀後半から14世紀代のものであること，また内耳鋼が出土していないことから，15世紀

までには溝としての役割を終了し埋め戻されたものと考えられる。
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第366図　第15号溝跡土層・出土遺物実測図
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第15号溝跡出土遺物観察表（第366・367図）

¢9。

C＞

CI

胴＿二三

ク‾て造。99

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

3 8 3 縄 文 土 器 探 鉢 （1 0 ．2 ） 石 英 ・ 雲 母 に ぷ い 橙 普 通
把 手 に 隆 帯 貼 付 後 R L 単 節 縄 文 ，

隆 帯 に 沿 っ て 沈 線
覆 土 中 5 ％

3 8 4 縄 文 土 器 探 鉢 （1 2 ．6 ） 長 石 ・雲 母 灰 黄 褐 普 通
隆 帯 区 画 内 に 楕 円 状 の 沈 線 文 ，

そ の 中 に 無 数 の 細 い 沈 線
覆 土 中 5 ％

3 8 5 縄 文 土 器 深 鉢 （ 9 ．4 ） 長 石 ・雲 母 に ぷ い 黄 橙 普 通
中 心 部 の 孔 を 取 り 巻 く よ う に 表

裏 対 照 的 に 棒 状 工 具 で 沈 線 文
覆 土 中 5 ％

3 8 6 縄 文 土 器 探 鉢 ［2 4 ．4 ］ （ 5 ．4 ） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 に ぷ い 橙 普 通 口 縁 部 に 環 状 に 粘 土 貼 付 ， 横 ナ デ 覆 土 中 5 ％

3 8 7 縄 文 土 器 探 鉢 （ 4 ．9 ） 石 英 ・ 長 石 橙 普 通
R L 単 節 縄 文 を 施 文 ， ロ 縁 に 対 し

平 行 に 2 条 の 押 引 文
覆 土 中 5 ％

3 8 8 土 師 器 杯 ［ 9 ．O J 6 ．3 7 ．3 長 石 ・ 雲 母 に ぷ い 赤 褐 普 通 内 面 へ ラ ナ デ ， 口 綾 部 横 ナ デ 覆 土 中 8 0 ％
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鵬　 種別 i器健棒径！鵬 極径i 胎 土 i 色調 i焼成i　 手法の特徴　 事 嘉珂　 備 考

部 須恵器匿 豊　 恒 朝i 極蒸せ長石　 灰　 普通恒 底部剥離　　　 覆土中 恒

罰　 土師器錮 カ　… 極 を車　 摘 戦 き雲母恒 魔 普通 縦方向ナデ　　　　 穫土中 恒

灘 埴 輪闊埴輪 薄 め函 …　　　 橙　 普通 禁 禁 票篭 温 上下はす覆土申　 ％

罰 埴 輪喘繍吊 鮒　　　 橙　 普通 内面斜めジ㌔ケ誹滴綻ノケ　 覆土中　 ％

番号廃 り　禍 日経 器高 攣 十 畢 土 「鯛 i彿 γ 彿 「 議 茹 ア 扇 年代　　 出十位置　 備　考

393廃 車 爛
－ （圭5） 」 墜 望 む 塑 ⊥ 二 「 二 千 ㌻ ア 扇 雌 摘半襟土中 笹 ㌃ …

罰後庫 射　 鉢
－ 路潮 」 轡 H i 灰　 十∵ 「 「 「 「 不 義 且纏妃墾 極 鯛 つ 摘

395 陶画 期瑠
－ （6．4）聖 地 整 空 地 空 車 仁 コ 「 「 丁 「 「 「 議 i馳 中 恒

396 陶器　　 婆 － （7．3） 二 座 と 」 山 車 J 三 「 T T 「 「 「 嘉 中墜 畑 攣 中 恒

397 陶可　 婆
－ 0．5） i議 の長石やi 灰赤 ！　　　　　　 常滑 雌 妃後半穫土中　恒

諏8 陶郵　 聾
… （寸．5う 」 堅 」 ⊥ 逐 亘 仁 丁 「 「 「 三 千 嘉 i馳 中 恒

399 瞞 恒 皿
－ 0．3） ∃ 塵 と 」 遵 史 上 コ 事 軒 γ 遠 「 霹 靂 古瀬榊 期i馳 中 恒

番号　　洋種　　 長さ 幅 i 隙き 「彿 材質 i　 特　　 徴 ぎ出土位置 i　 備 考
繹 極　 老中 朗 攣 i 狛㌧ 極 翻 砂　 可 一商機用 穫土中　 i
纏 砥　 石恒 08 攣 i 凱5　日 捌 砂　 岩巨面僚機 将士中

番号巨細 長さ　中 畑 厚さ　 遵量　 樹質　　　 特　　 徴　　　 出土位置　　 備 考

M茄　不明　品 組の碗 恒 の項　 め中 収郎　 銑　 恒 折 曲げ 願 に如二　　 穫鯛 i　 PL飢

M器　不明　品 聖 上 聖 上 聖 ⊥ 憂 二 重 ヨ 薫 蒸 重 二 二 二 二 面 ㌃ 「

M 38　鉦　　 サ 沼の糾 恒 の中　 の　い め鶉　 銑　 恒 瞳環猷 巻いている党舶 餓 穫土中 i　 軋飢

第帽考満開　第舗～那図の付図）
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色
色

褐

説解
暗
褐

居士
1
リ
】

U－ム粒J′・少量

U一一一ムブUック少量
二〕褐　　　色　lJ一一ムブUック・粘欄イ少量，炭化物微量
・1暗　褐　色　　ローームプロ・ソク少量

ノ　　、　　　　　　　　　‾　　　　′、　　　　　　l　　、‾‾l‾′、．：′　　　′、：・・
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本捗が膵餞妃以前に機能し　出土遺物から膵世紀代には溝としての役割を終えた　の　考えられる。
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第368図　第16号溝跡実測図
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第369図　第16号溝跡出土遺物実測図（1）
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第370図　第16号溝跡出土遺物実測図（2）
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第371図　第16号溝跡出土遺物実測図（3）
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第372図　第16号溝跡出土遺物実測図極）
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射り酬　い礪車瑠巨蟻離1胎士・い摘「鵬 手法の特徴　　桓土位置備　考
繍恒敵中用い可摘8滴漂着　橙　普通ナデ　　　　　　 恒掴95％
姐桓朋溺車蝮恒鵬車摘匝英濁石や雲母恒い橙普通還義認諸にほぼ等間隔に穫土中10㌔
根桓朋溺車蝮恒鵬車摘協㌍鷺劃：軽　上甑ナデ　　　　　　 恒掴5％
硯恒縮恒蝮「つ…恒灘潤車銅剣鍼浣彿緒内側に斜に穿孔体覆土中5％
硯極質土器桓舎年つ錮匝英儲濾可如　上摘げ　　　　　　 恒摘5％
魂極帽土器揺鉢　極幻脱硝洛鶉浮車蘭頑普通6条蓬単位の揺り目　　　恒掴5％
礪極胤博康鉢「つ錮独可翫斎＋　巨船つ普通摘発纏位欄り目　　　　　　淫土中5％
舶庫相可鉢「つ舶棒針離日遠路「鍼横方向へラナデ　　　　恒鯛5％
408匡糟土器匝鍋匝軒冊怪獣蒜の恒磯普通ナデ　　　　　　 恒鯛摘％
梱恒離頼朋巨つ…匝英瀞雲母恒噛褐普通ナデ芦一部煤付着　　　恒鯛5％
摘恒猷絢爛「つ錮庫摘録錮十断機巨摘げ学夕摘煤付着　　　恒鯛5％

酎津臓1掛軽　い瑠離小路堅主上墜⊥墜上攣つや某　日抽斗寺軒市議郵頂竃
親陶器極茶碗恒。3項航緻密　恒噌橙　　黒　鯛　断の美濃恒酬前葉覆土中i滋％Pは
射　陶器　丸碗　庫裏7の8巨4緻密　　舶　　　黄褐　酎鍋断濱濃い鋸胱乗務土中　鵬Pは
射3陶器恒茶碗「相中摘緻密　　舶iiにぷ噛褐　鍋　断や美濃i　　覆土単　極％
捌陶器　丸碗恒の扇摘可…攣二」」聖子二「撃つ酎儲再掛規「二‾匝嘉「議
摘陶器　丸皿　恒e裏3中は緻密　い箋黄　　恒い黄　灰粕　瀬戸を美濃恒恍前半覆土中i2％
摘廃り　姐巨融餌トは緻密　　浅黄　　巨支貴　族粕　断の美濃恒郎前半覆土車　庫％
紺瞞　皿i洩中摘堅」…」堅」上」■墜つ守率い糎儲覿　∴∴「彿嘉丁議
現車磁　皿i細可醐 山型⊥二山堅守畢生恒撃つ　…∴再料可読
摘極畢「経つ洩可摘長石　恒噌褐ii黄褐i輌i断の美濃i　i覆土中　巨％
相棒頑目脂つ洩中融埜空也攣車上斗∵つ㍉㍉1翻つ！∴薄料可読
親庫可舶鉢匝0］接8）！欄　恒噌橙　恒減褐　鍋　瀬戸の美濃桓虎後半覆土申　恒
招陶器　措鉢　匝7〕批2）i石英の長石巨箋黄　　恒噛褐　鍋　瀬戸の美濃恒醜後半覆土中　擁％PL52
胡3陶器　捨鉢i絡9）恒6〕長石の小礫日経橙　　暗赤灰　納　　　　　　 覆土中　恒％PL髭

番号器種 長さi幅 厚さ巨醍 材質 特　　　　　 徴 出土位置i 備考

Q69砥　　石
戦目＋鍼

2．7
恒85の0粘板岩二面使用 覆土中　 i　　 pL緋

070砥　　石
Ⅲの中　 め3

1．9 297．0粘板岩二面使用 覆土中　 i

Q71砥　　石
102　日も4

3．2 （452．0）粘板岩四面使用 覆土中　 ！

Q72砥　　石（88郎　　　姐 3．5 （227．0）粘板岩ヵ四面使用 覆土申　 i

Q73砥　　石（8可　 3ゎ4
3」（201．0）粘板岩四面・使用 覆土中　 ！　　 ㌘L鮒

QH砥　　石摘潮目の1
2．1 （86．2）凝灰岩二面使用 覆土中　　　　　　　　　　 PL緋

Q75石　　臼 巨32の0］
7．8 （3380．0）安山岩ヵ芯棒孔経（1．6）†主藩8分両カ，副溝密覆土中　　　　茶日下白　PL泊

Q76石　　臼 巨2084）
12．5 （4340．0）安山岩ヵ推定径21」，上溝6分画カ，副溝12本穫土中　 巨臼　　PL59

∴ィ　∴l∴，　∴三′三、三　′・′く．‘t、一一

位置　調査区中央部のE鋸～F捌区に位置し　海地上の南側を南北に走っている。

ノ雛、一∴　∴　昌′　′　∴・∴テ工、ミ　；ノ：、・′′　・ノ　′二一／・′、′＼ノ′、、一　／′′．

規模と形状　E鋸区から南西方向　N－20…E　に直線的に延びている。北側の南側と　調査区域外に延び

、′′1．、′　ニ′′ノ　／、′＼′′ノノ’′　ノ′・、・′．∴．－．。、’、一∴　′．　　　　　．′　　　　　　′　　　　　・

、′　′　′′′′ノ　　　　　′　二　　　ハノ、‘′、　一．　　　　′′′　　′　　言　′、、言′ノ、ノテ　　＿　′　′′ノ
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第野間　第別号構跡実測図

lP－303H－u－1
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439　436

0

壷轡

2m



覆土　4層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・粘
土ブロック微量
ロームブロック多量，炭化物少量

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロ
ック微量

遺物出土状況　縄文土器片36点，土師器片112点，須恵器片94点，土師質土器片211点（小皿34，内耳鍋148，鉢

6，嚢23），瓦質土器片1点（揺鉢），陶器片4点（碗），石器1点（砥石），古銭1点（開元通賓），鉄製品1

点（刀子），鉄淳14点，礫50点が出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるも

のと考えられる。礫をはじめとして遺物の多くは北側の調査区域際から出土しており，覆土下層から上層まで

広く分布している。426，427，434，435は覆土上層から，433は覆土中層から出土している。

所見　遺物のほとんどは，北側の調査区域際から約1．3m幅で出土している。この部分だけが覆土下層から上

層にかけて礫や土器が積まれるように出土していることから，何らかの目的をもって投棄したと考えられるが，

溝全体が調査区城外に延びているため性格は不明である。またこの区域では，それぞれの破片がほぼ同じレベ

ルから出土しており，完形もしくは完形に近いものを投棄したと考えられる。時期は，出土土器から15世紀か

ら16世紀代と考えられる。

第374図　第21号溝跡出土遺物実測図（1）
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第375図　第21号溝跡出土遺物実測図（2）
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第376図　第21号溝跡出土遺物実測図（3）

－306－

439

0　　　　　　　　　　　　　10cm



二二二

‾IITI‾‾TIl

∠二二フ

（〕

○

eLノ

√‾‾、

＼－）

ロM27

第377図　第21号溝跡出土遺物実測図紬）

第21号溝跡出土遺物観察表（第374～377図）

尋鰐

竃主
鍔1

！J・

M28

0　　　1cm
！i l

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

424土師質土器小皿6．5 2．1 3．7赤色粒子・雲母にぷい橙普通ナデ 覆土中60％

425土師質土器小皿［6．0］1．9 4．2長石・白色粒
子・雲母

浅黄普通底部回転糸切り 覆土中60％　　　　PL51

426土師質土器小皿9．7 3．2 4．5
長石・赤色粒
子・雲母

橙 普通底部回転糸切り，すのこ状庄痕ヵ北エリア
際上層95％　　　　PL51

427土師質土器小皿9．2 2．6 5．0長石・赤色粒
子・雲母

にぷい橙普通ナデ 北エリア
際上層90％　　　　PL51

428土師質土器小皿9．5 2．7 4．1
長石・赤色粒
子・雲母 にぷい橙普通底部回転糸切り 覆土中80％　　　　PL51

429土師質土器小皿8．8 2．9 5．3石英ト長石・雲母にぷい黄橙普通底部へラナデカ 北側中層70％　　　　PL51

430土師質土器措鉢－（8．1）［12．0］石英・長石・雲母明赤褐普通16条1単位の揺り目 北側覆土中5％

431土師質土器措鉢－（6．6）［11．2］石英・長石・赤色粒子・雲母 橙 普通揺り目の単位不明，租い揺り目覆土中5％

432土師質土器鉢ヵ－（4．8）－長石・微礫にぷい褐普通ナデ，休部上位に焼成前穿孔 覆土中5％

433土師質土器内耳鍋31．6 9．0 26．4石英・長石・雲母赤褐普通ナデ 北エリア
際中層60％　　　　PL52

－307－



番号 種別　 器健棒 径 器高 離 」 胎 士 色調 i焼成 i　 手法 の特 徴 出士位置 鮎　考

毯34 土繍 土器i瞞 鍋匝 2〕20．7 はめ車 英も長石の雲母 にぷ齢橙　 普通　体部鵜ラナデ 北」∴リ∵
際十層 灘％

墟5 土師嚢土器礪 鍋極 鼠 鼠S。皇 20も3 懐 叢漂 霊㌔ にぷい褐　 普通　 ナデ 北ヱリア
襟十層 25％

ヰ36 土醗 土器！繍 鍋匝 1〕（6．餅 憧 叢書 浮 明赤褐 i普通恒 緒都債ナデ 北側中層 摘％

437 爛 狙 軸礪 頑 … （う．ヰう 悸 響遠雷色粒 明赤褐　 普通 i 滴 横ナデ誹摘煤付着 将士車 5％

逢38 土鵬 土器匝 錦上 （圭9） … 匝英瀞 雲母 橙 「鍼 車 宮 輔派 閥 覆土や 5％

4諏 士瞞 土器　 婆 極 逢 （仕3）巨 匠掛 鮪 橙　 上甑 桓峨 酢 畑 礪 媚 北エリア際
中耳’卜層 頴％

彰臓
土師嚢土器　 婆 庫 裏 （3寸．2う 匝発癌石な雲母 明赤褐　 普通　 ナデ　内面蓑借頭痕 北擁将士中 謝儀

魂1 土師質土器　 婆 匝 2］（11．朝 右英夫有・裳母 にぷ減 褐 普通 恒射 横ナデ 将士中 摘％

番剰　 羞臓 「齢 ！ 幅 巨郎 巨醍 i 樹質 i　 帝 敵 目地離日 備　考

QTT　砥　　石‖繍 い繍 恒 の6 （78，7）極坂岩力三面健用 極土中　 i

番号i 種別　 長さ i 幅 厚さ 「鎚つ 媚 特　　 徴　 i 出土位置 i 備 考

膠 極　 孝車 融 つ　 賎 鍼 「視 日　 放 茎部髭落 刃渡り刃部上 部先損北側穫土中 i

番号　 銭名　 授　　 乳　 再 選　 恒 断 恒 憫 特　　 徴　 i 出土位置 i 備 考

MJ8　聞元通阜　　LJ．寸」　　 0．8　　 （1．3う　　　 821 鋼 一・m・ふ部欠損　　　　　　　　　　　　　 北側中層

窮媚聾湧妙　策那園ラ

位置　調査区中央部のD6C十＼F信19区に位置し　台地上を南北に廷びてい′るし、

重複関係　第凱0道号住居跡　第潮音井戸跡　第蟻も野や創考藩跡　第摘酢や摘議　を臓摘号丑坑を掘　込み汐

第悪者井炉に掘　込まれて折る。また東儲上端付近で南北に柵跡と考えられる約割欄のピッ唇が存麗し等齢る。

第93号土坑との新旧関係は不明である、＝）

規模藍形状　拍　隠匿から南西方向　飼…蟻0…既出芸直線的に延びて折る。北側の南側と　調査区域外に延

びて齢るため　全体の規模は不明である。また　北端から約臓跳南の地点に道路があ縮　約　那花の幅が調査区

－　　　′

は平坦で　壁は邪魔して立ち患って折る。幅は北端の南端と机　ぼ均一通であるが深さは北端が約割だm　南端が

約50cI11と南に向か／）て深くなっている。

滞豊　　層からな軋　プ闇ツタ状に堆積して折ることから鬼為堆積と考えられる。

土暦解説
1　暗　褐　色　l一トームブ日ソケ少il；∴　焼上了、U、ソク微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
：う　褐　　　色　　ロー1．－ムブtJ、ソク中量

hi　黒　裾　邑　　LJ－1一一1ムて守「ソシ少量

5　暗　褐　色　　U－ムブし「ノウ少量，焼十ブし「ソク・炭化物微量

（う　暗　褐　色　1二J一一ムブLJック中量

ノ

．　　　′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・

′　　　　　　　　　　　　・・・　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　′　　　　′　　　　　　　ノ　、

られる。

ノヽ　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・．′　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′′　　　　　′

ノ　　　　　　　　　　　ノ　　′′　　　ヽl　ノ　　　　　　′′　　　　　ノ　′　　　′′　　　・′・′

．一一308－1－F・l－
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第378図　第40・41号溝跡土層・第40号溝跡出土遺物実測図
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、′　　　′　　　　　　シ′　　′・・、

撃「墾」攣車単極可塑斗　胎受　恒料守料「…寺京抗議 出土位置i 備考
攣匡絡墜匪攣恒攣恒鞍上つ離摘鋸料「彿可普通桓緑部横げ 酎沖　上聞
蟻　鵬土器瞞鍋…恒せ封　一極英瀞雲母恒い摘普通ナデ外商煤付着 穫土中　巨％
蟻　腋土器桓彿つ絡扇！　摘瀞雲母恒噛褐普通げ誹涌煤付着 穫土中　恒
可㌧鵜臥つ尋∴唇儲斗瞞普鵜豊豊瀾一部ヨコハ

穫土中　　5％

番号器軒長さ！幅i厚さ重量i材質i　 特　　 徴　 i出土位置i 備考

Q81右　　目 巨鋸中㍉胴 （親のめの癖山岩i溝磨耗　　　　　　 極土中　恒ヨ

番号種別i長さ［幅i厚さ 重量 材質 特　　 徴　 i出土位置i 備考

M29煙　管白蟻　巨02　日の7 （3．9）青　　銅火皿毒泊の乳　首部欠損　　　　　　　 覆土中　　　　　　　　　 PL飢

′　′　　一　言　′　　・C

ノ　′′　　　　㌦　　一　　　　　　、：′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　．．

ハ　ノ　　ノ　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　－　　　　　　　　　　rJ　　　、ノ　　　′　　　　　　　′　　　　、・・

′・l　　－　＿、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　′　　　　　　　．　一　　　′‘’′′　ト

1847号土坑との新旧関係は不明である。

・、へ：・・与二　　二　′　　′′′　一．ノ　　　、、　　　　、′′題　　　、1、∴　，・・‾　、‾　ノ‾．

、工′1＼／㍉ノ、‾　′′　ノ　ーで　猶　、／ふ　、．′、了．　∴．・＼　′　、・・、‥　1ノ、　′

′　ノく上声・＼・了ノ、　㌧1′．　′　′′．・ノ．　ノ、・、：′ノ／′．：′　一　一／・　一、′′、　　　　、、、．

。～。m　深さ卸～胡cmである。底面は平坦で　壁は外傾して立ち上っている。幅は北端の南端ともほぼ均

一であるが　深さは北端が約舗cm　南端が約墟cmと南に向かって深　なっている。

滞豊　　層からな軋　プロッタ状に堆積していることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　しトームブU・ソク少量

2　暗　褐　色　　U－ムブU、ソク少量
：う　褐　　　色　　しトームブU・ソク中量

こ1　暗　褐　色　　ロームブロック中量
5　極暗褐色　　U－ムプロ、ソク少量

遺物出立状況　縄文土器片誠意　弥生土器片且鰯　土師器片測軋軽　須恵器片職。蕪　土師質土器片側点砂皿

′三　′、、予・′　！　　∴′・′・　‘′、‥′　　∴㍉＋．、．工　′、つ「・∴　ノ．縄⊥：幸昌　一′∴．′

須恵器片など遺物の大半は人為堆積時の混入と考えられる。

所鳳　西側に隣接する第都号藩とは　出土土器からほぼ同時期と考えられる。時期は蟻世紀から蟻健紀代と考

えられる。また，港内のピットは柵のための柱穴の可能性がある。

第劇号湛跡出土遺物観察衷　第欝囲）

1一一3101ムー



第379図　第41号溝跡出土遺物実測図

∈＝二⊃
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8

Cフ
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0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 器 質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 寒由色 粕薬 産 地 年代 出土位置 備　 考

469 陶器 片口鉢 ［26．0］ 9．6 ［11．6］ 石英 ・長石 にぷ い褐 － － － 常滑 15世紀 後半 覆土中 15％

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 30 不 明 品 6．4 2．0 0．3 15．2 鉄 板状 覆土 中

M 31 不 明 品 （3，8） 1．1 0．8 （11．2） 鉄 両端欠損 覆土 中

M 32 飼　　 塊 4．7 2．8 2．2 85．1 鋼 － 覆土 中

第8・11・12・23・27・30・32・39号溝跡（第380～383図・付図）

A48月m

「く＝モ654
SD8　　　　　　　　SD32

A51．4m

－、「了

SD30 ‾ll＿了
第380図　第8・11・12・23・30・32号溝跡土層実測図

－311－
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A49．8m

SD39

第381図　第27・39号溝跡土層実測図

第8号溝跡土居解説（第380図・付図）
1黒　　　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

第11号溝跡土居解説（第380図・付図）
1暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，

炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，

焼土ブロック・炭化材微量
3　暗　褐　色
4　褐　　　色

5　褐　　　色
6　暗　褐　色

7　暗　褐　色
8　暗　褐　色

9　暗　褐　色
10　褐　　　色

11暗　褐　色

ローム粒子・鹿沼パミスブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック少量
ロームブロック・炭化材少量，焼土ブロック微量

ローム粒子・鹿沼パミスブロック少量
ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量，炭化物・鹿沼パミスブロック微量

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第32号溝跡土居解説（第380図・付図）
1　黒　　　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　褐　灰　色　　ロームブロック少量
4　暗　褐　色　　ロームブロック中量

第39号溝跡土居解説（第381匡巨付図）
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　褐　　　色　　ロームブロック中量
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

ミ≡要覧79　　＼」ゴ窓

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第12号溝跡土居解説（第380図・付図）
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

第23号溝跡土居解説（第380図・付図）
1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4

5

6

7

8

9

10

11

灰　褐　色

褐　　　色

黒　褐　色

極暗褐色
暗　褐　色

灰　褐　色

灰　褐　色

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，
焼土ブロック・炭化物微量

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，
粘土ブロック微量

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
ロームブロック中呈，鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック少量
にぷい褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

第27号溝跡土居解説（第381図・付図）
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量
3　褐　　　色　　ロームブロック中量

第30号溝跡土居解説（第380図・付図）
1　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　極暗褐色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

ミ≡⊆君4。　　ミ≡上ク
444

，∴二

第382図　第8・12・23・27号溝跡出土遺物実測図

－312－



l

⊂⊃

．二二：：

第383図　第11・12・23・27・32号溝跡出土遺物実測図

第8・11・12・23・27・32号溝跡出土遺物観察表（第382・383図）

‾‾‾‾‾‾♂

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

379 土師質土器 小皿 7．5 2．2 4．4 石英 ・長石 灰黄褐 普通 底部回転糸切り 覆土中 80％　 S D 8　P L 51

381 土師質土器 小皿 － （2．1） 2．9 雲母 ・微礫 灰黄褐 普通 底部回転糸切 り 覆土中 55％　 SD 12

382 土師質土器 内耳鍋 ［30．扇 （4．5） － 石英・長石・雲母 橙 普通 ナデ，休部外面に指頭痕 覆土中 10％　 SD 12

443 土師質土器 小皿 6．4 1．7 3．9 雲母 明赤褐 普通 底部回転糸切 り 覆土中 100％ SD 23 PL 51

444 土師質土器 小皿 ［5．7］ 1．6 3．0 雲母 にぷい黄橙 普通 底部回転糸切 り 覆土中 35％　S D 23

445 土師質土器 香炉 － （1．6） － 長石 ・雲母 灰褐 普通 脚部貼 り付け 覆土中 5 ％　S D 23

446 瓦質土器 火舎ヵ － （15．9） － 石英・長石・雲母 黄灰 普通 体部縦方向パケ目 覆土中 5 ％　 SD 23

447 土師質土器 内耳鍋 － （8．8） －
石英・長石・赤
色粒子・雲母

明赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％　 SD 23

448 土師質土器 内耳鍋 － 8．1 － 石英・長石・雲母 橙 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％　S D 23

449 土師質土器 内耳鍋 － （10．3） －
長石 ・赤色粒
子 ・雲母 にぷい黄橙 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％　S D 23

ー313－



酎 ‥　種別　 巨礪 車増車 臓車 路 胎　土 色調 焼成 手法の特徴　　 匪 舷 可＋ 清 孝

壷車 師嚢土器桓 鍋　 つ 移項 石英・長石・雲母 浅黄 普通 ナデ，外商煤付着　　　 恒 沖　 巨鮮 淵

親 巨醗雄 匪礪 「一 極可 有英・長石・雲母 にぷい橙 普通 げ 誹摘煤付着　　　　　　　 覆土中　　　 ％　Sn器
相 棒酎溜 極 鉢桓 中 軸 雲母 灰 普通 8条纏 位の揺り目　　 i覆土中　 恒 … 膠

姐 匡戦 士癖 墜 「 巨叫 石英・長有・雲母 にぷい赤褐 普通 ナヂ　　　　　　　 穫土中 ！％ Sn霊

酎 車漕巨礪 口径 那中摘 胎 士 「鯛 i鮒 雛「巨臓 産地 年代　 桓士位置 備　考

詣0　陶器　舶 鉢 －
射月 長石　 巨痛つ i 常滑 蟻健妃後半　覆土中 5㌔　Sn 8

番可　 券種 長さ ！ 幅 厚さ ！重量 ！材質 i　 特　　 徴 出土位置 i 備 考

Q関　砥　　 石 … ‖　 舶 8　 恒 群も討 凝灰岩匡商朋 横方向切削痕 覆土中　 isn 27

Q繍　砥　　 石 招e糾 い 03 の　 恒 鵬 粘板岩 繹商朋 覆土中　 isD 27

Q硝 石　 棒 （1702）恒 の3 Ⅰ 恒 弧糾 安山岩巨下欠損 豪商磨き 穫鯛 ＋ 巨拙

5　その他の時代の遺構と遺物

ここでは，性格や時期が不明な遺構について，出土遺物とともに記述する。なおその他の土坑は一、一一・覧表に記すし、

・′、ノ・

．　‾　：、　・　′　、′　　′′・・一　し

位置　調査区西部のE6f6区に位置し，台地上の南側に位置している。

．．．＼′　・′、　　　　　　　　′　　　　ノ　　ノ　ノ　／　　　　　　　　　＼、　　　　　　　′　′・′

＿A＿49．8m

；ミ　　　　′′　　′、．‥　‾　　ノ　′．：：

0　　　　　　1m

随感

傾している。

床　はぼ平坦で　硬化面はみられな齢。

ピット　確認されなかった。

ノ　　　ノ　・　／　　　　　　　　　　　　・・′

いることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　にぷい貯褐色　　しトームブl」、ソク多量

2　黒　褐　色　　U－ムブLJ・ソク少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所農　機の竪穴状遺構と形状が異な軋　また出土遺物

も確認されないため時期は不明である。

二、、、　　　　　　　　′・　　．∴．、

位置　調査区東部のFlOh7区に位置し，南に傾斜する台地上に立地している。

規模と形状　長軸2．9m，短軸2．6Illで，南側が外側に階段状に張り出した不整方形である。長軸方向はN一…

′ハ′′　　　　　′J、　　　　・・・　′　　　　一　′I　　′　　　　　　　1　－′J　　′

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

ピット　確認されなかった。．・ナ

ノ′　′　　、′　　′　　　′、′　　・：　　′　′′

－u－．一u3主上－



土居解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子・炭化粒子

少量，焼土粒子微量
ロームブロック・焼土粒子・
炭化粒子・粘土粒子少量

ロームブロック・炭化物

少量，焼土粒子・粘土
ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片32点，

土師器片29点，須恵器片14点が

出土している。遺物はすべて人

為堆積時の混入と考えられる。

所見　他の竪穴状遺構が対で柱

穴を持っているのに対し，本跡

にはそれが見られない。また，

遺物も混入によるものであるた

め，時期判断はできなかった。
第385回　第12号竪穴状遺構実測図

叫

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第16号竪穴状遺構（SI43）（第386図）

位置　調査区東部のFlOh4区に位置し，南に傾斜する台地上に立地している。

重複関係　東側を第11号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南斜面が削平されており，また，東側が溝に掘り込まれているため，南北軸で3．2m，東西軸で2．9

mしか確認できなかった。北側から北西部に残る壁から形状は方形または長方形と考えられる。

床　ほぼ平坦で，北側部分の広い範囲が踏み固められており，その一部には硬化面の北側に粘土塊の広がりが

確認された。

ピット　確認されなかった。

覆土　7層からなり，含有物から人為堆積と

考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色
ロームブロック少量，焼土粒子微量
粘土粒了ヰ量，焼土粒子少量，炭化
物微量

3　時赤褐色　　焼土ブロック中量，粘土粒子少量
4　灰　　　色　　粘土ブロック多量
5　黒　褐　色　　ロームブロック・焼土粒子少量
6　極暗褐色　　ローム粒子少量
7　暗　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片29点，土師器片20

点，須恵器片3点が出土している。土器は覆

土中から出土しており，人為堆積時の混入と

考えられる。

所見　本跡の北側からも同様の形態の遺構が

確認されている。また，床の北側部分が踏み

固められていることから，頻繁に利用されて

いたものと考えられる。出土土器が混入によ

＼I

0　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　；　　一一一」

るものであるため，時期は不明である。　　第386図　第16号竪穴状遺構実測図

－3151



第17号竪穴状遺構（SI44）（第387図）

位置　調査区東部のFlOf6区に位置し，南に傾斜する台地上に立地している。

規模と形状　東西軸は3mである。南側は削平されているため，南北軸は2・2mまでしか確認できなかった。

形状は方形または長方形と考えられる。壁高は北側で15cmあり，直立している。

床　ほぼ平坦で，北側の広い範囲が踏み固められている。また北壁寄り中央と北西コーナー付近には焼土，粘

土，灰などが確認された。

ピット　確認されなかった。

覆土　6層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。第5層の上面には灰が層をなしている。

亨層買：：赤蓋色蓋違憲蕊至芸堅還掌禁讐；窯慧亘≡≡…警三号芋忘重竺窯三三買写喜孟三微量
ム粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片10点，土師器片25点，須恵器片1点，鉄製品1点が出土している。土器はすべて小

片であり，人為堆積時の混入と考えられる。

所見　本跡のすぐ南側からも同様の形態の遺構が確認されている。また，床の北側部分が踏み固められている

ことから，頻繁に利用されていたものと考えられる。出土土器が混入によるものであるため，時期は不明である。

～　」⊥定立±±Z±ニフ「
0　　　　　　　　　　　　2m

第387図　第17号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第17号竪穴状遺構出土遺物観察表（第387図）

0　　　　　　　　　　5cm

！．　；　　　！

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

M36鉄　　津 （3．5） （4．3） 3．0 （47．4） 鉄 内面平滑 覆土中

（2）井戸跡

I一二∴∴
E i j

第388図　第13号井戸跡実測図

一316－

第13号井戸跡（第388図）

位置　調査区西部のD5g5区に位置し，台地上の

北側に立地している。

規模と形状　径1．2mほどの円形で，円筒状に掘

り込まれている。涌水のため深さは60cmまでしか

確認できなかった。



滞達　　層までを確認した。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ローームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームプロ・ソク微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　出土遺物がないため時期判断はできなかった。

∴ここ．㍉∴　∴′　∴・‘言年′、く一

億置　調査区西部のE5b9区に位置し資台地上の南側に

立地している。

重複関係　第355号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径3。3m，短径2。8mほどの楕円形で，長

て′．∴・、、、　　、ノ．ノ：ノ　′・・・、・ノ、、‥．′＼二二　、⊃　′

滴水のため深さは80cmまでしか確認できなかった。

覆土　5層までを確認した。ブロック状に堆積している

ことから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　U一一一一ムブU・ソク微量
2　異　　　色　　ロームブロック微宣

3　黒　褐　色　　ロームブロック少量
4　黒　　　色　　ローム粒子微量

5　黒　褐　色　　ローームブU・ノク少量

遺物出立状況　土師器片6点夕　須恵器片温点が出土して

いる。細片がほとんどで，図示できなかった。

所見　出土土器が少なく細片のため，時期判断はできな

かった。

3　黒　　　色

11　黒　褐　色

ローム粒千微量

ロームブロック微量

第389図　第18号井戸跡実測図

第別号井戸跡（第390図）

位置　調査区西部のE5C7区に位置し，台地上の南側に立地し

ている。

重複関係　北側を第766号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．7IIl，短径1．5nlほどの楕円形で，長径方向

はN－490－Wである。涌水のため深さは120cmまでしか確認で

きなかった。確認面から50cmが漏斗状で，それ以下は円筒状に

掘り込まれている。

覆土　涌水や崩落のため記録に残すことができなかったが，ロ

ームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師器片自転　礫3点が出土している。

所見　土器が細片1点のみのため，時期判断はできなかった。

－317－

－I：－‥十‾＿旦49．0m
「
～
1
．
．
、

1m

！　』二王こ』

第39の図　第24号井戸跡実測図



第期考井浄跡（第391図）

位置　調査区西部のD5f3区に位置し，台地上の北側に立地している。

規模と形状　長径1。4m，短径imほどの楕円形でぎ　長径方向は頂上つP　である。円筒状に掘　込まれてお軋

深さは滴水のため100cIllまでしか確認できなかった。

戦A48．4m詔
亮5。。＿Nlm

第襲紺図　第30号井戸跡実測図

0　　　　　　1m

』　　適

覆土　3層までを確認した。ロームブロックを多量に含

んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ロームブロックも鹿沼パミスブロック少壷，粘土ブ
ロック微量

ロームブロック中墨筆　鹿沼パミスブロック微量
U－ムブロック多量，鹿f召′iミスブロック・粘十プ
ロ・ノク微量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所鳳　出土遺物がないためタ　時期判断はできなかった。

第魔考井野跡（第392回）

位置　調査区中央部のF7C8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南西部をピットに掘り込まれている。

規模と形状　径1。2mほどの円形で，円筒状に掘り込まれており言雨水のため深さは140cmまでしか確認できな

かった。

覆土　6層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

一一一｛一

第3毀図　第42号井戸跡実測図

土層解説

1　褐　　　色　　ロームプロ、ソク・鹿沼バミスブロ
ック少量

2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミ

スブロック少量，炭化物微量
3　灰　褐　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミ

スブロック少量

4　黒　褐　色　　ロームブロック少量
5　極暗褐色　　ロームブロック少量

6　極暗褐色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　出土遺物がないため，時期判断はで

きなかった。

第朋号井戸跡（第393図）

位置　調査区中央部のF7b2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　北側を第1605e1607号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　径2。8mほどの円形で，漏斗状に掘り込まれており，涌水のため深さは180cmまでしか確認できな

かった。確認面から110cmが漏斗状で，それ以下は円筒状に掘り込まれている。

覆土　7層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

ー318－



土層解説

l　褐　　　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

複　暗　褐　色

5　灰　褐　色

（う　吠　褐　色

7　灰　褐　色

ローム粒子の鹿沼
パミス中量

ローム粒子も鹿沼
パミス中量

鹿沼バミス中量・U
－ムブL「ソク少量

鹿沼パミス中還夢
ローム粒子少量

鹿沼パミス針鼠
U一一一∴プロ・・ノ′・ク少量

塵沼バミスプリ・Lノ′

ウ少量，Lトl∴ブ

ロック微量

鹿沼バミスブL「！ケ・

しトームブLJ、：！ク少量

遺物出土状況　遺物は出土して

いない、・．

ノ

期判断はできなかった。ご

′

健置　調登区中央部の評　だ区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

てお軋　滴演のため深さは鮒だ親までしか確認で　なかった。

滞豊　湧水や崩落のため記録に残す芸とがで　なかった。

遺物出豊状況　縄文土器片慧頗　土師器片黒点　土師質土器片射軽　蕊質土器片結尭　礫凱軽が出土して折る。

′　　　′ノ　　′　　′　　　　　　　　　　　　／、

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′′　　、　∴・

・・　　　′′　．　　　　　　　　　′　二　号／′．′：．

㊨　藻8。。

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．′

′　、＞、、ノ′　′・・　′　′　　　　　　了．・－　ノ

．ノ　′　′′・′　一　一　、ク．′・∵㌢ミ′　；二的．’′．く

番可種別極健棒径極高i底径i 胎土i色調i焼成i　 手法の特徴　 恒位置i 備考

5摘恒 器　甑桓融恒ゆ朝　つ議書か ぷ減褐i普通悸撃譜ご諸㌔目線部横悸怨か！渕％
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第53号井戸跡（第395図）

位置　調査区中央部のF7C5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第671号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．1m，短径0．8mほどの楕円形で，長径方向はN－900　である。ほぼ円筒状に掘り込まれて

おり，涌水のため深さは70cmまでしか確認できなかった。

覆土　7層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミス微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミス微量

5　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土パミス微量
6　黒　　　色　　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子

炭化粒子微量
7　黒　　　色　　粘土ブロック少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　石器1点（砥石）が出土している。

所見　出土土器がないため，時期の特定はできないが，古墳時代後期の第671号土坑が本跡を掘り込んでいるこ

とから，古墳時代後期以降のものと考えられる。

団　】

0

［＝土＝∃m

第395図　第53号井戸跡・出土遺物実測図

第53号井戸跡出土遺物観察表（第395図）

⊂＝⊃
l．1：

0　　　　　　5cm

！　；　＿！

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q87砥　　石 7．7 7．3 2．4 184．5 粘板岩切削痕有り 覆土中

（3）土　坑

ここではその他の土坑として2基のみ記述し，残りは一覧表に記載する。

第151号土坑（第396・397図）

売7h7
1m

』「二二∃

第396図　第151号土坑実測図

位置　調査区中央部のE7g7区に位置し，台地上の南側に位置

している。

重複関係　第1738号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．2m，短径1．1mの円形である。深さは67cm

で，直立して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　4層からなる。レンズ状の堆積状況から自然堆積と考え

られる。
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土居解説
1　極暗褐色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

3　黒　　　色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片140点，須恵器片2点，土師質土器片2点，陶器片1点が出土している。

所見　出土している土器はすべて小片であるため，時期は明確でない。

第397回　第151号土坑出土遺物実測図

第151号土坑出土遺物観察表（第397図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器形 胎土 色調 焼成 文　 様　 の　 特　 徴 出土位置 備　 考

T P38 縄文土器 探鉢 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 日録部は隆帯，区画内に短沈線 を充填 上層 中期　　　　 PL 57

T P 39 縄文土器 探鉢 長石 ・雲母 ・
スコリア

にぷい赤褐 普通 口緑部に沿って条線文地文に波状沈線 覆土中 中期　　　　 P L 57

T P 40 縄文土器 探鉢 石英・長石・雲母 にぷい橙 普通 R L 単節縄文を地文とし，隆帯で区画，隆帯上にも縄文 覆土中 中期

第1900号土坑（第398・399図）

位置　調査区中央部のE7C6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第176・182・189号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径4・Om，短径3．1mの楕円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれている。長径方向はN－190－Wであ

る。深さは約2mで，確認面から50cmまで掘り込んだ後，わずかではあるが袋状に広がっている。

覆土15層からなり，底面の南側を中心に粘土層が確認された。含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼

パミス少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼

パミスブロック少量
3　極暗褐色　　ロームブロック・

鹿沼パミス・粘土
ブロック少量

4　黒　褐　色　　鹿沼パミス少量，
ロームブロック・粘
土ブロック微量

5　極暗褐色　　ローム粒子少量
6　灰　褐　色　　ローム粒子多量，

鹿沼パミス少量
7　黒　褐　色　　ロームブロック少量，

鹿沼パミスブロック・
粘土ブロック微量

8　黒　褐　色　　ロームブロック少量，
鹿沼パミスブロック・
粘土ブロック微量

9　暗　褐　色　　ローム粒子中量，鹿
沼パミスブロック少量，
粘土ブロック微量

10　黒　褐　色　　ロームブロック微量
11褐　灰　色　　粘土粒子多量，ロ

ーム粒子少量
12　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒

子・粘土粒子微量
13　褐　　　色　　ローム粒子多量
14　線　　　灰　　粘土粒子多量
15　黒　褐　色　　粘土粒子少鼠　ロ

ーム粒子微量 第398図　第1900号土坑実測図
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⊂二二フ
Q83

0　　　　　　　　　　　10cm

！　　＿＿」　　　」

第399図　第1900号土坑出土遺物実測図

第1900号土坑出土遺物観察表（第399図）

遺物出土状況　縄文土器片31点，土師器片33点，

須恵器片2点，土師質土器片4点（内耳鍋2，鉢

2），陶器片1点（碗），石器2点（砥石），礫1

点が出土している。土器はすべて細片のため図示

できなかった。Q83は覆土中から出土している。

所見　内耳銅片や陶器片が出土していることから，

中世後半までは機能していたものと考えられる。

また，底面から粘土が多量に出土していることか

ら，粘土採掘坑の可能性がある。

番 一号 券種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 83 砥　　 石 8 ．4 8 ．9 2 ．2 2 57 ．0 粘 板 岩 二 面 使 用 覆 土 中

牲）溝　跡

時期判断ができなかった溝跡について，第400図・付図と土層解説に記載する。

A48．4m A49．0m

囲／。「可‾‾
且

SD4
1

寸。。14
2

第400図　第4・10・14・28・29号溝跡土層実測図

第4号溝跡土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームプロlノク少量

第10号溝跡土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック少量

第14号溝跡土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

A51．4m

「ミ≡∈7‾‾

SD28

第28号溝跡土居解説

1　黒　褐　色
2　黒　褐　色

第29号溝跡土居解説

1　暗　褐　色
2　黒　褐　色

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ロームブロック少量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ロームブロック少量

（5）ピット群

本遺跡では調査区全体にわたってピットが確認されている。その中で，特にピットが集中している地点を7

群に分けた。以下，各ピット群について記述する。

第1号ピット群（第401図）

位置　調査区中央部のE8j5区、F8bO区に位置し，台地上の南側に立地している。
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第欄間　第　号ピット群実測図
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第超の2回　第2号ピット群実測図

第　号ピッ　群　第都図）

位置　調査区西部のE e区～E鋸区に位置し　台地上の南側に立地している。
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規模と形状　206か所のピットが確認された。最大のものは径0。5mの円形で言最小のものは径鋸mの円形であ

る。深さは9～70cmである。内15か所で平坦な面をもつ礫が確認された。

滞丑　2層を主としており，ロームブロックを多量に含む褐灰色土からなっている。

所見　ピット内に平坦な礫が確認されたピットが本ピット群内の東寄りに確認されたため，柱の根石の可能性

を考え，配列を確認したが規則性は見られなかった。また，他のピット間にも配列の規則性がなら建物跡を

想定できなかったため，性格不明のピット群とした。

窮磯考ぽッ睦群（第4偶因）

位置　調査区西部のF7a4区～F7C5区に位置し賢　台地上の南側に立地している。

規模と形状　52か所のピットが確認された。最太のものは長径0。7mタ　短径0。6mの楕円形で芦最小のものは長

径0。3m，短径0。2mの楕円形である。深さは18～且00cmである。

穫ま　2層を主としており，ローム粒子を多量に含む暗褐色土からなっている。

所凰　各ピット間に配列の規則性がなら建物跡を想定で　なかったためタ性格不明のピット群とした。

‾：二一l

第爛図　第4号ピット群実測図

第5号ぽッ睦群（第405e406図）

位置　調査区中央部のF8cl区～F8h4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状197か所のピットが確認された。最大のものは長径0．8m，短径0。5mの楕円形で，最小のものは径

0．1mの円形である。深さは15＼78cmである。

覆土　2，3層を主としており，ローム粒子や鹿沼パミスを少量含む黒褐色土からなっている。

所見　各ピット間に配列の規則性がなく，建物跡を想定できなかったため，性格不明のピット群とした。また，

本ピット群の西寄りのPlから権（分銅）が出土した。以下，Plについて記述する。
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第欄間　第5号ピット群実測図
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汐瑠規模と形状　ピット群西寄りのF7dO区に位置しタ　長径の。4mタ　短径083mの楕円形を里している。深さは

25cmである。

陸稲覆土　3層からなりタ　ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

Pl土層解説
1黒　褐　色　　U－ム粒J’－・鹿沼バミス少昆∴　焼上粒千微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　　ローム粒千・鹿沼バミスプロ・ソク少量

陛瑠遺物出立状況　覆土上層からM70が横位で出土している。

汐瑠所見　時期は，出土した権から中世後半と考えられる。

二

嶺el㌧
0　　　　　　　　　　　　　　1mi i

第欄間　第5号ピット群P且　の出土遺物実測図

第5号ピット群㌘且出土遺物観察表（第都図）

（‥llI一－…l一一llll‥一、11．1一、ll、一一．撃ll－

「
∵
∵

0　　　　　　　　　　　5cm

』≡≡芸芸二藍ここ≡芸』

番可 種別　 巨 齢 i 幅 卑 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出士位置 備　 考

M 70 ！ 権　 「 招 i M
－ 103．0 銅 上部に一孔資六角形で中位がくびれている 上層 P L 62

第針葛僧誉プ縮群（第407図）

‾‾二l一二　二二

第都別図　第6号ピット群実測図
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位置　調査区中央部の評閥匪～評　だ区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

′′

仕1111の円形である，、言蒙さほ18＼70cillである．

滞豊　層を室としてお酌　ローム粒子や鹿沼プ賎濃を中量潜む暗褐色土もし引極暗褐色土からなりで折る。

南風　各ピッ　間に配列の規則性がな宅　建物跡を想定で　なかったため　性格不明のピッ　群とした。

第　号鰹ッ　群　第磯囲ラ

健置　調査区西部のD醜匪～D5d区に位置し　海蝕恩の北側に立地して折る。

規模髪形畿　朋か所のピッ　が確認された。凝太の　のは産経。m　短径。mの精閤形で　凝鴇の　のは擾

㊨

暫昏

叫も離

の

第欄間　第　号ピッ　群実測図
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0．2m程度の円形である。深さは10～40cmである。

覆土　単一層を主としており，ロームブロックを少量含む黒褐色土からなっている。

所見　北側の第47号住居跡を囲むようにピットが数か所点在しており，住居の壁外補助柱穴の可能性を考えた

が規則性は認められなかった。また，他のピット間にも配列の規則性がなく，建物跡も想定できなかったため，

性格不明のピット群とした。

6　遺構外出土遺物・遺構一覧

当遺跡から出土した遺構に伴わない主な遺物について，出土遺物実測図および観察表で記述する。また，本

節の1～5で記述した遺構の一覧表もここで掲載する。

、三：：二
∈≡弐58

竺ヱ莞5　∈≡莞6
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第409図　遺構外出土遺物実測図（1）
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遺構外出丑遺物観察豪　第魂～姐園）

番号　 種別　 券種im径 器高 底径　 胎 土　 色謂　 焼成　　 手法の特徴　　 出土位置　 備 考

絹 須恵器 楽力庫 の車 き幻巨　 緻密　　　 暗痍 i普通腐票 語箆腰 譜諸 宗 針鼠 中 i ％

舗 捧 離 車 輌 「 つ 準 星 二 極 「 ＿ 斗 ザ 」 普通巨 デ 内面白餅由　　　 宗鑑 i ％

銚 区 鋸 射 塔 恒 射 撃十 二 座 主 … 斗 蔓 」 普通 内面へラげ 外商へラ削中 震‰　 極 細部

渕 恒 器 納埠 … 恒 招i 匝英の長石　 橙　 普通極融摘翻す　　　　 宗鑑 i頴％

盟車 師器　 形聾恒 も車 の8 序 摘 霊壷 石車 ぷ魔 普通 桶 へラげ ロ緑部横ナデ　 腐荒　 庫％

m 区議 器再転 「… 極所 ㍉つ 郡縮 翫f　匡釦 剰 普通桓面げ 詳 磯部横げ　　 叢‰　 擁％

脳… 師器　 甑 桓 車 05 恒ゆ頼 英の長石　恒 い褐 普通 体部縮 向へラ縮 緬 へラげ 簑覧 i鵬

減 恒 器　 埠 擁 2 位 2 巨も項 赤桃 子を鍋　 橙　 普通極部纏 へラ切り　　 i畏 縮 摘％　 PL鍼

嶺5 須恵器　 埠　　 恒 可　 極石　　　 灰　 普通 体部に線刻　　　　　 簑 糾　 ％

鍋5 須恵器　 婆　　 恒 郎　 … 極英の長石　 痍黄　 普通悸跨 欝 詔 の叩き 内剛 腐 糾　 ％

寝車 師器桓 エア　… 恒 恒 摘 霊義 石　 橙 ！普通 内浦げ　　　　　 簑 欝 ！妬％　 Pは

65可 土曜土器序 血恒 6 恒 の7 位 項 赤色粒子　 恒 い繍 普通極部回転糸切り　　　　 怯諾 ！摘％　 PL鍼

磁車 腋土器序 血恒 8 恒 の9 位 可 赤色粒子　 恒 瀾 普通極部醜 踊 り　　　　 は諾 極％　 PL鍼

磁車 鵬土器 小皿恒 を8 巨 の巨の頼 英の雲母　恒 い繍 普通 底部纏 綿 軋底部すのこ状庄痕協議 恒 ％　 PL鍼

叫 土鵬土中 皿圧 せ7 巨 2 位 欄 覧霊 ヂ 恒 魔 普通 ナデ 底部すのこ状圧痕　 様晋　 極％　 貰うL鍼

磁小 楯土器 、皿恒 e3 恒 の9 巨を雄 撃ふ 色粧　 舶　 普通 底錮 転糸切り　　　　 確認南 極％　 PL鍼

可 匝 料 車 可 紺 巨可 繍璃 ㌫ ㌢ 斗 聖 域 普通恒 沼緑部に油煙　　 様諸 擁 ％　 ㌘脳

65可土鵬土頼 棚 序 中 洞 序 中 摘＋ 「繍 凍 普通極部回転糸切り　　　　 ほ甥 匪i摘％　 ㌘L添

磁車 齢土器！、皿恒 の巨 6 巨可 雲母藩色酎　 橙　 普通恒 底部すのこ状庄痕　 慄晋 恒 ％　 PL添

磁　 土鵬土器序 血圧 日 中 の8 倭霊義 母　 橙　 普通極部醜 糸別 底部すのこ状庄痕怯鶉　 擁 ％　 PL滋

磁　 土鵬 土器！、血恒 の4 恒 もi 巨 項 赤色粒子　 恒 噌橙 普通 底部醜 踊 り　　　　 ほ欝 区i摘％　 PL磁

66を車 鵬 土器巨、血圧 巨 7 いせ項 雲母凍桃 子巨 黄橙　 普通極部回転糸切り　　　　 ほ㌶ 区擁 ％　 ㌘威

飢　 糟土器 小皿巨 巨 1 いせ頼 色粒子　 恒 黄橙　 普通極部醜 踊 り　　　　　　 極％　 ㌘L滋

砧7　士帥器　高林　15．6 （6．8）　　　 石英・長五裳母　にぷい橙　普通　目線部櫨ナデ，内面へラ磨き　　 確認面　 6臣㍉
醐 極 別 項 施 主 寸 胴 車 つ 儲 凋 羞　 匝頼 プ 普通悸畿讐 語 義畿 孟豊 中慄 中　擁％　 ㌘L滋

減 縄文土器 深鉢　 恒 鶉　 つ 摘 巌 雲母　 灰褐　 普通 欝 影 隻語 片面は綻方 義鶉 i ％

中 文土器 深鉢　 恒 損；　 雲母藩繍 予 にぷ魔 普通 苦等 躇 景紅 貼 榔お左右 確認商 巨％

可 瓦質土器 船竃　　 恒 調i　 石英蘭 の雲母　 貴族　 普通i 滴へラ削 後げ　　　 様鸞 区！2の％

673　士帥器　 楽　 18．6　3ユ2　7．0　石英・長石　　にぷい褐　普通 「1線部構ナデ　　　　　　　　　 確認面 75％　　　　 PL55
料巨 酎覿 甑 極所 扮可 銅 像㌫撃 つ 闘減 車摘 瀦㌍ 精紡 ㌍葦 ㌢ 当 確認南 極％　 ㌘L55
可 や 臓 車 中 捌半 可 …懐㌫ ㌢ つ　 橘つ 普通恒緑部横ナデ　　　　 確認南　極％
蔽恒牒 器巨不序摘日清「つ 離摘鋸摘匡釦頑 普通 内密横方向へラ磨き　　　 腐 車　庫％

番号　器質　　器種　 「」什　器高　底葎 胎 土 日摘 絵可　 袖色 朋「日蝕 年代 i出土位置 備　考
糾中 綿 恒醇 碗恒 羽 中 舶 緻密　 ‖媚 ‖騒 酬白　日紺 1纏妃後薬滝詣 70％　PL55
棚 恒 項　 碗　 い拗 車 中 鍼 長石　 巨箋黄 巨欄 銑粕 ！瀬戸受渡 協鐙 75㌔　PL討
彿 恒 可　加つ 捌 巨可 猶 長石　 極オリーブ 恒 －プ革 灰粕 1纏紀後半協 欝 用0㌔PL討
663恒 中 細 中 部 恒 可 M 長石　 ！舶 ［鵬 長石粕ヵi瀬戸の美濃1纏妃前半！確認商 壷％
66時醐‥　 屈し　恒細 目沼 恒可 長石　 巨痛 I 融 灰粕 ！瀬戸受渡 登窯期 は欝 30？。
痢 壷 中 潮 画 調 巨 中 軸 長石　 日義黄 巨 葺黄 長石袖カ恒 や美濃1雅紀前可蒜謡 30㌦
彿 恒 可　 血　 い初 年 叫 摘 緻密　 恒 瀾 i 褐灰 ！唐津 撒妃前半は鸞 区測％
彿 恒 項　舶 月 初 車 中 錮 長石　 ‖嫡 I 如 灰袖 18世紀臓 は豊欝 60㌦　PL諒
6望庫 可　 要覧　恒繍 恒頑 長石　 i 灰褐 i 「繍 柑健妃後半は晋 摘％
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番号　 種 別 長 さ 幅 卑 さ 重量 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

D P 7　士器片目盤 3．5 3．5 1．3 1 5．9 縄文時代 の土器片 を素材 ，円形，周縁 を整形 S I5 将士中

番号　 翻 蔓 「 鋸
幅 厚 さ 重 量 材質 特　　　　　 徴 出士位置 備　 考

Q 消 極 孔 円盤 恒 や5
3．6 0．5 12。7 滑　　 石 孔 経0工　 周縁部面取 り，磨 き S K 42 1覆土 中

Q 軒 石　 苧1 胴
6．7 2。5 19 5．5 安 山 岩 分銅 型。挟 入部は深い S I6 将士 申

Q 99 匝　 錘 恒 ・2
4。1 3．7 8 8可 玄 武 岩 極 取 り，全 面磨 き F 7 区表土 中

Q 頑 紡 錘 可　 409
寸．8 0．9 2 6．0 千 枚 岩 十 下面一部 大損 ，磨 き F 8 匡表士 申

Q 皿 温　 石 巨 00
1 1」 3．1 H H O．0 凝灰質礫岩 四面 に縦方 向切 削痕 ，煤付着 D 6f5区確認面 P L 60

番号 種別 i 長さ i 幅 ！厚さ 重量 i 材質 ！　 特　　 徴 出士位置 備　 考

M 55 不 明 品目 。中　　 恒 ・8 離 日　 鉄 ！環状，上下平坦 F 8a4確認面

M （う0 鍍　 巨 胴 日　 は　 い せ6 （15・9）！ 鉄　 極 吾は 損，柳葉式 D5b3区覆土中

M 61 不　 明i 日中　 82　 恒 02 佃 日　 銀‖ 薄板状 確認面

番可　 銭名 径
孔　 「 蟻 つ 初鋳年 材質 特　　　　　 徴 出士位置 備　 考

M 寝　 間元通賓 265
007　 日 。中　 寝1

鋼 唐銭
［表土申

M 6車 和元賓
2．3

007 ！ 203　 「 腰
鋼 北宋銭，無昔銭 E 5C8確認面

M 糾　 寛永適賓 2．3
朋　 巨 の2　 日 鑓6 鋼 古寛永 表士中

M 駈　 寛永適賓 2遇
006 i 205　 日 揖6 鋼 古寵永 表士申

′．，五‘二′∴

警

亨
位置 圭軸方向 平面形

規模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm）
床面

内 部 施 三11ノ邑叉

！竃 覆土 出土遺物 時 代

備 考

遺構番号の新旧関係

（古→新）壁溝 主柱穴貯蔵穴ピット入日

1 E6jO N…20－E ［方形または長方形］（3．34）×（2．65） 4 平坦 一部 2 － － － l 不明 土師器磯） 古墳時代後期本跡→SI2，SD41，
SE203

2 E 7il N－信一W 彷形または長方形］3．73 ×（3．60）14～27 平坦 一部 － － 2 1 1 自然 土師器（乳 棒），須恵
器（婆，杯）

8世紀中頃 S汀→本跡→SDl

3 D5 C6 N」軒－E － － － － － － － － － 1 －
土師器（婆，杯），石製
品（砥石）

1し世紀代 本跡→SK147・148・
149eP群7

4 E 7 cl N－圭一W
－

3．88 ×（3．10）14～18 平坦 ［全周］ 2 － － 1 、1 人為 土師器（嚢，埠），須恵
器（嚢，杯） 8世紀後半 本跡→SD41，第6号地

下式墳

5 E7b l N－30－E ［方形または長方形］3．13 ×（2．20）15～25 平坦 一部 2 － － － 1 人為 土師器（嚢，杯），須恵
器（乳 杯） 平安時代 SI6→本跡→SD41

6 E 7a2 N …280－W 方形 6．07 ×6．00 7～31 平坦 ［全層］ 4 1 2 1 1 人為 土師器（婆，杯），須恵器
（婆，杯），石製品（砥石）6世紀後葉 本跡→SI5，SE7，

SK936・1749，SD41

7 E 6b3 Ⅳ」貯㌧虻 ［長方形］ ［3．65］×［3．31］ － 平坦 一部 － － 2 － 1 不明土師器（聾，杯），鉄製
品（釘） 10世紀後半 本跡→SK1485・1721

8 E 4aO N 」鮮－E ［方形または長方形〕2．52 ×（1や90） 4 平坦 － － － 3 － 1 不明 土師器（嚢，埠） 1腫紀以降

9 D5j3 N－67㌧W 長方形 4．77 ×4．00 11 平坦 － － － 1 － － 自然 土師器（聾，杯），須恵
器（杯）

古墳時代中期本跡→第2号地下式境，
SK405，410

11 D勘0 N－90十一E 長方形 4．60 ×3．20 5～12 平坦 全周 … 1 ′4 － 2 人為 土師器（婆，埠，高台付
杯，小皿）

11世紀前半 SI12→本跡→SK438

12 D5 jl － ［方形または長方形〕（1．88）×（1．鍼 11 平坦 一部 － － － － － －
土師器（聾，杯），須恵
器（襲）

10世紀後半 本跡→SIll，SK438 e
447

15 D 5 i5 － － 3．98 ×（1．76） 10 平坦 － － － 3 － － 人為 土師器（嚢，杯），須恵
器（乳 棒） 10世紀代 本跡→SK236

16 E 5a 5 Ⅳ」貯㌧虻 長方形 3．60 X 2．86 2～10 平坦 半周 … 1 4 1 1 人為 土師器（聾，杯） 10世紀前半 本跡→第4号地下式壊，
SK3874 723

17 D 5 j6 N －2㌧W 彷形または長方形］ － － 平坦 一部 － － 4 － 1 不明 土師器（乳 棒），須恵
器（嚢） 10世紀代 本跡→SD39，SK2 e

1653・1654・1655

18 n 5d7 N －10㌧W ［方形または長方形］［3．10］×［2．80］ － 平坦 － － － 3 － 1 不明 土師等（嚢，杯，甑カ，
羽釜カ）

10世紀後半 本跡→SK22ト355・
450・45ト452

19 D 5j5 N－90㌧E 長方形 2。84 ×2．52 15 平坦 全周 － 1 － － 1 人為 土師器（聾，埠），須恵
器（嚢，杯） 10世紀後半 本跡→SK1723

20 D 5gO － － － … － － － － 3 － 1 － 土師器（乳 恥 平安時代

23 E6fl Ⅳ＋ぱ㌧虻 方形 4．70 ×4．55 20～30 平坦 金属 4 － 3 1 1 人為 土師券慄声札 鉄製
品（馬鈴）

7世紀中葉 SI24→本跡→第6号竪
穴状遺構・SK715

24 E6 g5 N…50－W 方形 4．87×4．77 5～22 平坦 ［金属］ 2 1 10 － － 人為 土師器億，杯，吼 高
杯，鉢ラ

6世紀前半 本跡→SI23，SKl12ト
1726

28 D 6 j5 N－23㌧W ［長方形］ ［7．43］×［5。85］10＼30 平坦 一部 4 － 13 － －
自然 深銑 敲石，磨石 縄文中期中葉本跡→SI34，SKlO68，

第15号地下式境

38 E6C 9 酢一鮮 ・方形 3．糾×3．27 10～30 平坦 全周 2 － 1 1 1 人為 土師乳 須恵器㍉紅
砥石

8C後薬

～9C前葉
SB2一→本跡→SI32

31 H 6 iO紆三拝㌧虻 長方形 7．80 ×［6す87］ 15 平坦 － 2 1 3 － 炉1 不明 土師器監 高杯言那 5世紀復業 本跡→SD40041，
SE52，SK1807

ー335－－－



番
号

位 置 長径方向 平面形
規模 （m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm ）
床 面

内　 部　 施　 設 ！覆土

出士 遺物 時 代

備 考

遺構番号・新旧閃榛

（古 →新）壁薄 主柱穴貯蔵穴 ピット人 目 竃

32 E 6b 9 N －0 0 長方形 3．00 ×2。55 5 平坦 全周 － － － 1 1 人為 土師器 憾 ，埠），須恵
器（聾，埠）

9世紀複葉 S130・33→本跡

33 E 6 a 9 N －170－W 隅丸長方形 8．98 × 6」3 10～40 平坦 － 4 － 2 － －
自然 縄文土掛藩鉢），凹石，

磨石
縄文中期中葉 本跡→SI30 832，SD 40，

SK 1736，1737，1739

34 E 6 a 5 N …90－E 長方形 2．92 ×2．45 23 平坦 ［全周］ － － 1 1 1 人為 土師器億 ，埠），須恵
器杯 ，蓋う 8世紀中葉 SI28→本跡→SK 50 052

45 D 5 c l － ［方形または長方形］（3．90）×（3．00ラ 15 平坦 ［全周］ － 1 － － － 人為 士師掛 婆，坤 5世紀後葉

46 D 5 b 2 N －900－E 長方形 3．80 ×3．10 10～20 平坦 一部 － 1 5 － ユ 人為 土師器（聾，輝き，須恵
器（乳 棒） 9世紀前半 本跡→SK 13机 壷

47 D 5 b 4 N －930－E 長方形 2．81 ×2．45 2 平坦 ［全周］ － － 5 1 1 不明 土師器（嚢，杯），須恵
器（乳 棒）

10世紀後半 本跡→SK 146

48 F lOiO N －100－W ［方形または長方形〕 5．60 ×（2．72）12～28 平坦 － － － 1 － 1 人為 土師器（襲撃小皿），銑
鉄

10C 後葉

～11C 前葉

51 D 5 e 8 N －350－W 方形 5．05 ×4。77 27～37 平坦 一部 4 1 2 － 1 自然 土師器（乳 棒） 5C末～6C前葉

55 E 5 a 4 N 一ば －E 長方形 3．46 ×2．85 25 平坦 ［全周］ － － － － 1 人為 土師乳 須恵乳 銑鉄 9世紀後半 本跡→第1号地下式凰
SK 410

59 D 5 d 6 N －900－E ［方形または長方形］ － － 平坦 － － － － － 1 不明 土師器（乳 棒），須恵
器（杯） 10世紀前半 本跡→SK l持・119

60 D 6 g 7 N －00 彷彩または長方形］3，20 ×（1．15） 30 平坦 一部 － － 5 － 1 人為 土師器 （嚢，埠），須恵
器杯） 9世紀前半 SI72→本跡→SD 15

61 D 5 C 7 N －40－W 方形 6．45 ×6。25 8～25 平坦 全周 4 2 12 1 1 人為 土師器 （嚢，杯），須恵
器（婆，杯）

6C末～7C 前葉 本跡→SI82，SK lOO e
355・400・401

62 D 5 g 9 N －340－W 方形 7．64 ×7，59 13～25 平坦 ［全周］ 2 1 5 1 1 人為 土師器（乳 棒） 5世紀末 本跡→SD 15

糾 D 5 e O N －30…E ［方形］ 2。79 ×［2．69］ 3 平坦 － － － 2 － 1 不明 土師若 僧 ，埠），須恵
器（甑）

9世紀後半

65 D 6 d 2 N －220－W 方形 4。32 ×4．20 25～35 平坦 金屑 － － － 1 1 人為 土師器億 誹 ） 古墳時代後期 SI66→本跡

66 D 6 d 3 N －60－W 長方形 3．55 ×3．15 8～23 平坦 ほぼ全周 － 1 － － 1 人為 土師器 （襲．坤 ，士製
品（支脚） 6世紀前葉 本跡→SI65

67 D 6 f 4 N －830－E － （3．10）×級52） － － 一部 － － 6 － 1 不明 土師芳億 牒 ） 10世紀中葉

68 D 6 d 5 N －60－W ［方形］ （2．10ラ×（2．10） 11 平坦 － － － － － 1 不明 士師器（軋 申 10世紀後半 SI87－ヰ本跡→SK862

69 D 6 d 4 N －7㌧ E 長方形 2．77 ×2．35 10 平坦 ほぼ全周
－ － － 1 1 自然 土師器（嚢，埠），須恵

器（聾）
10世紀後半

70 D 6 f2 N －5 0－E 方形 2。90 ×芝85 18～34 平坦 ほぼ全層 － － 2
I

1 1 人為 土師芳恩 埠欄 恵芳恩
軋 灰粕陶器，鉄製鋸刀子）

9世紀後葉

72 D 6 g 6 N －5 0－W ［方形または長方形］ 5．20 ×（2．02） 10 平坦 半周 2 － 2 － 1 不明
土師器懐 ，埠），須恵
器（嚢，杯）

9世紀前半 本跡→SI60，SD 15

73 D 6 C 6 N －『 －W 方形 5．80 ×5．70 5～15 平坦 ［金屑］ 3 － 3 － － 人為 士師掛 碧，申 古墳時代後期 本跡→SIH ・75

74 D 6 C 7 N －100－W 彷形または長方形］軌師 ×（2．30） 15 平坦 一部 1 － － － － 不明 土師器（乳 杯）．須恵
器（杯） 9世紀前半 SI73・→本跡

75 D 6 d 7 N －80－E 方形 3．85 ×3．58 7 平坦 － 4 － 1 － 1 不明 土師器（聾，勘 ，須恵
器（乳 棒）

9世紀前半 SI73→本跡

77 D 6 e 8 N －3㌧ E 方形 5．30 ×5．30 22～34 平坦 全周 4 － 9 1 1 人為 土師器 （賓，杯），須恵
器（聾，恥

9世紀後半

本跡→SK 20ト202・22078 D 6 f 7 N －800－E － － － － － － － － － 1 － 土師器億　 杯） 10世紀後半

82 D 5 C 8 N －900－E 方形 2．70 ×2．70 15 平坦 一部 － － － － 1 人為 土師器 （饗，埠），石器
（砥石）

1蝉 紀後半 SI61，SK 400 e401→
本跡

83 D 6 c l N 1 900－E － － － － － － － － － 1 不明 土師器 （婆，埠），須恵
器（嚢）

10世紀後半 本跡→SK 249

84 D 7 h 2 － ［楕円形］ 4．16 ×（1．58）34～37 平坦 － － － － － － 自然 縄文土器（深鉢） 縄文中期中葉 本跡→SD射

85 D 7 i8 N －30－W ［長方形］ （3．73）×3．50 6～10 平坦 － 3 － 2 － － 自然 縄文土器（深鉢），磨石，
石斧

縄文中期中葉 本跡→SK 886 8887

87 D 6 d 5 N －810－E ［長方形］ （2．60）×（1．10） 10 平坦 － － － 1 － 1 不明 土師器（乳 棒） 9世紀後半 本跡→SI68→SK 862

88 D 7 j3 N －3 0－W
－ － － 平坦 － － － 3 － － 不明 土師掛 婆，恥 古墳時代後期 SI89・90→本跡→

SD l・SK 1714

89 D 7 j3 － ［方形または長方形］ 3．63 ×（2．20） 6～18 平坦 － 2 － 6 － － 自然 縄文土器（探鉢），石鍍 縄文中期中葉 SI90→本跡→SI88，
SK 1714

90 D 7 j 3 － 円形 2．78 ×2．74 36～48 平坦 － 3 － 1 － －
自然 縄文土器（深鉢） 縄文中期中葉

以前 本跡→SI88・89

9 1 D 5 e 7 N －850－E － － － 平坦 － － － － － 1 － 士師器（襲，射 10世紀後半 本跡→SK352・353

表3　掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方 向 柱 間数
規模

（m ）

面積

（扉）
構 造

桁 行

（m ）

梁 間

（m ）
柱穴平 面形

深 さ

（cm）
出土遺物

備 考

遺構番号・新旧関係

（古→新 ）

1 E 7 i5 N －750－W 4×2 7．5×4．8 36．0 側柱 1．8 、2．1 1．8、2．0
楕 円形， 円形 ，

不整方形
50～70

土 師質土 器 （小皿，

内耳鍋 ），陶器 （碗），

寛永通賓

本跡→S D 23

2 E 6 C 8 N －00 3×2 5」×3．9 21．1 側柱 1．8、2．1 1．8 ～2．4
楕円形， 円形，

隅丸方形
20～40 土師器 （杯 ，婆） 本跡→SI30
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豪速　竪穴状遺構一覧表

番号 位置 長軸方向　 平面形
規　　　 模 唇

底面 覆土 出土遺物 時代
備　　 考

遺構番号 ・新旧関係
（古→新）長径纏離紬の×短径湖離m）深さ（cm）

1 E 6ビ5 N－9 0一項　 長潮 1。62 X L 射 24 垂直 平坦 人為 土師質土器 中世後半 本跡→第2号竪穴状遺構

2 E 6e5 肛 「 可　 長潮 2。ll X l識2 27 外傾 平坦 人為 土師質土器 中世 第1号竪穴状遺構→本跡

3 E6d 5 … 距 可　 長潮 1．90 X l．71 6～18 外傾 平坦 人為 土師質士乳 鉄製品 中世後半 SK 234→本跡

4 E 6e 5 N－9 0－可　 長方形 2．16 ×1。95 32～45 外傾 平坦 人為 中世 本跡→第6号竪穴状遺構

b E 7C 7 … 醇 可　 長調 2。55 ×2。42 20～35 垂直 平坦 人為 土師質土器 中世後半 本跡→SK254

6 E Gf 5 N 粛 －W i 方形 I．貯 X　L 55 42 外傾 平坦 人為 土師質土乳 骨粉 中世後半 SI23せ第4号竪穴状遺構→本跡

7 E 6C3 附 告 可　 長潮 2。23 ×1．88 46 外傾 平坦 人為 中世

8 E 6e4 腑 駐 中　 長潮 lJ 「X　L亜 30、36 垂直 平出 人為 士師賞士器 中世後半

9 E告」 N－距 可　 長調 1．90 ×1．餌 59 垂直 平坦 人為 土師質土器 中世後半 SK 58・59・482→本跡

10 E6 f6 Ⅳ…820－可　 長方形 2628 ×1ゆ76 15 外傾 平坦 人為 時期不明

1ま E Gd 2 腑 主 項　 長方形 1．96 ＼1．69 12～18 外傾 平坦 人為 中世 SK 6828686→本跡

12 FlOh7 Ⅳ守 ！ 方形 2．86 ×2。57 62～90 外傾 平坦 人為 縄文士器，土師器湖 恵器 時期不明

13 F lOfT 酢十㍍一項　 長方形 3。50 ×2。26 30 垂直 平坦 人為 中世後半 第18号竪穴状遺構→本跡

摘 D 6j8 Ⅳ－酢 瀾 日脚 潮 はや03）×主観 射 垂直 平坦 自然 中世 本跡叫SK 1800・第18号地下
式壌・1817

15 E 6a3 Ⅳ一位 可　 羨溺 4．11×2．87 40 外傾 平坦 人為 土師質土器 中世 本跡→SK 1683・1688，5039

16 F lO山 N 守 ＋ 日劇 潮 線舞 ×（2。87ラ 7㌦20 外傾 平坦 人為 縄文士乳 土師器牒恵器 時期不明 本跡→SD ll

ま7 FlOf6 Ⅳ諸 ！ ［方形］ 3湖 ×線舞 15 垂直 平机 人為 土師器牒 恵静 鉄製品 時期不明

18 FlOfγ 附 ぽ－可　 長調 寸．61 ×2．93 30 垂直 平机 人為 土師質土器，陶器 14世紀代 本跡→第13号竪穴状遺構

19 E TC J 附 駐 可 ＋ 欄 2．30 X 2．30 53 垂直 平坦 人為 鉄製品 中世 SD5→本跡→SK 16・18・29

ノ　　ノ′　　ノ、′ヽ　　′

！　　　　 規　　　 模 ！

極商

i

将士 出十遺物
備考

（時代）

番号位置室軸方向i　 竪　坑　 ii　 主　室

長軸×短軸　深日用形i長軸×鍋　探中平面形

日華満極ザ堅守墜サ墜「掛野‖路杉　腑凋朝滴8m可 平机自然音私鉄淳 中世
2　極紺車情鮮戌年滋綱瀾！花！菜摘‖腑瀾舶用 77　恒方形平坦自然磁器 中世
3　極毎月肛酢欄1．調XO．73 8中　長方形　腑。鱒×1。50 8日　長方形平出自然緒文士乳土師乳須恵器 中世
4　極溢N－60小一E0．把×0．78 花　長方形！いさ77×2。16 8日　長方形平坦Å為士紙質土器湖器 中世
5　極肌極一針木目拍膵針瀾1昆鍋つ持潤舶用相中　長方形平坦－ 中世
6　浄机N守　上欄×私糾65 長方形4。63×0．94 花　椿方形平坦Å為縄文土乳土師乳須恵器 中世
7　恒i3N守男巨溜周一7940～80隅丸方形3．08勘1．24 日中　不定形平坦人為 中世
8　恒j6N－7㌧E1．15XO．86 84 隅丸長方形2。73×2。28 盤　恒方形平坦人為灰粕陶器，土師質土器 中世
9　恒温極一掛澗日用×0。63

－隅丸長方形2．85×　L90 60 長方形平坦
－ 中世

且206iごⅣ→鮮1．05XO．60 119 楕円形3．17×2。60′110 不定形平坦人為土師質土乳古銭 中世

13D6j3軽骨－W圧52×0。80 120 長方形3．75×1．92 118 不定形平坦Å為土師質土乳砥石 中世
摘序勅封鮮章一E1．62×1用3 113 長方形3。38×2。65 92 長方形平坦人為土師質土乳瓦質土器 中世

15輝所鮮粛戎「用×0．65 118 隅丸長方形3」5×1．90 110 長方形平坦人為土師質土乳陶器 中世

16鍋汗…捏可Ⅷ×0．70 8ま長方形3．71×2．34 鍋　恒方形平坦自然土師質土乳瓦質土乳陶器 中世

17D紬9私産－E圧18×0．7360～80 長方形3。36×［鋸瑚90 長方形平机自然縄文士乳土師器 中世
18匝6j8酢守一Wilを22×0。82 80 長方形2ぁ52×2。04 77 長方形平坦自然縄文土乳土師器，須恵器 中世
相棒紺車…距瀾圧17×0．65 93 長方形3．70×1．08 115 長方形平坦自然縄文土乳土師乳須恵器 中世
頴巨塔樟極－40－W圧05×0。8539～78隅丸方形4．70Xl．90 98 長方形平坦自然縄文土器，土師乳須恵乳石器中世
21恒a7Ⅳ…810～W巨を25×潤い5 長方形2．97Xl」6 70 長方形平坦人為土師器 中世

東6　井戸跡一覧表

番号 位置 長姉軸坊向 平面形
規　　　 模

i覆土

出 士 遺 物 時　 代
備　　 考

遺構番号 ・新旧関係

（古→新）長径禰宜扉×短径（郷（m ）深さ（cm）

1 F 7C8 － 円形 1．20 ×1．18 （136） 人為 土師質土器 16世紀 SK448一→本跡

2 E 6jO － 円形 1．06×1．06 （96） 人為 平安 SIl→本跡

3 E 6jO － 円形 0．80 ×0．70 ‖顧 人為 奈良・平安 SIl→本跡

4 E 5d 6 － 楕円形 2．60 ×1．90 150 人為 土師質土乳鉄製品 石器 15つ6世紀

rD F 8C 4 円形 1．30 ×1．25 （120） 人為 土師質土器，陶器 15＼16世紀
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番号 位置 長径（軸）方向 平面 形

規　　　 模

覆土 出　土 遺 物 時　 代

備　　 考

遺構 番号 ・新旧関係

（古 →新）長径（軸H m ）×短径（軸H m ） 深さ（cm）

6 E 7 e 3 －
円形 2．94 ×2．94 （230） 人為 土師質土器，陶器 中世後半 SD5→本跡

7 E 7 b 2 － 円形 2．15 ×2．12 253 人為 土師質土器，木製品 中世後半 SI6，SE 8→本跡

8 E 7 b 2 － 円形 1．30 × 1．23 220 人為 9～10世紀 本跡→SE7

9 D 6 e l －
円形 1．84 × 1．80 （200） 人為 陶器 中世 本跡→SD 5，SK 7

10 E 7 d 3 － 隅丸方形 1．31 × 1．30 （13 1） 人為 土師質士乳 陶器 中世後半

12 E 7 g 4 － 円形 1．22 ×1．18 （126） 自然 土師質土器 中世後半

13 D 5 g 5 －
円形 1．15 ×1．05 （55） 人為 不明

14 E 7 d 5 N －630∴W 楕円形 1．45 ×1．10 （175） 人為 土師質土器 中世後半

16 D 6 g 7 － 円形 1．13 ×1．04 （175） 人為 平安

17 D 5 e 8 －
円形 1．75 ×1．73 （138） 人為 陶器 中世

18 E 5b 9 N －00 楕円形 3．36 ×2．80 （80） 人為 不明 SK 333・335

19 E 5 C 6 N －330－E 隅丸長方形 2．84 ×2．30 （140） 人為 陶器 13～14世紀

22 E 6 e l N －420－E 楕円形 2．00 ×1．58 （110） 人為 土師質土器 15～16世紀

23 D 6 h 9 － 円形 1．15 ×1．13 （136） 人為 9世紀

24 E 5 C 7 N －490－W 楕円形 1．71 ×1．53 （132） － 不明 SD 13，SK 727・766

25 F 7 b 7 N 一朝0－W 楕円形 3．05 ×2．20 （76） 人為 土師質土乳 瓦質土乳 木製品 中世後半

27 F 7 C 9 － 円形 1．22 ×1．20 （71） 人為 土師質土器 15～16世紀

30 D 5 f 3 N …00 楕円形 1．40 ×0。98 （102） 人為 不明

31 F 7 f 8 N －82㌧ W 楕円形 2．58 ×1．74 （92） 人為 土師質士乳 石製品 中世後半

32 F 7 a 9 － 円形 1．12 ×1．08 （200） 人為 土師質土乳 瓦質土乳 陶乳 木製品 中世後半

42 F 7 C 8 － 円形 1．22 ×1．14 （136） 人為 不明

43 F 7 a O －
円形 2．70 × 2．65 （158） 人為 土師質土乳 瓦質土乳 陶乳 木製品 中世後半 本跡→SD21

44 F 7 b 2 N －580－E 円形 2．87 ×2．76 186 人為 不明 SK 1605→本跡→1607

46 E 6 d l － 円形 2．02 × 1．92 （147） 人為 土師質土器 中世後半 本跡→SK lO22・1023

47 F 8 C 3 N －8ドーW 楕円形 1．72 × 1．38 （78） －
不明

48 E 5 d 6 －
隅丸方形 1．56 × 1．53 128 自然 陶器 15世紀後半以降 SE4，SK 1639

50 F 6 a 9 － ［楕円形］ （1．30）× 1．12 （60） 人為 土師質土乳 瓦質士乳 陶乳 石器 中世後半 本跡→SD 40

51 F 6 a 9 － 傭 円嘲 1．10 X 亘 （柚 （70） 人為 中世 本跡→SD 41

52 D 6 iO － 円形 1．80 ×1．80 230 人為 土師質土器 中世後半 SI31，SD 4 →本跡→SD 射

53 F 7 C 5 N －90J 楕円形 1．05 ×0．82 （75） 人為 不明 SK 671→本跡

54 F 8 g 2 N －680－E 楕円形 1．79 ×1。30 （67） 人為 土師質土器，瓦質土乳 陶器 中世未～近世

55 F 8h 3 Ⅳ4 2㌧瀾 楕円形 3．17 ×2．27 （80） 人為 土師質土乳 瓦質土器 中世後半～近世 SK 1892→本跡

56 F 8 h 5 － 円形 1．20 ×1．18 （60） 人為 土師質土器 中世後半

57 F 8 h 5 N －700 －W 楕円形 1．60 ×1．40 （65） 人為 土師質土器，陶器 中世後半

58 F 8 h 4 N －800 －W 楕円形 2．44 ×2．23 （73） 人為 土師質土乳 木製品 15～16世紀

59 F 8 e 4 N －800－E 楕円形 2．90 ×2．20 （80） 人為 土師質土乳 陶器 15～16世紀 SK 158 1→本跡

60 F 8 c O － 円形 1．80 ×1．80 110 人為 土師質土器，陶器 17世紀代 SK 1582→本跡→SD 16

61 F 8 g 2 N －360－E 楕円形 2．40 ×2．05 （80） 人為 土師質土乳 瓦質土乳 陶乳 磁器 16後半～17世紀

62 E 8 j 8 N －630－W 楕円形 1．62 ×1．34 （65） 人為 陶器 中世 I

63 F 8 h 3 － 円形 0．80 ×0．78 （60） 人為 土師質士乳 石器

土師質土乳 陶乳 磁器

15世紀以前

揖 E 6 i8 － 円形 1．40 ×　L 胡 144 人為 奈良0平安

65 F 8 g 4 甘言10－W 楕円形 4．22 × 3．22 （84） 人為 中世後半

66 F 8 f J 鮮 刊㌣瀾 楕円形 2．82 ×2．22 （71） 人為 土師質土器 中世後半

表7　溝跡一覧表

遺構

番号
位　 置

唇 方向

形状
規　　　 模

！断面

底面 覆土 出 十 遺 物
備　 考

（時代）確認長
（m ）

上幅（m ） 下幅（m ） 深さ（cm）

1 D 7jト F 7b l N－130－E 直線 し51．0） 1．70 ～2．90 0．来）＼1．㈲ 105 ～ 174 逆台形 平坦
自然

人為

縄文土乳 土師乳 須恵乳 土
師質土乳 瓦質土乳 陶磁乳

石私鉄斧

15～16世紀

2 E7h 2～F 7b l N－15ウーE 直線 （18．5） 1．60 ～2．20 0．30 ～0．75 117 ～132 逆台形 平坦 人為
弥生士乳 土師乳 須恵説 土

師質土乳 瓦質土乳 陶器
16世紀代

3 D 7 j6～E 7g3 N」千一E 直線 33．5 2。25 ～2．40 0．25 ＼仕70 170 ～180 逆台彬 平坦 人為
縄文土乳土師乳須恵器，灰粕

陶器，士的質十器湖器，鉄錠
15弓醜足代

4 D 5 iト D 5j l N －220－E 直線 （4．7） － － （42） － － － 時期不明
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遺構

番号
位　 置 主軸方向 形状

規　　　 模 唇

底 面 覆土 出　土 遺 物 備　 考

（時代 ）確 認長 上 幅 （m ） 下幅（m ） 深 さ（cmラ

b D 告 4～F7 b 2
N －100－E

N －90J
L 字状 （52詔 0．46 、 0．80 0．20 ～ 0．40 43 ～　50 逆台形 平坦 人為

縄文土器，弥生土器，土師乳

須恵乳 土師質土乳 鉄淳 15後半～16世紀代

6 E 7 h 6～F 7 d 4

N －符㌧w

N …220…E

N －610－W

N －120－E

蛇行 （鼠 6） 0．64 ～ 1．83 0．24 ～ 0．81 50 ～‖鵜 逆台形 平坦 人為

縄文士乳 土師乳 須恵乳 土

師質土器，瓦質土乳 陶磁乳

鉄淳

15C 後半～17C 前半

8 E 5 b l～E 5 b 4
N －800－E

N …40㌧載 －
（16．4） 1．10 ～ 1．95 0．53 ～ 1．15 5 ～　 28 U 字状 平坦 人為

縄文土乳 土師器，須恵乳 土

師質士乳 陶器
中世

10 D 5 iト D 5 j l Ⅳ」好㌧虻 直線 （11．1） 0．45 ～ 0．65 0．15 ～ 0．22 18 逆台形 平坦 － 土師器 時期不明

11 F lOd 5～FlO j 4 N －8 0－E 直線 （25調 1．40 ～ 1．91 0．10 ＼ 1．㈲ 26 ～　63 U 字状 平坦 人為
縄文土器，土師器，須恵乳 土

師質土乳 陶乳 石棒 中世

12 E 5 c Oへ′E 5 e O N －17㌧1 直線 は．6 1．93 ～ 3．55 1．02 15 ㌦　 23 U 字状 平坦 人為 縄文土乳 土師乳 石器 中世

14 E 5 b 5㌦E 5 d 6 N …24㌧載 直線 （9．5） 0．36 、 0．72 0」4 ～ 0．56 15 ㌦ 18 U 字状 平坦
－ 土師器 時期不明

15 D 5 g ト D 7 g 5 Ⅳ」が 直線 （99．0） 1．04 ㌦ 3．28 0．24 ～ 1．28 32 ～　 85 逆台形 平坦 人為 陶器 中世（15世紀以前）

16 F 8 C 7～F 8 c O N 1 90√ 直線 13．7 0．40 ～ 0．80
巨 20

U 字状 平坦 人為
縄文土乳 土師質土乳 瓦質土

器，陶磁器
中近勘 1纏 紀以師

21 E 8 jト F 7 j O N …230－E

i

直線 （29潮 1．25 ～ 2．00 0胤巨∴用3 70 ～ 120 逆台形 平坦 人為

縄文土乳 土師乳 須恵乳 土

師質土器，瓦質土器，陶乳 古

銭，刀子，石器

15～16世紀

23 E H 13、E T i T N －720∴W 直線 21．2 1．50 ～ 1．92 0．29 ～ 0．49 （44ト 130 逆台形 平坦 人為
縄文土乳 土師器，土師質土器，

瓦質土乳 陶乳 石器
中世

27 D T f l＼D 7 f 3 N 」が－W 直線 日用） 0．86 ～ 1。63 0．28 ～ 0．89 28 、′　34 U 字状 － 人為
縄文土乳 土師器，須恵乳 土師

質土乳 瓦質土器，石器 中世

28 D 7 f 2～D 7 g 2 N 一㌢㌧虻 直線 （5．6） 0．74 ～ 0．94 0．33 ＼0．亜 16 ～　 22 U 字状
－ － 縄文士乳 土師器，石器 時期不明

29 D 7 f 2～D 7 g 2 Ⅳ→鮮 直線 再 凍 0．38 ＼ は60 0．12 ㌦ 0．27 6 ～ 18 U 字状 － － 縄文土器，土師乳 石器 時期不明

30 D 7 e l～D 7 f 2 N …82㌧載 直線 6．01 0．52 ～0．68 0．27 ～ 0．50 20 逆台形 皿状 人為 縄文土乳 土師乳 石器 中世

32 E 5 b 2～E 5 C 5
Ⅳ」紺㌧虻

N －26㌧載
L字状 （17．2）

！ 16 ′・、 26
平坦 人為

縄文土乳 土師器，須恵器，土

師質土乳 陶乳 石器 中世

39 B 5 i 7㌦E 6 a 4 N －900 直線 31の 3．62 ～ 0．55 3．35 ＼ 五胡 15 、′　28 U 字状 － 人為 縄文士乳 土師乳 土師質土器 中世

40 0 6両ト F 6洒 Ⅳ二ぽ㌧牒 直線 67．1） 1．30 ㌦ 2．10 0．40 ～ 1．30 6 ～　 52 U 字状 平坦 人為 土師質土乳 陶乳 石臼，煙管 15～16世紀代

射 D 7h l～F6 a 9

N 喜好

N －3 ㌧ E

N …120－W

L 字状 （弧6） 0．82 ～ 1．50 0．20 ～ 0．60 20 ～　 43 U 字状 平坦 人為 土師質土乳 陶乳 鉄軋 銅淳 15～16世紀代

衷8　ピット群一覧表

番号 位置 ビッ ト数

太 ピッ ト 小 ピッ ト

深 さ五m ） 備　　 考
長径 （m ） 短径 （m ） 平面形 長径 （m ） 短径 （m ） 平面形

1 E 8 j 5＼F 8 b O 312 仕8 0．7 楕円形 0．2 0．1 楕 円形 45～　80

2 E 5 C 6 、E 5 d 7 4 1 0．6 0．5 楕 円形 0．2 0．2 円形 15～　64

3 E 6 e 6、 E 6 j 8 206 0．5 0．5 円形 0．1 0．1 円形 9 ＼ 70

4 F 7 a l、 F 7 e 5 、52 0．7 0．6 楕 円彬 0．3 0．2 楕 円形 18 、100

5 F 8 e l＼F 8 h J 200 0．8 仕5 楕 円形 仕1 0．1 円形 15～　78 P lから 「権 」

6 F 7 d 6＼F 7 ビ8 65 0．7 0言 楕 円形 仕1 0．1 円形 18～　70

7 D 5 b 3、D 5 d 5 43 0．7 ！ 0 ．5 楕円形 0．2 ！ 0．2 円形 10～　40

衷黛　二も賂「覧表

土坑

番号
位置 長径摘鋸方向 平面彬

規　　　 模
i 壁面

底面 覆土 出　 士　 遣　 物
備　 考

ぐ時代う序 径酢 m ）×短径潮凧
深さ（cm）

1 D 5 j7 N －900 ［長方形］ （0．58）×0．34 10 外傾 平坦 －
2 D 5 j6 N －850－E 長方形 2．40 ×0．93 22 外傾 皿状

－
3 D 5 j8 N …86㌧受 不定彬 1．98 ×私60 21 緩斜 皿状 自然

6 E 7 f 7 N …20㌦牒 隅丸長方形 （3．93）× 1．08 43 外傾 平坦 人為

7 Eγd 3 N －810－W 長方形 2．77 ×0．70 20 外傾 平坦 人為

8 E 7 g 3 Ⅳ」ぽ㌧虻 長方形 2．25 ×1．00 － － － －
12 E 7d 3 － － （0．80）×（0．40） 8 外傾 平坦 人為

15 E T fT N －1十一E 不定形 2．28 ×私79 31 外傾 平坦 人為

16 E 7C 4 N 」十一E 長方形 2．22 ×0．85 10 外傾 平坦
－

内耳軋 常滑婆 中世
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十杭

番号
位置 長径潮 リノ向 平面彬

規　 整 ＿ 」 踊 底面 回　 出 土 遺 物
備　 考

（時代）長径潮凧 ×短径酢 m擁 cm）了 面

17 E γdヰ N －11㌧戎 長方形 2セ12 ×0．82　 i 中 外傾 平坦 i i

18 E 7C 4 N －220－E …
細。78）×0856　 ！ 中 i i

20 E 7Cヰ N －9 ご－E 長方形 2。37 ×0。95　 ！ 柑　 直立 鞘 上欄 匝廉 凋 朋 は 鵬 攣 中世

21 0 5 j8 － － 1．05 ×周．伸 1日 垂直 縄 目 娠叫

22 E m 8 N －10√－E 長方形 3．5 ×：。鵬　 i 諦　 外傾 平坦 ！人為 匡 師鼠 須恵器芦土師質土器学士製品 中世

23 D 7g 2 Ⅳ→紺㌧虻 楕円形 0。50 ×掴2　 i － i i i

24 D Tg 2 N －70ニーE 不定形 は × 。関　　 目 膵　 垂直 皿状 上欄 斗 那 沈 乱 射 準 古墳

25 E 7h 6 飾弓ず⊥W 長方形 4。63 ×0。8 ． ！ 霊　 外傾 朝 日 鶴縮

27 E 7g 8 N －18十一W 楕＝彬 1．30 X O．87 桁 「梱 離 日 娠叫

28 E 7h 7 Ⅳ」虹 楕円形 甘95］×0∫0 射 「梱 平射 Å射

29 E 7c J － －
0。83 ×細。63） i l中 i i

32 F 7 a 7 飾㌶汀㌧茂 隅丸長方彬 1め35 ×0。66　 i 柑　 外傾 朝 日 鶴縮

33 D 7 h l N一府㌧W 長楕円形 0湖「×仕38 莞 「梱 平坦 「親 日

34 F 7 a 7 － －
脱硝 ×離 部　 i 器　 外傾 朝 日 鶴舶

35 D 7 i6 N －75J－E 楕円彬 I。37 X iぁ08　 i 頴　 恒 傾 朝 日 ん舶

38 D 6 f O N －390－E 不定形 0期〕×仕60 摘　　 外傾 皿射 読 射

39 0 6 f O N 」ぽ㌧W 不定形 彿 濠 鍼 5＋ i 31 日礪 皿扶 植 然 ！

射 0 6 fり N 一寸0㌔一E 不定形 蘭 X ．花　 ； ほ　 外傾 平坦 極 然 ！

42 D 6 f 9 N －8十一E 楕円彬 のも79 ×の。59　 ！ 摘　 外傾 皿状 陣 然 ！

43 E 7 g 3 N －6 8ーE 長方形 L33 X O．68 部　　 外傾 平坦 i i

44 F 7 a 7 N －19ご－E 隅丸長方形 彿 則 膵 ＋ i ・謝 「礪 鞘 つ 脳 i

45 F 7 a 7 紆三強㌧虻 長方彬 1。86 ×0ぬ54　 ！ 26 ［外傾 朝 日 鶴叫

46 F 7 a 7 － － 軋顧 ×批師 蟻 「礪 離 日 鶴叫

JT E 7 h 6 N －23J－E 長方彬 2。6 X 。椚　 i 彪　 外傾 縄 目 鮎叫

魂 F 7b 7 N －10十一E 長方彬 1さ5 X も酢　 i 部　 外傾 離 日 鶴舶

49
［

F T a 5 N －5十一E 楕円形 Ⅲ5 ×脳　 i 凱　 直立 平坦 極 為 桂 師器夢土師質土器諸 銭 中世

50 E 6 a5 N －2∴一江 隅丸方彬 元 高 膵 ＋ ！ ，錆 「礪 平射　 ；

51 F 7 a5 N －12丁－E 隅丸長方彬 彿 狛摘 ＋ i 一砥 「梱 縄 目 娠叫

52 E 6 a5 N －11十一E 隅丸長方彬 の。96 ×0。68　 i 凱　 恒 傾 平坦 i i

53 E Ta 5 N －17二一E 長方形 2．23 ×0．95 摘 「梱 朝 日 鬼叫

54 E 7a 5 N …72J－W 長方形 1め55 × 蘭　 i 測　 外傾 朝 日 娠舶

55 E 7（ユ7 飾…鮮㌧牒 長方彬 1。甜 X 。闊　 i 鮒　 外傾 朝 日 鶴舶

56 E 7h 7 － －
彿 刺繍 ） ［ 1灘 「梱 平坦 i i

57 F 7a 6 N －78㌔－W 長方彬 2強「×仕65 朝 「醜 縄 目 鶴舶

58 E T H － －
0。80 ×細。5郎　 ！ 滋　 外傾 平坦 i i

59 E T iヰ － －
鉦壷）×栂 鋸　 ！ 罰　 恒 傾 朝 日 丸叫

60 F T a 7 － 円形 9の50 ×0650　 ！ 閥 ！垂直 離 日 搬叫 i

i

［

i

i

匝 健

中世

中世

中世

61 D 5 jS N －8÷－E －
駄舞 ×0．69　 ［ 摘　 緩斜 離 日 捌畑

62 E 7 g 7 N －27亡－E 長方形 1648 X は7　 ［ 繋 「礪 朝 日 張叫

63 E 7 g 6 飾」紆㌧牒 楕円形 0。70 ×0。30　 i 駈　 外傾 平坦 「親 日

山 E 7 g 8 N －62亡－W －
鉦摘 × 蘭　 i 中 外傾 平坦 i i

65 E 7 f 8 N－6十一E 長方形 3の85 ×臓 ＋ i l壷 「梱 鞭 つ 爛 斗 繍 紅 勘 瞞

66 E m 8 N－26㌧載 不定彬 1。75 ×1戯＋ ！ 巨滝　 上礪 朝 日 娠叫

68 E T j 6 私…㍗㌧虻 隅丸長方彬 1．60 ×0る65　 i 謝　 直立 皿状　 人為 圧 縮嚢士鼠 瓦質土器 古銭藩器

69 E 7 j 6 Ⅳ三げ㌧虻 長方形 は。32ラ×0。70　 ！ 蟻 「梱 平射 Å射

70 F 7 a 6 N 三『－E 不定彬 獅 5］×臓 ＋ i ・胡 「嫌 朝 日 鶴叫

71 E 7 i5 N －770－W 隅丸長方彬 2．34 X 。盤　 ！ 2日 直立 平坦 ！人為 匡 師鼠 土師質土器

72 E 7 j 6 酢」でーE 長方彬 1の47 ×0。73　 i　 i i i

73 F T a 6 N －17J－E 長方形 3．45 ×0。94　 i 花　 垂直 綱 目 人為 ！

74 E 7 f 7 － －
日月×紅80） ！ 14 ！外傾 平坦 i i

75 E 7 e7 － 不定形 鉦83）×0適8　 ！ 35 ！ 朝 日 人為 ！

77 F 7a 6 N －砧㌧W 長方形 1さ00 ×鍼8　 i 霊　 直立 朝 日 人為 i縄文土乳 土師質士鼠 陶器

78 F 7a 6 … －
級53ラ×（0．42） ［ ほ 「梱 朝 日 張叫

79 F 7a 6 N －69ユーW 楕円形 0。80 × 。60　 ！ 壷　 垂直 平坦 「親 日

83 D 5 f8 N －5〇一E ［長方形］ （1．50）×0．76　 ！ 28　 極 傾 朗 ‖ 人為 i

84 E 7 j5 N －10÷－E 隅丸長方形 1。31 ×0872　 i 24　 日礪 榊 ‖ 人為 ！

85 E 7 j5 鉦」好㌧虻 不定形 1．08 ×0。60　 i D　 外傾 即 日 人為 i

86 F T b 6 N －6亡－E 長方形 1．35 ×0．68　 ！ 胡　 外傾 報 ‖ Å為 ！
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土坑

番号
位 置 長径（軸）方向 平面 形

規　　　 模
i 壁 面

底面 覆土 出　 士　 遺 一物
備　 考

（時代1長径潮 ）m ）×短径湖尻扉 深 さ（cm ）

87 F T a 6 N －61亡－W 楕円形 0．80 × 0．53 82 垂直 平坦 人為

88 F 7 C 7 N －8 こ－E 長方形 1．28 ×　0．65 32 外傾 平坦 人為

89 E 7 j 4 N －90亡 隅丸長方形 1．50 × 1．13 4 8 外傾 平坦 人為

90 F 7 a 5 － 円形 私60 × 0。58 92 垂直 皿状 人為

91 E 7 e 7 － － 鉦55）× 1．09 4 3 － 平坦 －

92 F 7 b 5 N －8 e－E 長方形 1．90 × OJ 8 4 6 直立 平坦 人為 土師器，土師質土器 中世

93 D 6 h O － － 1．49 ×周．6郎 － － － －

94 F 7 C 6 N －2げ－E 隅丸長方形 1．78　×仕60 20 外傾 平坦 人為

95 F T b 7 N 二才∵W 隅丸長方形 （1．33）× 0．70 30 外傾 平坦 人為

96 E 7 i 5 N 一丁丁子－W 長方形 2．22　×0．80 36 外傾 平坦 人為

97 F 7 C 6 － － ぐ1．03）× 0．98 36 外傾 平坦 人為

98 F 7 b 6 N －15こ－E － 用．7釦× 0．76 8 外傾 平坦 － 陶器 中世

99 F 7 b 6 N －450－W 不定形 1．21 × 0．91 22 外傾 平坦 人為

100 D 5 d 8 N …0 0 楕円形 ぐ1．乃 × 1．16 30 外傾 平坦 人為

101 0 5 j 9 N －17予－E 長方形 1．52 × 0．66 3 4 外傾 平坦 －

iO2 D 6 d 5 N －86十一W 楕円形 0．根 × 0．48 － － － －

103 E 7 e 8 N －2圭一E 長方形 1．53 × 1．00 3 7 外傾 平坦 人為

104 E 7 e 8 甘三ぼ㌧牒 長方彬 鉦 32）× は 0 30 外傾 平坦 人為

107 E 7 e 7 － － 3．10 ×廿 40う 37 外傾 平坦 人為

108 E 7 e 7 － － 1．21 ×（0．30） 10 － 平坦 －

109 0 5 b l N 二好 一W 不定形 1．47 × 1．05 37 外傾 皿状 人為

n O D 5 C 2 N …0 0 不定形 0．65 × 0．65 35 外傾 凹凸 人為

H l D 5 d 2 － 円形 0．73　× は68 5 外傾 平坦 人為

112 D 5 C 3 － 円形 1．15　× 1．15 5 外傾 平坦 人為

113 D 5 C 3 － 円形 1．36 × 1．26 21 外傾 平坦 人為

H 4 D 5 b 3 N －72 3－E 楕円形 0．82 × 0．60 5 外傾 平坦 人為

H 5 D 5 j 9 甘」が⊥W 楕円形 0．81 × n 60 6 5 外傾 皿状 人為

116 D 5 d 2 － 円形 0．80 ×0．80 4 外傾 平坦 人為

n 7 D 5 d 5 N －87十一E 長方形 0．94　×0．80 32 外債 平坦 人為

H 8 D 5 d 5 － 円形 0．71 × 0．71 45 外傾 皿状 人為

119 D 5 d 5 N －ヰ2ユーE 楕円形 0．73 × 0．65 27 外傾 皿状 人為

120 F 7 C 6 甘＋ぱ㌧茂 － （1．07）× 0ザ74 18 － 平坦 －

121 F 7 b 6 － － （0．63）× 0．60 15 緩斜 平坦 人為

122 F 7 b 6 － － 鉦35）×（0．35） 23 － 平坦 人為

123 F 7 b 6 N －13ぐ－E 長方形 （0．98）× 0．78 4 0 外傾 平坦 人為

125 F 7 b 5 N …240－E 長方形 2．40 × 1．25 57 直立 平坦 人為 土師乳 土師質士乳 石製品 中世

126 F 7 b 6 N －49e－E 楕円形 1．50 × 0．92 42 外傾 平坦 人為

127 F 7 b 7 N －84～－W 長方形 1．74 ×0．60 60 直立 平坦 人為 土師質土器，瓦質土器，古銭 中世

129 E 7 f 3 －
円形 0．60 ×0．60 78 外傾 皿状 人為 土師質土乳 瓦質土器，陶器 中世

130 E 7 f 3 － 楕円形 0．90 ×0．70 162 － － －
i

i

！

l

i

i

！

！

土師器，須恵器，陶器 中世

134 E 7 e 2 N …0 0 楕円形 2．03 × 0．97 18 外傾 凹凸 人為

136 D 5 b 3 －
円形 0．93 × 0．85 50 外傾 皿状 自然

137 D 5 b 3 N …900 楕円形 0．73 × 0．65 13 外傾 皿状 人為

138 D 5 b 3 N －68 0－E 楕円形 0．84 × 0．72 11 外傾 皿状 人為

139 F 7 C 6 N －26こ－E 不定形 （1．62）× 0．67 5 緩斜 平坦 人為

140 F 7 b 7 N …2 0…E 隅丸長方形 1．91 × 0．80 18 外傾 平坦 人為

141 F 7 b 7 N …0 0 楕円形 1．20 × 0．66 2 6 外傾 皿状 人為

142 F 7 b 6 N －12〇一E 隅丸長方形 1．45 × 0．50 20 外傾 平坦 人為

143 F 7 b 6 N －40e－E 楕円形 0．71 ×0．57 67 外傾 皿状 人為

144 E 6 C 5 N －800－W 隅丸長方形 2．45 × 1．33 52 外傾 平坦 人為

145 D 5 b 2 N －90ご 楕円形 0．88 ×　0．59 11 外傾 皿状 人為

146 D 5 C 4 N …64 0－E 楕円形 1．01 × 0．87 6 媛斜 平坦 自然

147 D 5 C 5 N －47 0－E 楕円形 0．62 × 0．52 8 緩斜 皿状 人為

148 D 5 C 6 N －56 0－W 楕円形 0．餌 × 0．80 27 外傾 平坦 自然

149 D 5 C 6 － 円形 1．00 × 0．93 35 外傾 皿状 人為 土師乳 須恵器，鉄製品

縄文土器，須恵乳 土師質土乳 陶器

平安

150 F 7 b 6 N －17こ一E 隅丸長方形 1．62 × 0．87 3 5 外傾 平坦 人為

151 E 7 g 7 － 円形 1．20　× 1．10 6 7 外傾 皿状 人為

152 i F 7 b 5 i N －3 こ－E 長方形 ！　 2．53 ×私81 i 28 外傾 平坦 人為
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土坑

番号
位置 長径纏離方向 平面形

規　　　 模

！壁面 底面 覆土 出　 士　 遺　 物
備　 考

し時代〕長径（軸持戒 ×短径㈱両扉 深 さ（cm ）

153 F 7 b 5 N …70－E 長方形 1．36 × 0．55 38 外傾 平坦 人為

155 F T b 5 － 不定彬 鉦 87）×（0．55） 13 外傾 平坦 人為

156 D 5 f 6 N 一正∵W 長方形 0．88 ×0．67 22 外傾 平坦 人為

157 D 5 f 6 N 」賭㌧虻 長方形 1．03 ×0．88 38 外傾 平坦 人為

158 D 5 f O Ⅳ」貯 楕円彬 2．31 × 1。16 24 外傾 凹凸 自然

159 E 5 a （） N －8 0－E ［楕円形〕 （H の × 1．20 25 外傾 平坦 －

160 D 5 j 9 N －130…E 長方形 2．05 × 1。05 4 0 外傾 平坦 人為

161 D 5 j 9 飾」ぱ∴W 長方形 1．77　×　0．83 35 外傾 平坦 人為

162 F 7 b 5 N －830－W 長方形 1。14 × 0も52 38 外傾 平坦 人為

164 D 5 f 5 N つげ㌧ W 長方形 1．08　× 0．75 2 3 外傾 皿状 人為

166 E 7 j 5 N －7 0－E － （は囁 × 0．87 10 外傾 平坦 人為

167 F 7 C 6 甘＋ぽ㌧虻 隅丸長方形 1。65 × 0．85 2 5 外傾 平坦 人為

168 F 7 b （う N －5 ∵…W 楕円形 0．88 × 0．70 2 0 外傾 皿状 人為

169 F 7 b 6 － －
絶70）× 0．70 18 － 平坦 －

171 D 6 e 6 甘弓ぼ㌧虻 楕円形 1．45 × 1。11 18 緩斜 皿状 人為

172 D 5 g 5 N －17亡一E 不定形 0．75 × 0．55 10 外傾 皿状 人為

173 D 5 f 5 N －47亡－W 不定形 0。72 × 0．62 9 外傾 皿状 自然

174 E 7（、7 N －860－W 長方形 1．67　× 1．12 24 外傾 平坦 人為

175 F 7 C 7 粧」ぜ∴W 隅丸長方形 1．88 × 0．90 30 外傾 平坦 人為

176 F 7 C 7 N －8 J－E
－

2。20 ×（1．50） 48 垂直 平坦 人為

177 E 7 C 5 N －74㌧載 隅丸長方形 3．16 × 1．06 80 外傾 平坦 人為

178 E 7 b 5 － … 級 62）×（0。46） 6 外傾 平坦 人為

181 E 6 C 3 － 円形 1．10　× 1．04 12 緩斜 皿状 人為

182 E 7 C 6 N －5 十一E 隅丸長方形 1．20 × 1．08 27 外傾 平坦 人為

183 F 7 b 4 N －「∴ E
l

［長方形］ 鉦 23）× 0．93 16 緩斜 平坦 自然

186 D 5 j 3 －
［楕円形］ （0．51）× 0。46 4 2 外傾 平坦 自然

187 F 7 b 5 N 弓ぽ㌧W － 鉦42）×［1．20］ 12 － －
自然

188 D 6 f 9 N …86㌧載 楕円形 1．03　×　0．77 3 1 外傾 皿状 人為

189 E 7 C 6 N －1 亡一E ［隅丸長方形］ （1．34）× 0．82 5 緩斜 平坦 －

190 D 7 f 3 N －220－E 楕円形 0．80 × 0．72 114 外傾 皿状 自然 縄文

191 D 7 h 2 N －870－E 楕円形 0，49 × 0．41 5∠皇 外傾 平坦 人為

192 F 7 C 6 N －36ぐ－E 楕円形 0．52　×　0．46 12 外傾 平坦 人為

193 F 7 C 6 － － （0．84）×（0．50） 35 外傾 平坦 人為

194 D 6 d 7 N －78㌻－W 楕円形 0．68 × 0．54 15 外傾 皿状 人為

195 D 5 f 5 － 円形 1．26 × 1．18 18 外傾 皿状 人為

196 D 6 d 8 － 円形 0．77 × 0．77 40 直立 皿状 人為

198 D 6 d 3 － 円形 0．84 × 0．80 17 外傾 皿状 人為 l

l

i

i

i

i

i

i

l

！

i

i

縄文土器，土師器

i

縄文土乳 土師乳 土師質土器　 i

i

i

！

！

古墳

中世

200 D 6 f 7 N －830－W 隅丸長方形 1．16 × 0．91 22 外傾 平坦 人為

201 D 6 f 7 N －110－W 楕円形 0．95 × 0．73 8 緩斜 平坦 人為

202 D 6 f 7 N －0 0 楕円形 0．94 × 0．80 15 緩斜 平坦 人為

204 D 6 日 N －90㍉ 楕円形 1．10 ×　0．93 15 緩斜 皿状 人為

205 D 6 f l － 円形 0．75 × 0．72 48 外傾 皿状 自然

206 D 5 d O N …220－W 楕円形 0．92 × 0．68 16 緩斜 皿状 人為

207 D 6 d 8 N …510－W 不定形 1．43 × 1．22 11 緩斜 凹凸 人為

209 E 7 f 3 N －5 0－W 楕円形 0．70 × 0．62 10 外傾 平坦 人為

210 E 7 g 4 N …2 0－E 楕円形 1．12 × 0．63 6 緩斜 凹凸 人為

211 E 7 g 4 N －7 0－E 楕円形 1．39 × 0．79 19 外傾 凹凸 人為

212 E 7 g 3 N －270…E 楕円形 1．18 × 0．65 16 外傾 平坦 人為

213 E 7 g 3 N －900 長方形 0．75 × 0．57 40 外傾 平坦
－

214 E 7 g 3 N －3 ユーW 楕円形 0．90 × 0．55 13 外傾 凹凸 人為

216 D 5 e O N －270－W 楕円形 0．65 × 0．37 8 外傾 皿状 人為

217 D 6 d 8 － 円形 0．70 × 0．70 18 外傾 皿状 自然

219 D 6 e l N －690…E 不定形 0．95 × 0．45 9 緩斜 皿状 人為

220 D 6 f 7 N －47こ－W 楕円形 0．88 × 0．62 30 外傾 皿状 人為

221 D 5 d 6 N …420－E 楕円形 1．20 × 0．98　 i 2 8 外傾 平坦 人為

223 D 5 d 6 N －10ニーE 楕円形 1．08 × 0．85　 ！ 12 緩斜 凹凸 人為

224 D 5 e 8 N －り0十 楕円形 1．15 × 0．93　 l 13　 日 礪 平坦 自然

228 F 7 a 6 N －42㌧灘 不定形 1．11 ×（0蘭　 l 75 i 外傾 皿状 人為
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土坑

番号
位置 長径 （軸）方向 ！半面彬

i　 規　 模 i 壁面

底面 覆土

「 土 遺 物
備　 考

（時代 ）恒 酢 m ラ×短径（軸凧
深さ五m）

230 恒 a 5 ！ i （1．00う× 1．00 巨 20 外傾 平坦 人為

231 極 満 恒 －26㌧鳶 楕円形 1．35 X O．87 58 外傾 平坦 人為

234 E 6 d 5 極 上 結 戎 長方形 1．24 × 私82 15 外傾 平坦 人為

236 0 5 1ヰ極 目 駁 或 楕円彬 0．66 ×　0．こH 38 外傾 皿状 人為

237 D 5 b 4 i 円彬 0．59 × 仕56 － － － －

238 D 5 b 4 恒 局 限 或 楕円彬 0．78　X　0」7 － － － －

239 E γb 6 ！
－ 1．24 ×（0．62） 12 外傾 平坦 人為

243 D 5 C 7 ！ 円彬 1．酔「× 1月3 15 緩斜 平坦 人為

244 F γb 5 序 磯 雄 楕円彬 0．70 × 0．48 65 外傾 皿状 人為

246 E アa 5 極 月 掛 澗 長方形 2．80 × 1」5 128 外傾 平坦 人為

247 D 5ぐ0 恒 日 掛 戎 楕円彬 1．35 X l．06 18 緩斜 皿状 人為 馬骨

249 D 6 c l 飾」鮮∴W 楕円彬 0寸「×　は36 15 外傾 皿状 人為

250 E 7 b 6 N －900 長楕円形 1．65 × 0．74 2 5 … 平坦 人為

251 E T b （う － － 鉦 00）×（0．70） 12 － 平坦 人為

252 E T b 6 甘言十 一W … （0．84）× 0。76 25 － － 人為

254 E 7 C 7 － 出彬 0．75 × 0．75 75 垂直 皿状 人為

256 E 7 C 7 N 十勝㌧虻 隅丸長方形 2．60 × 0．90 48 外傾 平坦 人為

258 E 7 C 7 － － 1．30 ×級80） 23 外傾 平坦 自然

259 E 7 C 5 － － （0。82）×（0．72） 12 緩斜 皿状 人為

260 E 7 b 7 Ⅳ三ば⊥W 楕円形 1．14 × 0．88 15 外傾 平坦 人為

263 E 7 b 7 N 」冴㌧虻 ［楕円彬］ 鉦 52）× 1．07
－ － － －

264 E T b 7 － － 1．30 ×（0．67） 16 － 平坦 人為

265 E 6 a 5 Ⅳ十ぽ －W 楕円形 0．81 ×0．64 62 外傾 凹凸 人為

267 E 7 b 7 － 円彬 0。95 × 私94 28 外傾 平坦 人為

268 E 7 b 7 － 円彬 0．95 × 0．92 13 外傾 平坦 人為

269 E 7 b 8 － … （1。40）×（0や90） 18 外傾 平坦 人為

273 E 7 a 7 － － 鉦40）×鉦05） 40 外傾 皿状 人為

274 E 7 a 7 N －73十一W 楕円形 2．16 ×　L 14 13 外傾 平坦 人為

275 E 7 a 8 N 三好㌧虻 ［隅丸長方形］ 江 61）× 0．73 4 1 外傾 平坦 人為 縄文土乳 土師質土乳 陶器 中世

276 E 7 b 6 N －81ぐ－W － （2．40）×0．92 2 5 外傾 平坦 人為

277 E 7 b 6 N 二『 －E 隅丸長方形 1．78 ×0。76 60 外傾 平坦 人為

280 E 7 b 6 － － 0．88 ×（0．78） 8 － 平坦 自然

281 E 7 a 7 － － 1．34 ×（0，78） 65 － 平坦 人為

282 E 7 a 8 － －
（1．46）×（0．魂） 12 － 平坦 人為

283 E 7 a 7 N －4 0－W － （1．42）× 0．80 70 外傾 皿状 人為

284 E 7 a 7 － － （0．96）×（0．60） 39 外傾 平坦 人為

285 E 7 a 6 －
［長方形］ （1．18）× 0．70 8 緩斜 平坦 人為

286 E 7 a 6 － 不定形 0．88 ×［0点6］ 30 外傾 平坦 自然

287 E 7 a 6 － ［円形］ 0．86 × 0．80 24 外傾 皿状 人為

288 E 7 a 6 － ［円形］ ［0．98］×［0．94］ 28 － － 人為

289 E 7 a 6 － ［円形］ 0．74 ×（0．72） 10 外傾 坤状 人為

291 E 6 b 2 N －61予－W 長方形 1．75 × 1．14 26 外傾 平坦 自然 縄文土器，土師器，土師質土器

i

i

I

！

i

l

I

l

i

人骨，鉄淳　　　　　　 I

中世

中世

292 E 7 b 7 －
l

i

隅丸長方形 ！

1．23 ×（0．96）
－ － － －

293 E 7 b 8 － （0．95）×（0．63） 15 外傾 平坦 人為

294 E 5 a 9 N －59亡－W 2．67 × 0．78 44 外傾 平坦 人為

295 E 5 b 6 － 方形 1．25 × 1．25 65 垂直 平坦 人為

297 E 6 d 2 N 」が －W 隅丸長方形 1．37 × 0．88 15 緩斜 平坦 自然

298 E 5 C 3 N －8㌻－E 楕円形 0．97 × 0．81 10 緩斜 皿状 人為

299 E 5 C 4 N －16ぐ－E 長方形 1．74 × 0．95 13 緩斜 平坦 人為

300 E 5 C 4 N －55亡－W 長方形 1．95 × 1．40 3 1 外傾 平坦 人為

301 E 5 a O N －83千一W 長方形 甘 1小× 1．50 60 外傾 平坦 人為

304 E 6 b 3 N －13 0－E 長方形 3．06 × 0．96 22 外傾 平坦 人為

305 E 6 b 3 N －76ぐ－W 長方形 2．07 ×　0．70 13 外傾 平坦 人為

306 i D 5 d 6 N …460－W 楕円形 0．88 × 0．44 20 外傾 皿状 人為

308 ！D 5 d 6 N …530－可 不定形 i

i

i

0．80 ×　0．55 20 外傾 皿状 人為

309 ！

3両

E 7 d 可

E 7 a 7 ！

N …300一項

！

（0．49）× 0。35　 ！

0・63 ×（0．34） i

8 ！

50 ！

緩射

外傾 ！

里 中

平坦 ！

人為 l

人為 i

312 i D 7 j 5 N 」鮮 一項 隅丸鋸 痢 1．13 × 0．74　 i 7中 直立 i 平射 人為 ！
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土坑

番号
位置 長径（軸）方向 平面 形

規　　　 模 i 壁 面

底面 覆土 出　 士　 遺　 物
備　 考

し時代1長径漸 うm ）×短径潮 目m ）深 さ（cm ）

313 D 7 j 5 N －75J－W ［隅丸長方形］ 3．67 ×（0．95） 90 直立 平坦 人為 陶器 中世

314 D 7 j 5 N －750－W ［長方形］ ［2．55］×（1．03） 130 直立 平坦 人為

315 D 7 j 5 － － （1．25）×紅 60） 80 外傾 平坦 人為

316 D 7 j 5 N －7 0－W 隅丸長方形 1．38 ×（1．00） 70 外傾 平坦 人為

317 D 7 j 5 N －700－W 楕円形 1．83 × 0．97 30 外傾 平坦 人為

318 E 7 a 7 － － 0。66 ×（0．60） 60 外傾 平坦 人為

319 E 7 a 7 － －
0．94 ×（0．27） 48 － 平坦 人為

320 E 7 a 8 － － 1．48 ×（0．24） 23 －
平坦 人為

321 E 7 a 8 N …830…E 楕円形 3．42 × 2．17 88 － 平坦 人為

322 E 7 a 6 N －100－E 長方形 0．38 × 0．30 － － － －

323 D 7 j 5 N －36e－W 不定形 1．25 × 0．40 20 －
平坦 人為

324 E 7 b 7 － － 1．27 ×（0．80） 67 外傾 平坦 人為

325 E 7 a 8 － －
1．36 ×（04 7） 30 外傾 平坦 人為

326 E 7 a 7 － － 0．90 ×（0．45） 50 外傾 平坦 人為

327 E 7 a 7 N －750－W 長方形 （2．08）× 0．92 13 外傾 平坦 人為

329 E 7 a 7 － －
3．06 ×（0．紺 80 外傾 平坦 自然

330 E 7 a 7 － 円形 1．08 × 1．08 6 5 直立 平坦 人為 陶器 中世

331 E 5 C 9 － － 1．06 × n 50 18 緩斜 平坦 －

332 E 5 C 9 N －85㌧戌 長方形 1．34 × 仕95 4 5 外傾 平坦 人為

333 E 5 b 8 N －9 0－W 長方形 3．20 × 1。39 43 外傾 平坦 人為

334 E 5 b 9 － 円形 0．78 × OJ 5 30 外傾 皿状 人為

335 E 5 a 9 N －150－W ［長方形］ （1．00）× 0．69 18 外傾 平坦 人為

336 E 5 a O N －720－E 長方形 1．37 × 1．08 30 外傾 平坦 人為

337 E 5 b O N －820－W ［長方形］ （1．13）× 1．10 23 外傾 平坦 人為

338 E 7 a 8 Ⅳ」ぼ㌧虻 楕円形 ［2．45］×鉦 40］ 92 袋状 平坦 － 縄文

340 E 5 d 5 N －900 長方形 1．63 × 0．80 12 緩斜 平坦 人為

341 E 5 b 3 N －40 0－W 楕円形 0．77 ×0．65 27 外傾 皿状 人為

342 E 5 b 3 N －0 0 楕円形 0．62 × 0．51 10 緩斜 皿状 人為

343 E 5 b 6 N －90 0 隅丸長方形 1．50 × 1．22 30 外傾 平坦 人為 ll

344 E 5 b 7 N －630－W 隅丸長方形 1．06 × 0．70 22 外傾 平坦 人為

345 E 6 a 2 N －320－E 長方形 1．32 × 1．00 18 外傾 平坦 人為

347 F 7 a 6 N －12ぐ－W 楕円形 0．81 × 0．72 73 外傾 皿状 人為

348 E 6 b l N －670－W 長方形 1．32 × 1．08 5 緩斜 平坦 －

349 E 6 a l － －
（1．70）×（0．45）r 64 外傾 平坦 人為

350 E 7 C 3 N －70 0－W 楕円形 0．65 × 0．40 2 5 － 平坦 人為

351 D 5 i O － － （1．14）×（0．31） 40 外傾 平坦 人為

352 D 5 e 7 N －55 e－W 不定形 0．70 ×紅43） 6 媛斜 平坦 人為

353 D 5 f 7 N －25 0∴W 不定形 1．05 × 1．00 15 外傾 平坦 人為

354 D 5 f 8 － 円形 1．00 × 1．00 17 外傾 平坦 人為

355 D 5 d 7 N －0 0 隅丸長方形 0．76 × 0．60 3 8 外傾 平坦 人為 l

i

土師質土器，瓦質土器　　　 i

l

i

i

中世

縄文

357 E 5 d O N －900 －
（0涌0）× 0．57 18 外傾 平坦 自然

358 E 5 a O N －760－W ［長方形］ 3．30 ×（0．80） 30 外傾 平坦 －

360 F 8 a 9 N －490－E 楕円形 0．80 × 0．54 3 1 外傾 皿状 人為

362 E 7 d 3 － －
2．98 ×（2．63） 31 － 平坦 自然

363 E 7 b 2 － 円形 1．18 × 1．15 57 外傾 皿状 人為

364 D 5 e 8 － 円形 1．38 × 1．34 2 8 緩斜 平坦 人為

365 E 7 C 7 N －200－E ［長方形］ 1．98 × 1．00 － － － －

367 F 8 b 7 － 円形 1．27　× 1．20 2 3 外傾 平坦 人為

369 E 6 a l － － （1．14）× 1．12 4 5 外傾 平坦 －

372 F 8 a 5 N －490－E 不定形 1．46 × 1．36 34 緩斜 皿状 －

374 E 6 a l － 方形 2．35 ×2．22 70 外傾 平坦 －

375 D 6 f 4 － 円形 0．72 ×0．72 18 外傾 平坦 －

376 E 7 b 6 － － 0．90 ×0．34 32 外傾 皿状 人為

377 E 5 b 7 N －85 0－W 長楕円形 ［2．30］× 0．86 19 垂直 平坦 自然

378 E 7 b 6 N －680－W 隅丸長方形 1．60 × 0．78 18 外傾 平坦 人為

379 E 7 b 7 － ［円形］ ［2．10］×［2．00〕 64 袋状 平坦 人為

380 E 7 b 6 N －570－E 楕円形 1．08 × 0．96 － － － －

381 F 8 d 3 N －67 0－E 不定形 1．83 × 0．82 44 外傾 皿状 人為
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土坑

番号
位置　 長径纏離方向 平面彬

規　　　 模
！壁面

底面 覆土 出　 士　 遺　 物
備　 考

（時代1長径潤沢扉×短径欄裾扉 深さ（cm）

382 E 7消 極 一路㌧載 楕円形 0．70 X O．61 61 外傾 平坦 人為

383 E 7抽
－ 0．7　X再．6小 16 外傾 皿状 自然

384 m m いい 掛 澗 楕円桁 0．67 ×0．58 38 外傾 平坦 自然

385 椚 摘 巨仕 掛 戎 長方形 1．30 人 1．35 魂 外傾 平出 人為

387 E 5痛 い 信 掛 澗 長方楷 1．68 × 1．18 50 直立 平坦 人為 土師乳 陶器 中世

388 E 7b 可　 N 一鮮 楕円形 0．89　×　0用3 － － － －
389 郡 購 い 出 齢 湖 隅丸長方形 1．13 ×仕鋸 27 外傾 皿状 －

3鋸 郡 痛 い巨 給戎 楕円楷 0．98 ×　0．67 39 外傾 凹凸 人為

396 腑 可 鮮瀦 牒 楕円楷 0．70 X O．粛 8 外傾 皿状 自然

397 椚 摘 いい 掛 澗 楕円楷 0．92 X O．65 26 外傾 平机 自然

398 闘 痛 い「 齢 戎 楕円彬 0．65 ×0．51 48 外傾 皿状 人為

399 那 購 い晶 掛 澗 楕円彬 針細 ×0．43 6 緩斜 平坦 自然

ヰ00 腸 痢 楕円形 0．63 Ⅹ0．討 18 外傾 平坦 自然

4飢 那 購 い頼 防 塞 楕円彬 0千「X　は5（う 26 外傾 平坦 人為

磯3 閻 離 恒「 酢 溌 隅丸長方彬 1．92　×　0．77 37 外傾 平出 人為

朝4 椚 椚 恒 … 掛 澗 長方形 1．由 × ．湘 60 外傾 平坦 人為

磯5 り締 り　 鮮粛 長方形 1　 2月3 ×∵日朝 18 外傾 平坦 人為

磯6 撒 痢 鮮瀦 欄 楕円彬 0．60 ＼0．壷 71 直立 － 人為 士帥器，陶器 中世

亜7 紬 可 鮮粛 牒 楕円彬 0．95 X 仕75 48 外傾 凹凸 人為

魂8 闘 購 い措 鮮 欄 ［楕円形］ 冊「刈0．55］ 35 外傾 皿状 人為

磯9 略 両 鮮瑠 璃 膳 方形〕 3．05 ×圧001 25 外傾 平坦 人為 ；

射臓 ㌶釣 鐘　 N … 。 長方彬 3．封 X l．03 72 外傾 平坦 自然

嶺は 紺 項
－ 旧勺　Ⅴ廿抑 29 外傾 平坦 人為

413 私 痢
－ 0ふい畑旧制 20 外傾 平出 －

射摘 椚 摘 恒 主 柱 瀾 長方彬 甘符）× LO5 26 外傾 平坦 －

4蟻 閻 摘 恒 摘 掛 澗 長方彬 工だ　×0．99 68 外傾 平机 －

4膵 椚 摘 恒巨 杵溌
－ H ．05亘 1．㈲ 32 外傾 平坦 －

418 酢 蛸
－ 2．10 可 は31 32 外傾 平川 －

射9 椚 摘 い巨 ㌫戎 長方彬 は．鮒 X　LOO 9 緩斜 平坦 －

421 閻 浦 上肛 確 一E 隅丸長方彬 2．02 x O．95 30 外傾 皿状 自然 士師質士器，陶器，石器 中世

422 m 痢 鮮粛 戎 長方彬 1．96 ×0．72 45 外傾 平坦 －

423 E m 4　　 N …鮒0 ［長方形〕 H ．08）×0．80 34 外怖 皿状 － 人骨 中世

424 鋸 用 い巨 結 或 隅丸長方車 ．川 ＼0．78 20 外傾 平坦
－

425 E 5醐 極 一63㌧載 長方彬 1．15 X O．93 18 外傾 平机 人為

426 随 所 方形 0．95 ×0．85 64 外傾 平坦 人為

428 路 項
－ 再．86〕×（）．値 36 外傾 平坦 人為

431 路 痢
－ 廿甘圧　し13 － － － －

433 那 購 い巨 ㌫或 長方彬 1835 ×1。20 40 外傾 平坦 人為 i

i

i

i

土師質土器　　　　　　 i中世

434 鋸 購 い吊 掛 澗 長方彬 1．77 ×0．97 20 緩斜 皿状 自然

435 ！E 5 d年 N －昔 －W 楕円形 十0．92〕×0．83 30 緩斜 皿状 人為

436 E 7 所
－ 0。98 ×維痛胡 22 外傾 平坦 人為

437 E 5 a 7 … － 25 － 辛耕 自然

438 m H 巨仕 掛 或 長方彬 2．15　X　O．97 25 外傾 平坦 人為 士師質士器，正賞十器，陶器 中世

439 椚 購 い 拓 軒 瀾 ［長方形］ 亘3小×（用3 35 外傾 平坦 人為 土師質士乳 瓦質土器，陶器＋　 j

i

i

！

i

l

i

i

i

l

i

i

l

I

i

中世

縄文

各狙 E 玩 3　 Ⅳ－730－W 長方形 1．94 ×0．98 45 外傾 平坦 人為

442 紺 痢 酎瀦 戎
－ 巾．7小×0．壷 18 外傾 平坦 人為

443 E 摘 2　 Ⅳ－170…E 長方形 1．25 ×0．85 7 外傾 平坦 人為

初 振 溌 巨肛 25㌦戊 長方形 1．08　×　0．肘 25 外傾 平坦 人為

445 E 5叫 円彬 1．10　×1．00 17 外傾 皿状 人為

魂6 蝕 項 鮮灘 －W 隅丸長方形 2．14 ×1。48 － － － －
魂7 E 5項

－ 1．03 ×級95） 25 外傾 平坦 人為

魂8 F捏 8　 N －670…E 楕円形 2．10 ×1．90 1（ト15 緩斜 平坦 －
449 那 机 い拉 齢 戎 楕円形 0．90 ×0．60 42 外傾 皿状 人為

450 D 5頼 円形 0．62 ×0．58 11 緩斜 皿状 自然

451 那 離 再 出 借 欄 不定形 0．62 ×0．38 11 緩斜 凹凸 自然

452 那 離 「 鮮 勝 楕円彬 0．43 ×0．38 66 外傾 皿状 自然

45可 m 購 い吊 鮮 瀾 楕円彬 0て7　×（主用 14 外傾 平坦 自然

硯 i蝕 刃 鮮粛 牒 長方形 2．55 ×　0．70 6 緩斜 平坦 自然
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土坑

番 号
位置 長径（軸）方向 平面形

規　　　 模

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

し時代 1長径（輔 （m ）×短径（軸H m ）深さ（cm ）

455 E 5 C 5 － － 0．90 ×（0．78） 8 外傾 平坦 自然

456 E 5 C 5 N －250－E 楕円形 0．70 × 0．30 53 外傾 皿状 人為

457 E 5 C 4 N …750…E 長方形 1．50 × 1．25 25 外傾 平坦 人為

458 E 5 C 4 N …10 0－E － 1．80 × 1．00 9 緩斜 平坦 自然

459 E 5 C 4 － －
0．96 ×（0．81） 25 外傾 平坦 自然

461 E 5 b 4 N －81〇一W 長方形 1．69 × 0．80 － － － －

463 F 7 d 4 － － （1．70）× 1．25 18 外傾 平坦 人為

464 F 7 d 5 N －17e－E 楕円形 1．07 × 0．65 23 外傾 平坦 人為

465 F 7 d 5 N －7が－W 楕円形 1．34 × 0．76 22 外傾 皿状 人為

466 F 7 e 5 N －160－E 長方形 （1．15）× 0．70 30 外傾 平坦 人為

468 F 7 d 6 N －760－W 不定形 1．82 × 0．88 18 外傾 平坦 自然

469 F 7 C 7 N －1げ －W 楕円形 0．95 × 0．58 18 外傾 平坦 人為

472 E 5 a 2 N －75J－W 長方形 （1．52）×0．79 2 7 外傾 平坦
－

474 E 6 g l N －900 長方形 1．61 ×0．95 2 5 外傾 平坦 人為

476 E 6 f l N －4圭一E 楕円形 0．73 ×0．62 53 外傾 皿状 人為

477 F 7 C 7 N －193－W 楕円形 1．75 × 1．30 36 外傾 平坦 人為

481 F 7 C 7 N …580－W 楕円形 1．32 × 0．93 26 外傾 平坦 人為

482 E 7 i 4 － 不定形 1．69 × 0．30 － － － －

483 E 6 a 2 N －89 0…E 不定形 1．28 × 私88 12 緩斜 皿状 人為

484 E 6 a 2 － 円形 0．90 × 0．90 5 緩斜 平坦 人為

485 F 7 d 4 － －
（1．30）× 0．82 30 外傾 皿状 人為

486 E 5 a 7 N －87 0－E 長方形 1．84 × 0．70 30 外傾 平坦 人為

487 E 5 a 7 N －86 J－W 長方形 1．80 × 0．80 24 外傾 平坦 人為

488 E 7 e 6 N 一一 一 －
（0．68）×紅30） － － － －

489 E 5 d 9 N －77千一E 長方形 0．93 × 0．72 3 2 外傾 平坦 人為

493 E 5 a 7 N －830－E 長方形 2．22 × 0．75 3 5 外傾 平坦 人為

494 E 5 a 8 N －810－E 長方形 亘 4小× 1．08 10 外傾 平坦 自然

497 F 8 b 6 － 円形 1．03 ×　L OO 16 外傾 平坦 人為 士師質十器，元質十器，陶器 中世

498 E 6 d 2 － 不定形 1．60 ×　L 57 20 外傾 平坦 人為 士師質十器，陶器 中世

499 E 6 d 2 －
円形 0．85 × 0．84 94 外傾 皿状 人為

501 F 8 d 5 N 弓鮮㌧W 不定形 0．70 × 0．40 30 外傾 皿状 人為 士師質十器，陶器 中世

502 F 8 d 5 － 円形 0．60　×　は60 50 外傾 皿状 人為 土師貿土器，陶器 中世

503 F 8 d 5 N －77ご－E 不定形 1．02　×　0．77 35 外傾 凹凸 人為

504 F 8 e 5 N －00 楕円形 0．32 × 0．28 18 外傾 平坦 人為

505 E 7 e 6 N …13 0⊥W 楕円形 1．02 × 0．92 77 外傾 皿状 人為

506 E 7 e 6 N 一昔㌧ W ［長方形］ 2．67 ×江30］ ．40 外傾 凹凸 人為

510 E 7 d 5 － －
0．67 ×（0453） 36 外傾 平坦 人為

511 E 7 d 5 Ⅳ弓で∴W 長方形 1．57　× 1．07 63 外傾 平坦 人為

515 E 8 j 5 － 円形　 … 1．12 × 1．10 40 外傾 平坦 人為

516 F 8 a 5 N …660－W 楕円形 ［ 1．36 × 1．02 20 外傾 皿状 人為 土師質土器，瓦質土器，陶器　 i

i

i

i

i

土師乳 土師質土器　　　 i

i

！

i

i

i

！

l

i

！

i

I

i

i

中世

中世

519 E 7 e 6 － － （0。72）× 0．85 35 外傾 平坦 －

520 E 7 i 4 N －77十一W 長方形 亘 20）× 0．65 34 外傾 皿状 －

523 E 7 h 3 Ⅳ…720－W ［長方形］ 亘 35接 0．75 2 0 外傾 平坦 人為

525 E 7 j 2 － － 0．75 ×は70 3 1 垂直 平坦 人為

526 E 8 j 4 N －710－W 楕円形 1．55 × 1．28 52 外傾 皿状 人為

528 E 7 j 4 Ⅳ弓紆㌧虻 隅丸長方形 1．08　×　0．61 24 外傾 皿状 －

530 E 7 h 4 N －90予 －
（1．40）× 1．10 58 垂直 皿状 人為

531 E 7 g 6 N －14 0－E 長方形 1．12 × 0．67 30 外傾 平坦 －

532 E 7 b 8 N －13 J－E ［楕円形］ 1．08 ×（0．53） － － － －

533 E 5 b 4 N －90 0－ 長方形 1．68 × 0。84 13 外傾 平坦 人為

537 E 6 f 3 N －50－E 隅丸長方形 1．40 × 0．68 8 外傾 平坦 人為

539 F 8 b 3 － 不定形 2。50 ×鉦60） 24 外傾 平坦 人為

540 E 6 f 3 N …4 0－E 長方形 2．03 × 0．74 12 外傾 平坦 人為

541 E 6 f 3 図－120－E 長方形 ［4．30］× 1．22 22 外傾 平坦 人為

542 E 6 f 3 N －83㌧載 長方形 2．45 × 0．52 27 外傾 平坦 人為

543 E 5 b O Ⅳ」ぽ㌧虻 楕円形 1．15 × 0．78 33 外傾 平坦 人為

544 E 6 g 3 N 一㌢㌧虻 長方形 1．22 ×0．71 10 外傾 平坦 人為

545 E 6 g 3 Ⅳ－83㌧載 長方形 0．72 ×0．65 10 外傾 平坦 人為
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士兢

番号
位 置 長径（軸）方向 平面形

！　 規　 模 i 壁 面

底 面 覆土 出　 士　 遺　 物
備　 考

（時代）桓 蝋 m ）×短径酢 m ）桓 さ（cm ）

546 E 6 f 3 N －12 0…E 長方形 3．85 × 1．08 24 外傾 平坦 人為

547 E 6 f 2 － 方形 私70 × 0．64 12 外傾 平坦 人為

548 E 5 a O N －800－W 楕円形 1．10 × 0．65 － － － －

550 E 6 e 2 N －3 ㌔－E 隅丸長方形 1．40 × 0．84 29 外傾 平坦 自然

551 E 6 e 2 N －760－W ［隅丸長方形］ （1．67）× 0．97 45 外傾 平坦 人為

557 E 5 m － 円形 0．65 × 0．60 50 垂直 皿状 －

558 E 5 e 8 N －16J－E 長方形 1．68 × 0．94 44 垂直 平坦 自然

559 E 7 h 4 N －26章一W 楕円形 1．00 × 0．80 23． 外傾 平坦 自然

560 E 6 e 2 N 一丁予－E 長方形 1．26 ×　0．55 8 緩斜 平坦 人為

566 E 5 e 8 N －llJ－E 長方形 1．90 × 0．90 12 緩斜 平坦 －

567 E 5 e 8 － 円形 0．82 × 0．82 11 垂直 平坦 自然

572 F 8 C 2 N －38㌧ W 不定形 0．74 × 0．39 5 緩斜 平坦 人為

573 E 5 e 9 N －72㌧ 載 長方形 1．53 × 0．89 20 緩斜 平坦 －

574 E 5 e 9 N －100…W 方形 V 鉦45］× 1．40 19 緩斜 － －

575 E 5 C 8 N －650－E 楕円形 0．80 × 0．50 15～38 外傾 皿状 人為 土師乳 古銭 中世

576 E 5 C 8 N －160－E 楕円形 0．85 × 0．73 57 外傾 皿状 人為

577 E 5 a 8 N －90J 長方形 1．68 × 0．71 34 直立 平坦 人為 土師質土器∴瓦質土乳 陶器 中世

578 E 5 a 7 N －690…W 長方形 3。14 × 0さ88 35 外傾 平坦 人為

579 E 5 a 8 － 円形 0．70 ×用．7m 5 緩斜 平坦 人為

580 E 5 a 7 N －5 ユーE 長方形 2．00 × 1．30 10 緩斜 平坦 人為

582 D 5 j 6 N －90 0 長方形 1．24 × 0．90 22 垂直 平坦 人為

583 D 5 j 2 N …570∴W 楕円形 0．96 × 0．58 － － － －

585 E 5 b l 飾＋ぽ㌧虻 長方形 1．54 × 1．04 13 垂直 平坦 自然

590 E 6 b l N 1 33㌧戌 隅丸方形 1．05 X　LO 5 5 緩斜 平坦 自然

591 E 6 b l Ⅳ」綜㌧牒 長方形 0．87 × 0．60 23 外傾 平坦 自然

592 E 5 b 8 － － （04 5）× 0．45 17 外傾 皿状 人為

593 E 5 b 8 N －30㌧瀾 長方形 2．34 × 0．98 4 8 垂直 凹凸 人為

594 E 6 e 2 － － 0．72 ×級 57） 11 外傾 平坦 人為

596 E 7 d 6 － 円形 0．36 × 0．36 3 0 外傾 皿状 人為

597 E 7 e 6 N －100－E 長方形 2．38 × 0．98 3 2 外傾 平坦 －

600 E 6 a 2 N －90予一E 隅丸長方形 2．28 × 0．84 40 垂直 平坦 －

604 F 7 b 4 Ⅳ」綜㌧戌 不定彬 1，70 × 1．40 23 外傾 皿状 人為

607 E 7 b 3 － － 私83 ×（0．73） 15 外傾 平坦 人為

611 F 7 b 3 甘＋ぽ㌧虻 楕円形 0．52 × 0．42 40 外傾 皿状 人為 土師質土器 中世

612 F 7 e 3 N －80㌧載 楕円形 1．76 × 1．18 12 緩斜 平坦 人為

615 F 7 a 4 N 」好㌧虻 楕円形 0．96 × 0．70 52 垂直 皿状 人為

616 F 7 b 4 N －損亡－E 楕円形 0．80 X O．40 26 緩斜 皿状 人為

618 F 7 C 6 N －20十一E 長方形 圧 50］×0．85 － － － －

土師質土器∴瓦質土器

！

！

i

l

中世

619 F 7 e 4 N －150－W 不定形 1．03 ×0．62 74 外傾 皿状 人為

620 F 7 C 4 － 不定形 1．18　×　0．55 7 5 直立 皿状 人為

622 E 6 g 3 Ⅳつば⊥W 楕円彬 1．02 × 0．75 18 外傾 平坦 人為

623 E 6 g 3 N －2 ㌔－E 楕円彬 0．80 × 0．68 13 外傾 平坦 人為

624 E 6 g 3 N …220…E 隅丸長方形 1J 4　×　0．69 15 外傾 平坦 －

625 E 6 g 3 狛 紅 可

i

i

長方形 i

！

i

「0．88］× 0．55 8 外傾 平坦 人為

627 F 7 C 5 ［0．85］×［0．80］ 25 － 平坦 人為

628 F T c 5 ［0．60］×「0．50］ 15 緩斜 平坦 人為

629 F 7 C 5 － －
［0．90］×［0．60］ 12 緩斜 平坦 人為

630 F 7 d 5 － － 江 25］×［侶 0］ 16 緩斜 皿状 人為

631 F 7 C 5 － － 圧08］×［0．73］ 20 外傾 平坦 －

632 F 7 d 5 N －0 0 長方形 1．57　× 1．34 29 外傾 平坦 人為

633 F T d 5 N 喜好㌧ W 不定形 0．58 × 0。48 34 外傾 皿状 人為

634 E 5 d O N …0 0 楕円形 0．96 × 0．77 45 外傾 平坦
－

635 i F 7 d 6 N －47㌧載 楕円形 1．45 × 1．00 19 外傾 平坦 人為

63可 F 7 d 7 i N 4…5 0－E 楕円形 2．02　× 1．30 29 外傾 平坦 人為

6項 F 7 C 6 i N －50 J－W 楕円形 1．00 × 0．80 4 3 垂可 平坦 人為 ！

鋸2 ！E 7 f 5 i N －57 0…E 楕円形 0．90 × 0．70 63 外傾 i 平坦 自然 i

644 E 7 f 5 N 一針㌧虻 － （2．80）× 2。30 2 5 外傾 ！平坦 離 日

十日 E 7 吋 N －740…可 楕礪 つ 0．68 × 0．60　 i 8 1 i 重科 皿状 白須
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姉 置唇 方向平面形酬 m）慧潮）慧桓 回 年　 出土遺物　 恒

捕 「那蟻い頼野草 雛 形 i　 o。92×。揖　 i 壷　 梱　 皿状函 然i　　　　　　　 i
繍 極封可酎守 一E 長方形 i　 2。42×0。95　 i　 i i i i　　　　　　　 i

脱 恒翫可鮮単 一W 長方形 i　 髄×用0　 ！都　 外傾　平坦極熱i　　　　　　　 i
Ⅲ 「駅がいト隼肇 長方形 i l。76×。鮮　 ！ 部　 恒傾　 平坦　 Å為匡師質土器　　　　　　 極世
醐 い絢河 円形 ！ 。鵬机。00　 i 飢　 外傾　 皿状　 人為i　　　　　　　 i

姐 上郡がい「野草 長方形 ！　 3ゆ35×蘭　 i 罰　 垂直　 平坦　 Å為i　　　　　　　　 i
椚 上沼摘い吊隼攣 長方形］　 紘嶺×。鮎　 i 器　 外傾　 皿状極然i　　　　　　　 i
備 上郡摘再出隼攣 楕円形 ！　 腰×ぁ併　 i 部　 外傾　 平坦　 人為i　　　　　　　 i

鮮 日蝕所 i　 威×細 ） i 磁　 外傾　 皿状i i　　　　　　　 i

硝 い抽所 ！ 。鮮×鋸碗 ！ 28　 外傾　 皿状i i　　　　　　　 i
弼 上靴購い拭駁撃 不定形 i l。13×。祁　 i 4 i　 平坦極 熱i　　　　　　　 i

綱 上郡摘恒吊酢や 楕円形 ！ 。鵬X 。識　 ！ 鮎　 外憾　 皿状　 尤為i　　　　　　　　 i
机 上椚摘再出隼攣 長方形 i ［。揖机の瞞　 i 舶　 恒 傾　 皿状　 Å為　縄文ま乳須恵鼠土師蓄牒骨 i
椚 巨撒吋序－24㌧掘 長方形 i　 L閥×［。域 ！ 頴　 外傾　平坦極 熱i　　　　　　　 i
綱 目撒痢 ［ 。鮒×錘も鵜］ i 器　 外傾　 皿状極 熱i　　　　　　　 i

隋 い撒痢 i　 罰×鋸顧 i 渕　 外傾　平坦　 Å為i　　　　　　　 i
嗣 上関購い拐駁撃 i　 潤机を郡　 i 罰　 恒 傾　平坦　 Å為i　　　　　　　 i
脱 日独痢 抹消X 。凱　 i 部　 外傾　平坦　 Å為i　　　　　　　　 i

糾 い猟痢 i　 組。器用 を鵬 i 凱　 梱　 平坦　 Å為i　　　　　　　 i
郁 日独痢 「笥 嘉 露㌃ …「 車丁 二 ⊥墾 ⊥墜 ⊥＿ …＿ …… …… 」
傭 極妬項　鮮磯 長方形　　 鉦膵×腰　 i 誹　 外傾　 平坦　 尤為i　　　　　　　 i

机 上闘離恒「勝戎 ［隅丸長方形割　 く1。郷X l。22　 i 55 ！外傾i ！ i　　　　　　　 i
柵 「闘親再出酷薄 ［隅丸長方形］！ 紅花×．闊　 i 封　 外傾　 平坦i i　　　　　　　 i

郁 日独痢 「預面前嘉‾千やつ工」」」込む」…＿……＿＿＿」
鮮 上郡摘い汗併載 楕閏形 ！　 私儀X 。詣　 i 翻　 緩斜　 平坦極熱i　　　　　　　 i
斎 毎 司 円形 i　 融机。ほ　 i 部　 外傾　 平坦　 尤為i　　　　　　　 i

梱 上関摘恒隼堅肇 隅薮長方剰　 鉦輌X 。粥　 i 部　 外傾　 平坦　 鬼為匡師嚢土器陶器　　　　　 匝世

闇 上郡摘恒「酢或 長方形 i　 蘭×私閥　 i 凱　 恒 俺　 平坦　 Å為i　　　　　　　 ！
湖 上閻潤い巨杵或 長方形 i 綾。輔×ぁ桁　 恒 1　 外傾　 平坦　 Å為i　　　　　　　 i

閥 「那潤い巨㌫戎 蔑方形 ！ 綾も鵬×腰　 i 霊　 外傾　 平鰻　 Å為i　　　　　　　 i
礪 上関溝恒問掛澗 長方形 i　 腰X 。舶　 ！ 霊　 恒 傾　 平坦　 Å為i　　　　　　　 i
潤 い仕廟 円形 ！ 。撒X 。祁　 i 霊　 外傾　 皿状　 Å為i　　　　　　　 i

閥 上郡揃い出掛澗 楕円形 ！ 。Ⅲ の詔　 i 都　 恒 傾　 皿状　 Å為　自縛質土器陶器　　　　　 極餞

m い鉦痢 円形 ！　 腰X 。油　 日 8　 外傾　平坦　 Å為i　　　　　　　 i
m 上郡揃い桔酢戎 楕円形 ！　 0859×。墟　 i 鋼　 恒 傾　 皿状極 熱！　　　　　　　 i
掴 「閻痛い仕掛戎 隅藤 森 「 『 五 両 ㌃ 「 「 二 十 十 上 」 」 」 ＿ … ＿ … ＿ … ＿ 」
郡 上絡離再出掛澗 長方形 ！ 。劉×。鵬　 i 壷　 恒傾　 平坦　 Å為　縄文土鼠土師器須恵器　　 極安
m 上関調い汗酢戎 楕円形 i　 罰×蘭　 i 魂　 恒傾　 鵬　 Å為i　　　　　　　 i
撒 日独痢 方形 ！ 。0 ×ぁ腑　 ！22　 外傾　 平坦　 Å為圧縮嚢土器鉄製品　　　　 糎世
親 睦別両断粛 －E 長方形 ！　 ぁ都×潤　 い 5　 外憾　 平坦　Å為極師嚢土器　　　　　　 極健
722 恒 頑 円形 ！　 ぁ粥×。鮮　 i 22 i　 平坦　 人為i　　　　　　　 i
闇 い狛痢 円形 i　 9451×0851 i　 i i i i　　　　　　　 i
撒 上郡用い結酢戎 楕円形 i　 腰×鍼i i 磁　 外傾　 皿状　 Å為i　　　　　　　 i
闇 い狛痢 円形 ！　 0．50×0。50　 ！ 関　 恒憾　 皿状i i　　　　　　　 i
関 目矧痢 円形 ！　 の。48×0．48　 i　 i i i i　　　　　　　 i
閻 巨闘沼恒「杵瀾 長方形 i　 H 0×。祁　 i 抗　 い 傾　 平坦　 Å射　　　　　　　　 i
728 極告可 円形 ！ 。鎚×腰　 i 壷　 外傾　 皿状庸 整序師嚢土器　　　　　　 極世
制 圧翫可鮮粛 一E 楕円形 ［ 細。師×。関　 目 6　 外傾　 平坦　 人為i　　　　　　　 i
撒 い撒項 i 山鳩×［鋸瑚 i　 i i i i　　　　　　　 i
闇 「振痛い仕掛或 楕円形 i l。60×蘭　 i 蟻　 緩斜　 蹴 i　 縄文土器，土師器き土製品　　　 極安
闇 「銅が巨仕掛戎 蔽 ㌃ 「 笥 五 両 ㌃ 「 「 牟 千 二 L J J 」 ＿ … ＿ … ＿ ＿ ＿ 」
撒 上郡摘再出酢牒 雛 形 i l。42×用）＋ i 2愚 i外傾i平坦i人為匡師質土器　　　　　　 極健
閥 巨鯨摘巨匠好一E 楕円形 i　 蘭×。那　 ！ 封　 外増　 血状　 入射　　　　　　　　 i
737 極5項 円形 ；　 0．53×。減　 ！ 莞　 外傾　 皿状　 人為i　　　　　　　 l
738 極嗣 序一拍㌧戌 長方形 ！ 1。2 ×．m　 i 部　 外傾　平坦　 人為桂糟 土器　　　　　　 極世
撒 「振摘巨巨給或 方形 ！　 ま。60×1。50　 i 磁　 外傾　平坦i i　　　　　　　 i
閥 巨狂所 相 形 i l。87×ま。00　 i　 i i i i　　　　　　　 i
繍 上郡摘巨匠酢戎 雛 形 i　 o．60×。渕　 i 罰　 恒傾　 皿状　 人為！　　　　　　　　 ！
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士坑
位置 長径し軸）方向 平面形

規　　　 模
i 壁面

底面 将士 出　 士　 遺　 物
備　 考

（時代う番号 長径酢 m ラ×触 朝潮 桓 （cm）

7壷 恒 h 5 ！
… 1．3　×相．69） H i 外傾 再 纏 巨 洩 ！ ！

閥7 恒 i6 極 一路㌧虻 楕円形 0．82 ×［0」5］ 24 再 礪 恒 は 恒 為 ！ i

748 序 撒 S i
－ 1．55 ×用．631 i 27 恒 湧 い 纏 ‖ 洩 巨 糟 土乳 瓦質土器 中世

7逢9 i E 7 j可 臣 勝 或 長方形 は．23］× 1．55 29 恒 摘 再 纏 い 鳩

750 恒 j 6恒 』 酢 戎 長方形 1」8　〉く0．80 12 － 平坦 自然

752 E 7 j項 酢守 戎 楕円形 1．37 ×0．月 15 外傾 平坦 人為

755 F 7b 6 ！
－ （0．55う×0．55 8 － 平坦 人為

756 F 7b可 鮮 ぼ 戎 ［楕円形〕 0．50 ×細強　 i 7 外傾 平坦 人為

757 E T iT l 隅丸長方形 鉦60）×0．81 i 45 外傾 平坦 人為

758 E 7 i7 極 －87㌧載 ［長方形〕 1．40 ×（1．101 58 直立 平坦 人為 土師質士器，瓦質土器，鉄淳 中世

759 E 7 i5 i 不定形 （0092）×0．92　 i 14 外傾 平坦
－

760 E 7 i7恒 ＝ 齢 戎 長方形 山 3）×0。63　 i 7
－ 平坦 －

761 E 7 i7 極 －880…E 長方形 （1．6い×0．70 17 外傾 平坦 人為

762 E 5C 8 い 「 給 戎 長方形 2．00 ×仕92 30 外傾 平坦 人為 士師質士器 中世

763 E 7 iT 極 目 齢 或 長方形 （2・25）×0．87　 ！ 57 外傾 平出 人為

764 E 7 h 6 再 出 齢 戎 長方形 i ［1073］×1．12　 ！ 58 外傾 平坦 人為

766 E 5 C 7 ！ 円形 軌師 ×0き75　 ！ 25 外傾 平坦 人為

768 E 7 g 6 恒 上 竹 或 長方形 （行顧×椚 4　 ！ 20 外傾 平坦 人為

769 E 7 g 6恒 「 結 或 長方彬 1045 ×（0。魂） ！ 5 外傾 平坦 人為

771 E 7h 6枠 上 結 戎 長方形 1。60 ×0。69　 i 80 外傾 皿状 人為

772 E 7g 6 恒 「 ㌫ 戎 長方形 2000 ×0．76　 ！ 22 外傾 平坦 －
774 E 7h 7 極 目 酢 或

－
（鋸顧×0．86　 i 27 外傾 平出 －

775 E 7h 7 ！
－

0の63 ×級38） i 25 外傾 皿状 －
776 E 7 h 7 N －62亡－W 長方形 3．00 ×1．20 43 直立 平坦 人為 士師賓士器 中世

777 F 7 d 8 N 一丁千一W 楕円形 0．95 ×0．62 35 － 平坦 人為

778 F T e 8 N －12J－E 楕円形 1．20 ×0．82 12 外傾 平坦 人為

785 E Tg 6 Ⅳ」γ－W 長方形 1．82 ×1．03 jO 外傾 平坦 人為 士師質士乳 陶器 中世

786 E 7g 6 飾二汀㌧茂 長方形 1．80 ×0．80 33 外傾 平出 人為

788 E 7h 7 飾三好㌧虻 長方形 1．44 ×仕93 25 直立 平坦 人為 士師質土器 中世

793 F 7 C 9 N －160－E 隅丸長方形 1．20 ×0．65 29 外傾 平坦 人為

794 F 7 C 8 N －9千一E 長方形 1．90 ×1．35 35 外傾 平坦 人為

798 F 7 e 9 N －5 0－E 長方形 1．73 ×1．20 34 垂直 皿状 自然

799 F 7 C 9 甘→紺㌧虻 ［長方形］ 廿00う×0．78 6 外傾 平坦 自然

809 F lO iO N －61予－W 楕円形 0．88 ×0．62 11 外傾 平坦 人為 縄文士器，士師器，須恵器 平安

810 F lO g 7 N －900 楕円形 1．38 ×1．22 8 緩斜 平坦 人為

811 F lO i8 N －0¢ 不定形 1．23 ×0．85 6 外傾 凹凸 人為

812 F lO e 7 N －400－W 楕円形 1．02 ×私81 33 外傾 皿状 i

平射

人為 縄文士乳 土師器　　　　 ！

！

！

i

i

i

i

i

i

l

i

i

縄文土器誹 緒 ，鉄製品　　 i

i

i

i

i

i

土師質土器，金属製品，石器　 i

平安

縄文

奈良・平安

縄文

縄文

縄文

中世

813 F ll i l N －39亡－E 楕円形 1．35 ×1．13 30 外傾 人為

815 F lO i5 N －720－W 楕円形 0．76 ×0．69 31 外傾 平坦 人為

816 F lO g 8 N －47e－E 楕円形 1．28 ×0．98 H 緩斜 凹凸 自然

818 F lO g 8 N －780－E 不定形 1．00 ×0．90 15 外傾 皿状 人為

821 F lO h T N －29予－W 楕円形 1．23 ×1．08 － － － －
822 F lO h 4 N －87J－E 長方形 1．19 ×1．04 50 外傾 平坦 人為

823 F lO g 6 N －0阜 楕円形 0．72 ×0．63 38 外傾 皿状 人為

824 F lO i4 N －82千一W 楕円形 0．98 ×0．86 48 外傾 平坦 人為

825 F lO f4 － 円形 0．76 ×0．74 6 緩斜 皿状 人為

826 F lOh 8 N －290－W 楕円形 0．90 ×0．73 35 外傾 皿状 人為 ！

－ ！
人為 i

… i
人為璃

828 F lO f3 － 円形 3．10 ×2．97 10 緩斜 平坦

829 F lO f4 － 円形 0．84 ×0．80 7 緩斜 皿状

832 F lO g 3 － 円形 1．25 ×1．19 27 外傾 平坦

833 F lO h 3 － 円形 2．45 ×2．27 50 袋状 平坦

834 F lO h 4 N －14亡－E 楕円形 1．55 ×1．20 20～29 i 外傾 i 平坦 日射

835 F lO j 3 N －670－W 長方形 1．33 ×1．07 30 i 外傾 i 平坦 ！人為 i

836 F lOg 6 N －85J－E 楕円形 1．03 ×0．73 12 ！外項 平坦 ！人為 l

838 F lO i5 N －690－E 楕円形 0．97 ×0．55 34 i 外傾 i 平坦 i 人為 ！

841 F lO j4 － 円形 亘00）×1．00 ！ i i ！ ！

843 F lO i4 紆弓で∴W 方形 1．21 × 1．15 i i ！ i i

8魂 F lO h 6 － 方形 1．35 × 1．35 70 ！袋状 i 平坦 i 人為 i i縄文

一一349－



土坑

番号
位 置 長径（軸）方向 平面形

規　　　 模
i 壁面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

（時代 ）
長酎 軸）（m ）×短径潮両扉 深さ（cm）

85 1 F lO g 9 N －6 亡－W 隅丸長方形 1。27 × 0．70 12 外傾 平坦 人為

854 F lO h 8 N －90こ 楕円形 0．91 × 0．76 15 緩斜 皿状 人為

855 F lO h 8 N …7 0－E 長方形 0．91 ×　0．77 15 緩斜 平坦 人為

856 F lO h 9 N －10十一E 楕円形 2．00 × 1．31 8 緩斜 平坦 人為

857 F lO i 9 N －290－E 楕円形 2。01 × 1．82 25 外傾 平坦 人為

859 F lO h 9 N …210－W 不定形 1．20 ×　0．70 8 外傾 平坦 人為

860 F lO h 9 N －85J－W 楕円形 0．92 × 0．58 10 外傾 平坦 人為

861 D 6 d 5 － 円形 0．84 × 0．79 21 緩斜 皿状 人為

862 D 6 e 5 甘三好㌧虻 楕円形 0．90 × 0．78 17 外傾 皿状 人為

880 F 7 a 7 N －740⊥W 楕円形 2．00 × 1．43 4 3 緩斜 皿状 自然

884 D 7 h 3 N －0 0 楕円形 （1．95）× 1．70 8 緩斜 平出 人為

886 D 7 i 8 N －58さ－W 楕円形 1．21 × 1．13 4 0 外傾 平坦 人為

887 D 7 j 8 N …880－E 楕円形 1．36 × 1．21 4 2 外傾 平坦 人為

888 F 7 d 8 N －0 丁 楕円形 0．70 ×0．58 7 3 外傾 皿状 自然

889 F 8 c l N －26㌧受 楕円形 1．18 × 1．02 2 6 直立 平坦 人為 土師質土乳 瓦質士乳 陶器 中世

890 F 8 b 2 N －0 0 長方形 1．35 × 0．88 3 0 外傾 平坦 人為

891 F 8 a 2 N －0 亡 長方形 2．40 × 0．92 30 外傾 平坦 人為 士師質士器，瓦質士器 中世

892 F 8 c l Ⅳ三ば∴W 不定彬 L 78 × 1．06 9 外傾 平坦 － 士師質士器，近質士器 中世

894 F 8 b l N －300－E 長方形 0．70 × 0．60 2 5 外傾 皿状 人為 十師器，士師質士器，陶器 中世

896 F 8 b l N －440－W 楕円形 1．73 × 1．06 20 外傾 平坦 人為 士師質士器，瓦質士器，陶器∴石器 中世

897 F 8 b l N －760∴W 楕円形 1．00 × 0．86 27 外傾 皿状 人為 土師質土乳 陶器 中世

898 F 8 b l N －10㌧戌 隅丸方形 0．95 × 仕85 30 外傾 皿状 人為 正賓士器 中世

900 F 7 d 8 … 円形 0．72 × 0．70 33 垂直 平坦 －

901 F 7 d 8 － － 2．05 ×（0．39） － － － －

902 F 7 d 8 N －8 0－E 長方形 2．16 × 0．97 43 外傾 平坦 人為

905 F 7 d 8 N －11予－E － 2．55 ×（0．78） 26 外傾 平坦 人為

帥9 F 7 d 9 N －9 予－E 楕円形 1．75 × 1．25 50 外傾 皿状 －
士師質士器 中世

910 F 7 C 9 N －0 0 楕円形 1．90 × 1．34 30 － 平坦 人為 士師質十器，陶器 中世

911 F 7 C 9 N －250－E 楕円形 1．00 × 0．82 25 外傾 平坦 自然 瓦質土器 中世

912 E 6 g 2 N －68〇一W －
（0．66）×（0．54） 28 － － －

913 E 6 g 2 N －4 0－W 楕円形 1．16 × 0．88 28～50 外傾 凹凸 －

915 F 7 d 9 N －12 0－W 楕円形 1．40 × 1．20 20～50 外傾 平坦 人為 土師質土乳 瓦質土器，鉄浮 中世

916 E 7 h 5 N －60 0－W 長方形 2．35 × 0．78 38 外傾 平坦 自然

918 E 7 h 5 － －
0．80 ×（0．52） 14 － 平坦 自然

921 F 7 C 9 － ［円形］ 1．10 ×（0．92） 19 外傾 平坦 人為 土師質土器，陶器

i

瓦質土乳 人骨，鉄津　　　 I

土師質土器

l

I

i

l

匝 世

中世

中世

922 F 8 d l N －13 0…W 楕円形 0．76 × 0．49 34 外傾 皿状 人為

923 F 7 d 9 N －0 0 楕円形 1．02 × 0．94 32 外傾 皿状 人為

930 F 7 d 8 N －130－E 長方形 1．98 × 0．80 37 外傾 平坦 自然

932 F 7 e 9 N －0 0 隅丸長方形 （1．35）× 0．70 25 外傾 平坦 人為

934 E 8 j 3 N －790－E 隅丸長方形 2．30 × 1．03 45 外傾 平坦 人為

935 E 8 j 3 N －20－W ［長方形］ 2．60 × 1．20 29 外傾 平坦 人為

936 E 7 a l N －78ぐ－W 隅丸長方形 1．74 × 0．84 48 緩斜 皿状 人為

人為

939 E 7 h 2 N …0 0 楕円形 1．54 × 1．24 65 垂直 平坦

945 E 7 g 3 － － （2．30）×（0．67） 32 外傾 平坦

948 E 7 g 6 N －70－E 長方形 江 50］× 0．80 73 外傾 平坦 人為

949 E 7 h 8 N －0 0 隅丸長方形 3．40 × 1．30 84 外傾 皿状 人為

950 E 7 h 8 N －8 0－W 楕円形 0．60 ×0．29 － － － －

951 E 7 f 8 N －64ぐ－W ［長方形］ （0．84）× 0．70 － － － －

957 ・E 6 e l － 円形 0．62 × 0．58 26 垂直 平坦 人為

959 E 5 f O － 円形 0．48 × 0．43 34 外傾 凹凸 人為

960 E 6 e l － 不定形 0．90 × 0．76 18 緩斜 皿状 人為

962 E 6 d 7 N －830－E 楕円形 0．71 × 0．48 60 外傾 皿状 人為

964 E 7 b 8 － ［長方形］ 2．32 ×（0．69） 12 外傾 平坦 －

966 E 5 f O － 円形 0．62 × 0．59 4 2 外傾 皿状 人為

968 E 7 C 5 N －560⊥W 楕円形 0．64 × 0．52 － － －

971 E 6 c l － － 亘 6小×亘 10〕 － － －

972 E 7 b 8 Ⅳ」甘 －W 隅丸長方形 2．72 × 0．90 64 外傾 平坦 人為

973 E 6 c l N －76J－W 長方形 2．15 × 0．72 4 8 外傾 平坦 －
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土坑

番号
位 置 長径纏的方向 平面形

規　　　 模
i 壁 面

底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

（時代）長径湖尻扉 ×短径漸 うm ）深 さ（cm ）

974 E 6 c l N －79こ一W 長方形 （2。78）× 0き70 6 5 外傾 平出 －

976 E 6 c l N －79ご－W 長方形 し2．5い× 1．10 28 外傾 平坦 －

977 E T b 8 － ［長方形〕 2J S ×［0．88］ 15 外傾 平坦 人為

978 E 7 C 8 －
［楕円形］ 圧 34］× 1．10 18 外傾 平坦 人為

979 E 6 C 3 N －甘∵ E 楕円彬 1．20 × 0．91 50 外傾 平耕 人為

980 E 6 e 2 N －0 こ 楕円形 0．87 × 0．70 10 外傾 平坦 －

981 E 7 d S Ⅳ三好㌧虻 隅丸長方彬 1．93 × 0．80 18 緩斜 平坦 人為

9糾 E 6 r l 甘言ぽ⊥W 長方形 2．35 ×　仕65 29 外傾 平坦 人為

986 E 7 d 8 N －2 十一に 隅丸長方形 0．50　×　0．40 － － － －

988 E は 8 Ⅳ→ぽ㌧虻 － 0．66 勘0．5中
－ － － －

989 E 7 b 5 N －0 ぐ 不定形 1．03 × 0．60 － － － －

990 E 7 g 7 － － 鉦 蛾 × 0。85 － － － －

992 F 7 C 3 N …鮮㌧虻 楕円彬 1．28 × 0．糾 9 媛斜 皿状 自然

994 E 7ビ7 N －78√－W 長方形 廿5郎× 0．93 － － － －

1000 ぎ7e 9 甘∵鮮 －E 楕円形 仕告 ×　は53 53 直立 皿状 人為 土師質土器 中世

1003 E 6 c l － － 1サ82 ×（鍼 紆 － － － －

1，00ヰ E 6 c l N …2 0…E 長方形 2．55 × 1．23 35 外傾 平坦 人為

1州丁 E 6 b 2 － 円彬 0．65 × 0．60 20 外傾 皿状 人為

1011 E 5 e 8 N －17十一E 隅丸長方楷 1。22 ×［0。94］ 42 緩斜 皿状 人為

1012 E 6 b l N －7 √一W 楕円形 0．74 ×私52 2 2 外傾 皿状 人為

1013 E 5 e 8 － 不定形 0．55 ×0．38 48 外傾 皿状 人為

1015 E 5 e 9 N …58 0…E 楕円形 0．59 × 0．52 54 － － 人為

1016 D 5 i 4 N 一柑㌧牒 楕円形 1．00 X O．84 12 外傾 平坦 自然

1017 E 5 d 8 － 円形 0．53 × 0．50 25～53 外傾 皿状 人為 古銭 中世

1018 D 5 i 6 － －
0。82 ×（0．65ラ 18 外傾 平坦

－

1019 E 5 d 8 N －58ユーW 楕円形 0．95 × 仕80 20 緩斜 平坦 人為

1020 E 5 d 8 N …460…E 楕円形 1．05 ×［0．76］ 56 － － 人為

102 2 E 5 d O －
［円形］ 0湖 ×（0．53）

－ － － －

102 3 E 5 d O － ［円形］ 0．68 ×（0．42） 28 外傾 凹凸 人為

1024 E 5 d 9 N －900 長方形 1．39 ×0．64 2 5 外傾 平坦 －

1025 E 6 c l － 円形 0．66 ×0．60 60 外傾 皿状 人為

1026 E 5 d O － 円形 0．58 × 0．56 － － － －

1027 F 7 d 7 N 一「 －E 長方形 2．55 × 1．50 20 外傾 平坦 人為

1030 F 7 d 7 N －2 0…E 長方形 1．52 × 0．92 28 外傾 平坦 人為

1034 E 6 d l N －780⊥W 楕円形 0．64 × 0．58 － － － －

1036 E 5 f O － － 0．61 ×（0．30） － － － －

1038 F 7 d 7 N …740－W 長方形 2．05 × 0．85 50 外傾 平坦 人為

1039 E 5 d 9 N …720…W 長方形 1．35 × 0．72 34 外傾 平坦 ′自然

104 2 E 5 d 8 － 円形 0．45 × 0．45 － － － －

104 3 E 5 C 9 N －7 0－W 楕円形 0．57　× 0．53 50 － － －

1044 E 5 C 9 － － （1．25）×（1．13） 16 緩斜 平坦 －

1045 E 6 g l － 円形 0．45 × 0．45 10 緩斜 皿状 人為

士師器

l

l

！

l

！

！

I

l

古墳

1046 E 6 f l N …63㌧載 楕円形 0．79 × 0．53 78 外傾 皿状 人為

1047 E 7 d l N －90こ 楕円形 0．91 × 0．66 68 外傾 平坦 人為

1048 E 6 f l N －830－W 隅丸長方形 0．66 × 0．40 54 外傾 皿状 －

1049 E 6 f 2 N －120－W 楕円形 0．94 × 0．69 17 外傾 平坦 自然

1055 E 6 1 4 N －5 ㌧ 載 不定形 1．30 × 1．24 30 外傾 平坦 自然

1057 E 6 h 4 N …850…E 隅丸長方形 1．46 × 1．02 32 外傾 平坦 自然

105 9 E 6 e 3 N －830－W 長方形 （2．92）× 0．73 32 外傾 平坦 人為

106 1 E 6 a 3 N …0 0 不定形 0．80 × 0．68 32 ． 外傾 皿状 自然

1064 E 6 C 4 N －23亡－W 楕円形 0．66 × 0．49 12 媛斜 皿状 自然

1066 D 5 j O N 」甘∴W 長方形 2．35 × 0．98 35 外傾 平坦 人為

1068 E 6 a 5 N －61e－W 長方形 3．40 ×0．76 57 外傾 皿状 人為

1073 E 6 C 7 － 円形 0．63 ×0．60 2 5 外傾 皿状 人為

1074 E 6 f 2 N －3 ニーE 隅丸長方形 1．62 × 1．25 16 外傾 平坦 人為

1076 E 6 a 6 N －500…E 楕円形 1．14 × 0．79 80 外傾 皿状 人為

1079 E 6 f l 鮮 亮 ㌦瀾 汗隅丸長方形］ 亘30）× 0．鋸 42 垂直 平坦 －
108 0 ！E 6 f l N …86㌧ 載 不定形 0．99 ×［0．75］ 50 外傾 平坦 －
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士坑

番号
位置 長径（軸う方向 平面彬

規　　　 模
i 壁 面

底面 将士 出　 士　 遺　 物
備　 考

（時代）長径湖山m ）×短径欄凧扉 深さ（cm ）

1081 E 6 g l N －73㌧戌 楕‖彬 0．60 × 仕54 舶 － － －

1082 E 6 g l － －
1．00 ×（1．00） 52 － － －

1083 E 6 g 2 － － 細．78）×（0．42） 70 緩斜 皿状
－

1084 E 6 g l N －6 ぐ－E ［長方形］ （1．40）× 1．15 2 2 － － －

1087 D 6 j 2 甘＋ぽ㌧虻 ［長方形〕 ［1．48］× 0．82 3 1 外傾 平坦 自然

1088 E 6 d 4 － ［円形］ ［0．50］× 0．46 40 外傾 皿状 人為

1089 E 6 d 4 N －760－W ［楕円形］ 0．60 ×［0．40］ 60 緩斜 平坦 人為

1091 E 6 h 5 N ＋ぱ㌧牒 隅丸長方形 0．88 × 0．74 22 外傾 平坦 人為

1092 E 6 h 5 N －770－W 隅丸長方形 1．60 × 1．10 18 外傾 平坦 自然

1093 E 6 i 5 － － 紬。43）×軌 顧 20 － － 自然

1094 E 5 e O N －900 長方形 1．62 × 0．98 38 外傾 平坦 －

1095 E 6 i 5 － 円形 0．94 ×　0．90 12 外傾 皿状 人為

1096 E 5 f 9 －
不定彬 1．00 ×（0．551 23 外傾 平坦 －

1098 E 5 e 8 N －0 0 ［長方形］ （0．96）× 0．79 47 外傾 平耕 －

1099 E 6 h 5 N －0 0 隅丸長方形 1．72 × 0．72 4 － －
自然

1100 E 5 d 8 N －57 0－W 楕円形 0．64 × 0．48 － － － －

1103 E 5 d 8 N －48 0－W 楕円形 0．66 × 0．55 75 垂直 皿状 人草

日田 E 6 g 3 － 円形 0．69 × 仕65 50 外傾 皿状

1107 E 6 h 3 － － 0。95 ×（0．82） 10 緩斜 平川 人為

1108 E 6 g 3 N －750－E 隅丸長方形 1．25 × 0．75 25 外傾 平坦 人為

1109 E 6 g 2 N －100－E 楕円形 0．90 ×0．61 20 外傾 平坦 人為

lH 2 F 7 a 6 N －580－W 楕円形 0．88 × n 46 － － － －

1113 F 7 g 5 N －0 0 長方形 （1．80）× 1．20 － － － －

互は4 E 5 c O N －0 0 長方形 2．10 × 0．95 57 外傾 平班 人為

1115 E 5 C 9 N －840－W 隅丸長方形 （1．68）× 0．85 25 － 平典 人為

1119 E 6 C 6 N －580－W 不定形 1．43 × 1．13 13 緩斜 平坦 人為

は21 E 6 h 6 － 円形 0．92 × 0．92 22 外傾 平川 自然

H 27 E 6 i 6 N －570－W 長方形 1．24 × 0．94 － － － －

1129
■

F 8 e 2 N －210－E 長方形 1．35 × 0．65 21 外傾 平坦 －

1133 F 8 b l N －23e－W 不定形 0．70 × 0．55 37 外傾 皿状 人為

1134 F 8 a 3 N －6 ぐ－E 長方形 1．45 × 1．06 25 外傾 平坦 人為

113 5 F 7 d O N －90 0 長方形 1．35 ×　0．87 － － － －

H 36 F 8 d l N －800－W ま不定形　 － 0や85 ×（0．40） 12 外傾 平坦 人為

1145 E 6 i 5 N －8 0－E 振 方嘲　 － 1．14 ×［0．84］ 20 外傾 平坦 人為 士師器

1146 F 8 e 2 N 一朗0－W 楕円形 0．90 ×0．50 24～46 外傾 皿状 人為 陶器 中世

1148 E 6 i 5 N －2 e－E 隅丸方形 0．88 ×0．82 18 緩斜 平坦 人為

1171 E 5 b 8 N －2 0－E 長方形 0．90 × 0．53 12 緩斜 平坦 人為

1177 E 7 a 4 N －86 0－W 長方形 1．70 ×0．85 2 5 外傾 平坦 人為

1178 F 8 c l N －200－E 長方形 1．16 ×0．72 18 緩斜 皿状 －

1184 F 8 c l N －3 0－W 長方形 2．22 ×0．83 8 緩斜 平坦 －

H 86 F 8 d l N －320－W 楕円形 0．飢 ×（0．47） 20 外傾 平坦 人為

1187 F 8 d l N －900 不定形 1．89 × 1．20 32 外傾 平坦 人為 i

i

土師質土器　　　　　　 ！中世

1188 F 8 a l N －74 0－W 楕円形 1．51 ×0．90 47 外傾 平坦 －

1189 F 8 f 2 N －8 0－E 隅丸長方形 i l．85 ×椚 8 35 外傾 平坦 人為

1192 F 8 g 2 N －78 0－E 楕円形 ！ 1．48 ×0．90 16 媛斜 皿状 人為 土師質土器，瓦質土器 中世

1195 F 8 b 2 N －2 0－E 長方形 l l．10 ×0．70 40 直立 平坦 人為 土師質土乳 陶器　　　　 ！

士師質土器，陶器

！

土師質土器，鉄淳

中世

中世

中世

1196 E 6 e l N －封0－W 隅丸長方形 ！ 1．03 × 0．54 24 外傾 平坦 自然

1200 F 8 a 3 N －2 0－W 長方形 I　 2．21 × 1．55 47 外傾 平坦 人為

1201 F 8 b 3 N －0 〇 長方形 i l．50 × 0．94 3 1 外傾 平坦 人為

1202 F 8 b l N －15e－E 楕円形 1．20 × 0．78 － － － －

1203 F 8 f 5 N －730－W 楕円形 i l．00 × 0．83 10 外傾 平坦 人為

120 7 F 6 a l N －90ぐ 楕円形 l　 2．16 × 1．10 27 外傾 平坦 人為

1211 E 6 a 6 N －560－E 楕円形 l　 o．60 ×0．50 63 外傾 凹凸 人為

1230 F 8 e 3 N －9 0－E 隅丸長方形 l　 2．00 ×0．86 25 外傾 平坦 人為

123 1 F 8 e 3 － － 0．79 ×　 － 15 － － － 土師質土器，陶器 中世

1232 F 8 e 2 N －0 0 楕円形 ！　 0．55 ×（0．50） 45 外傾 皿状 人為 士師器

1233 F 8 e 2 N －11ユーE 長方形 ！ 1．30 × 0．70 30 外傾 平坦 人為

1234 F 8 e l N －0 0 楕柵 つ　 1．12 × 0．72 18 外傾 平坦 人為
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土坑 位暦 長ノ叉。軸ラ方向 平面形 」 ＿ 遭 ＿ 旦 二 二 ㍍
将士　　　　　 出　士　遺　物 備　考

ぐ時代う離車齢一　任　 ロ　　 ノ　長径酢 m）×触 軸凧 深さkm　悪癖 底面

入射は35　FSビl　N－0ご　　　楕円形　　　　 は8V丑75） 18　　外傾つ「平坦
墜 序墜車…告項　 矛抽転　「貢海 ×些「 1 …ル　「つ ！
闇車捌刃 鮮粛一也＿ニ＿」」墜軽重「「1 ㌃千両千両 入射
塑達懲 」二＿⊥二二⊥二重事率「下寺「惑江南 入射
塑捷塑」二＿⊥二 二⊥三重画面「γす「海洋南 入射 ！
畢車堅可　N刊0 ！楕醐「「‾元 ×墜＿つ　 2層　巨船 「海 親日 i
堅達塑」二＿⊥二二⊥二重事率「 千五「「丁覇 ∴㍉I i
些止墜通＿二二」二二二ユニj 車重垂二「「五「「二千両 ∴＋I i
墾達型」二＿⊥二二⊥二重垂函「千石「海洋 南 人為！ ！
膿汁紆畔極－480－魁二撃墜⊥＿」車や函「「「有「頂有半涼 親日 ！
墾逗望虹堅藍堅」堕衷⊥二重亘率「「「㌃γ彿丁繭 入射 i
墜捷壁捷ヱ遵⊥墾墜 ⊥二重重車「千五「海洋崩 朋自 i
墾漣塑捷望遵⊥避墜⊥二 重事率「千五「海洋覇 親日 ！
畢 序肛車…距可‖路形 i＋ 高 ×墜…つつ憤　上欄 「緬 圧師質土乳陶器 中世
墜捷塑捷惑遵⊥堅塑⊥」亘亘車「千 五「海洋覇 入射
塑捷塑捷望遵土壁墜⊥…麺や車「千五 「海洋蔽 親日
塑漣塑捷空運⊥薫製⊥…車重率「千五「海洋覇 Å為極緒土器 中世
堅逗墜虹堅整生娘墜墾⊥二重亘垂「「「㌃γ彿千両 人為
堅虹墜』二二二」」墾堅J …」率や函「‾「有「頂粛下涼 入射
墾捷塑捷望空士薫製⊥ 」画面車「千五「海洋惑 Å射
墜捷塑捷望遵土壁墜⊥＿車 重車「千石「海洋惑 Å為桂師質土器 中世
墾逗墜虹生色生」墜堅⊥…㊥亘垂「「「㌃γ繭手盛 了一
堅山型吏旦望逗辻堅些墜⊥二束垂率軒「γ竃「持蔽千両 人為極甫質士鼠陶器諸器 中世
墜逗墜広堅堅生」堕堅⊥…垂亘垂「「「㌃γ痛手蔽 入射
墾達壁逗 望遵 ⊥墾墜⊥二重事率「千五「海洋覇 入射
墾捷壁捷望曇⊥ 避型⊥】麺や画「千五「海洋磁 Å射
墜漣壁捷望遵⊥肇整 ⊥二重強面「γ有「海洋惑 Å射
墜裏墜虹堅堅生」堕堅⊥…東亘事「「「㌃γ彿千両 朋自
堅址墜融」璧堅」⊥撃墜⊥二j 車車重「「「有「極斎不惑 Å射
墾捷璽建立遵⊥墾墜⊥」麺亘車‾千尋 「海洋南 人為！
墜捷塑 捷望曇⊥避墜⊥二重事率「千五「海洋 覇 Å為軽師質土器諸銭 中世
脚車鵜 両断憩一也二撃墜⊥…」単車痺「「「五「西藤千両 入射
墜達塑捷空運土壁墜 ⊥二重車重「千五「海洋覇 親日
墾捷塑通運遵土壁堅 ⊥二重事率「千五「海洋嘉 入射
堅遮望む二二」＿堅⊥」」車重車‾千二「「「 ！
堅吏塑軋堅堅望」堅墜⊥二逐垂亘亘「「「「「「 i
胱車徽両断粛一也二撃墜⊥…」型杢ゆ了‾「葱「簿斎千両 Å射
堅漣塑」 二＿⊥肇薮⊥二重や面「千五「 海洋磁 極帽土器瓦質土乳陶器 中世
墜止望墜逗曇藍望⊥遵堕と⊥二逐車重率二二「事「持繭丁壷可 極帽土器瓦質土乳陶器 中世
墾 捷 魂 ＿ ニ 」 」 墜 」 二 重 荘 重 ＝ 工 互 丁 藤 笹 可 桂師質土器 中世
墜吐塑璽⊥…ニ＿⊥三堕整」二二車重互を二「「京「巧蔽γ嘉可 極帽土器陶器銑淳 中世
墾捷塑 」ニ ＿⊥選 虹⊥」 車重 軒「「 ㌃γ「 「「 圧師質土器湖器，銑淫 中世

中世

中世

墜山型蛙堅堅望」垂直ユ＝蓮重遜牟「「「「「「「「 ！
墾吏塑並些望望⊥遽堅」」二重互垂＝コ「軒丁葡打冠可 入射
墜中堅中畑　附が＋i 不誹 十…1 元×堕し…い隼糾い礪つ融可 人為極乳鋼製品古銭
目黒　F8b2　　　　　　　　　　　　　　　 0．95×舟．7申 22　　外傾　平坦 人為
ま39時甑 自　封一覧」塑些墜⊥＿望塗堕し」「亘丁葡可寺可 人為巨師質士乳鉄製品
139 序的3　脛打率‖船形 i＋ 臓 ×堕し…「牒・巨礪つ戯可 人為！

中世

1396　FSc3　Ⅳ…750欄　 楕円形　　 1095×0・97　 i 9　 外傾恒射 朋自
13粥　FSc？　N一打÷－E　　楕円形　　　　 1．05×0ぷ　　　　　 25 －
畢 枠年中…駐中庫隠柵 「…元 ×摘）＋ 「3丑 ！外傾恒射 人為極帽士乳瓦質土器
H㈲　ETbT　　　　　　　 描出硯　　　 は．L刷×肛701　　　 揖　　 袋状　平出 自然 縄文

中世

中世

1潮2　E7つ4　　　　　　　　 円彬　　　　　 0．80×0．80　　　　 65　　外傾　皿状 人為
準 錘祢小結距可「路形 「…元 ×墜」｛「牒＋巨礪つ判可 人為！
硯iE摘5i　　　 楕円形　　 細 ラ×（0さ56「一　 一一 i　 「つ ！
湘汗蝕摘極一覧蔓⊥」撃墜」⊥＿翼型整些……十読㌃丁頂有丁覇可 人為極帽土器
‖06　F8aヰ　N∴甘∴W　隅丸長方彬　　　 0．70×仕56　　　　 粛　　 外傾　皿状 人為
塑適壁山塑隼両脚蝉略り　∴料前面‾丁頂 ！獅裏目朗‖ 人為極帽土乳陶器
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土坑

番号
位置 長径 （軸）方向 平面形

規　　　 模
II＋ ＋

底 面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　 考

し時代や
長径（軸）（m ）×短径（軸）（m ラ深 さ（cm ）

1408 E 8 j 5 N －13㌧茂 不定形 1．37 × 0．90 6 5 外傾 平坦 －

1409 E 8 j 5 N －14 0…E 不定形 0．92 × 0．80 3 6 外傾 皿状 人為

1410 F 8 a 5 Ⅳェ鮮∴ W 不定形 1．02 × 0．90 40 外傾 平坦 人為

1411 F 8 a 5 － －
（1．10）× 0．82 10 外傾 平坦 人為

1412 F 8 e 6 N －14 0－W 楕円形 2．30 × 1．40 16 － 平坦 －

1413 F 8 a 5 N －29 0－E 楕円形 0．88 × 0．52 64 外傾 皿状 人為

1414 F 8 a 5 N －8 ㌧載 不定形 0．96 ×（0．62） 14 緩斜 平坦 自然

1415 F 8 a 5 N －66 0－W 不定形 0，97 × 0．64 36 緩斜 皿状 人為

1416 E 8 j 5 N －57 J－E 楕円形 0．93 × 0．52 50 外傾 皿状 － 鋼製品，古銭 中世

1417 F 8 a 5 N －39 0－E 楕円形 0．66 × 0．58 42 外傾 平坦 －
土師質土器∴瓦質土乳 磁器 中世

1418 F 8 C 3 N －0 0 －
0湖 ×（0．55） 18 外傾 平坦 人為

1419 F 8 b 3 N －3 0－E 楕円形 1．25 × 0．86 23 外傾 平坦 人為

1420 E 7 j O － －
（1．61）×（0．56） － － － －

土師質士器 中世

1421 E 7 j O N －210－E 隅丸長方形 2．23 × 0．82 30 外傾 平坦 人為 十師質士器 中世

1422 F 7 a O N －10 0－E － （1．35）× 0．77 8 外傾 平坦 －

1424 F 8 b 3 N －65 0－E 不定形 1．23 × 1．05 15 外傾 平坦 人為

1426 F 8 b l － －
1．00 ×（0．95） 19 外傾 平坦 人為

1428 F 8 e l N －39 0－E 楕円形 0．61 × 0．40 56 外傾 皿状 人為

1431 F 8 C 4 N －14 0－E 楕円形 1．55 × 0．81 26 外傾 平坦 人為

1434 F 8 b 2 － －
（0．85）×（0．70） 20 － 平坦 － 土師質土乳 陶器 中世

1435 F 8 a 2 N －5 0－W － （1す08）× 0．78 4 －
平坦 人為

1437 F 8 b l N －根0－E 不定形 0．82 × 0．55 32 外傾 皿状 人為

1439 F 7 b 9 N －1が－E 隅丸長方形 1．90 × 0．85 30 緩斜 平坦 自然

1440 F 8 a l N －0 0 長方形 1．10 × 0．45 57 外傾 皿状 人為

144 1 F 8 a l － －
0．86 ×（0．63） 25 外傾 皿状 人為

1442 F 8 a 2 N －0 0 長方形 1．10 ×0．55 13 緩斜 平坦 人為

144 3 E 8 j l N …280…E 楕円形 1．20 ×0．84 15 外傾 平坦 人為

144 4 E 8 j 2 N 一軒∵W 長方形 1．13 ×0．71 34 外傾 平坦 人為

144 5 F 8 a 2 N －5 0…E 長方形 1．15 ×0．70 15 外傾 平坦 人為

144 7 F 7 a O N －390－E 長方形 （1．43）× 0．85 19 外傾 平坦 人為

144 8 E 8 j 2 N －2 ㌧載 長方形 1。87 × 0．93 18 外傾 平坦 人為

144 9 F 8 a l N －770－E 楕円形 0．90　×　0．55 4 0 外傾 皿状 人為

1452 E 7 b 6 N 弓窄 －W ［隅丸長方形］ は．06］× 0．74 25 緩斜 平坦 人為

145 3 E 7 b 6 N －900 ［隅丸長方形］ ［2．62］× 1．00 － － … －

145 5 F 8 a 2 N －6 e－E 隅丸長方形 1．70 × 0．92 4 1 外傾 平坦 人為

145 6 F 8 a 3 － －
1．15 ×（0さ85） 13 － 平坦 人為

145 7 F 8 a 2 N －26亡－E 楕円形 1．02 × 0．66 2 0 緩斜 平坦 人為

瓦質土器　　　　　　 i

i

i

！

i

l

土師質土乳 瓦質土器　　　 l

［

土師質土乳 陶器　　　　 l

i

［

i

i

i

i

中世

中世

中世

1458 F 8 b 2 N …3 0－E 長方形 1．73 × 0．97 － － － －

1459 E 8 j 3 N －84 e－E 長方形 1．61 × 0．98 4 0 外傾 平坦 人為

1460 F 8 a 3 N －54ユーE 楕円形 0．95 × 0．52 4 5 外傾 皿状 人為

146 1 E 8 j 4 N －150－E 楕円形 0．55 × 0．46 4 3 外傾 皿状 人為

1463 F 7 a 9 N 一子㌧ E － 1．02 ×亘001 3 5 － 平坦 －

1466 F 8 b 4 N －33 J－E 不定彬 2．60 ×ぐ1．35） 14 外傾 平坦 人為

摘67 F 8 b 4 N －50 0⊥W 不定形 圧66］× 1．23 17 外傾 平坦 人為

1468 F 8 b 4 N －20 0…E 楕円形 1．21 ×　0．95 6 7 垂直 平坦 人為

1469 F 8 b 4 N －25 0－W 楕円形 0．64 × 0．50 4 2 外傾 平坦 自然

1470 F 8 b 5 N －16㌧載 不定形 1．14 × 0。79 50 外傾 皿状 人為

147 1 F 8 b 5 N －67亡－W 楕円形 1．41 ×　0．77 2 7 外傾 平坦 人為

1473 F 8 b 5 － － 1．43 × 1．25 50 外傾 平坦 人為

1474 F 8 b 5 － －
0。90 ×級63） 52 外傾 平坦 人為

1477 F 8 C 5 Ⅳ」γ －W 楕円形 0．86 × 0．70 38 外傾 皿状 人為

1478 F 8 b 5 － 不定形 0．92 × 0．80 43 外傾 皿状 人為

1479 F 8 b 5 N …100－W 不定形 1．15 × 1．15 40 外傾 皿状 人為

1480 F 8 a 5 N …680　－W 不定形 1．78 × 0．72 52 垂直 皿状 人為

1481 F 8 d 5 － 円形 0．85 × 0．85 畠6 外傾 凹凸 人為

1482 F 8 C 5 N －0 十 隅丸長方形 ［2．27］× 0．87 25 外傾 平坦 人為

1483 F 8 C 5 N －「 －E 隅丸長方形 ［2．43］× 0．75 13 緩斜 平坦 人為

1484 F 8 a 3 N －90 J 不定形 1」0 × 1．10 20 外傾 平坦 －
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土坑

番号
位置 長径摘郎 方向 平面形

！　 規　 模 ！壁面 ！底 面

覆土 出　 土　 遺　 物 時 代桓 軸）（m 傾 径潮凧
深さ（cm ）

148 5 序 6 b 3 i N －520⊥W l 楕円形 1．05 × 0．66 20 緩斜 平坦 人為 土師乳 須恵器 平安

148 6 i F 8 d 5 l N －360－W I 楕円形 0．83 × 0．70 － － － －

1492 F 8 C 5 i
－ 1．40 ×（1．00） 8 － 平坦 人為

1498 F 8 C 5 N …900 楕円形 1．38 × 1．25 7 5 垂直
－ 人為

1504 F 8 b O N 一組㌧ E 楕円形 0．94 × 0．67 14 外傾 皿状 自然

1505 F 8 C 8 － 円形 0．65 × 0．63 20 外傾 平坦 人為

1506 F 8 C 8 N －480…W 隅丸長方形 1．25 × 0．50 32 外傾 平坦 人為

1507 F 8 C 6 － 円形 0．78 × 0．75 20 直立 平坦 自然 土師質土乳 瓦質土器，陶器 中世

150 8 F 8 C 6 － 不定形 0．90 ×（0．58） － － － 人為

1511 F 8 b 8 － 楕円形 1．18 × 0．70 17 外傾 平坦 人為

1513 F 8 b 8 N －5 〇一W 長方形 （1．20）× 0．85 20 外傾 平坦 人為

1517 F 8 C 6 N －88 0－W 不定形 1．45 × 1．05 8 外傾 平坦 人為

1518 F 8 C 6 N －52 0－E 長方形 ［1．12］× 0．95 13 外傾 平坦 人為

1519 F 8 C 5 －
方形 1．07 × 1．05 2 1 外傾 平坦 自然 土師質土器，陶器 中世

1520 F 8 C 5 N －8 J－E 長方形 0．92 × 0．49 20 外傾 平坦 自然 土師質土器 中世

1521 F 8 d 4 N －4 0－E 楕円形 1．35 × 0．90 10 外傾 皿状 人為

152 2 F 8 d 3 N －6 0…W 楕円形 1．64 × 0．77 20 外傾 平坦 自然 土師質土器 中世

152 5 F 8 d 3 － 円形 0．80 × 0．80 9 緩斜 平坦 人為

152 6 F 8 d 5 N …170－W 不定形 1．65 × 1．10 32 外傾 皿状 人為

1527 F 8 d 3 N －74㌧載 長方形 1．53 × 0．60 26 外傾 平坦 人為

1528 F 8 d 2 － 不定形 0．98 × 0．80 20～70 直立 平坦 人為 土師質土乳 陶器 中世

1531 F 8 d 2 N －31e－E ［長方形］ 鉦23］× 0．48 2 2 外傾 平坦 人為

1532 F 8 e 2 N …12㌧戊 不定形 2．14 × 1．05 2 6 外傾 平坦 人為

1533 F 8 d 2 N －8 0－W 楕円形 0．83 × 0．64 62 外傾 皿状 人為

1534 F 8 e 5 Ⅳ十ば∴W 不定形 1．55 × 1．05 38 外傾 平坦 人為

1536 F 8 e 5 N 」躇㌧ W 楕円形 1．20 × 0．82 45 外傾 平坦 人為

1540 F 8 f 5 N －250－E 楕円形 1．30 ×（0。75） － … － －

1544 F 8 d 5 － 円形 0．80 × 0。80 50 外傾 皿状 人為

1546 F 8 e 5 N －12㌧戌 楕円形 1．20 × 0．83 62 外傾 平坦 人為

1550 F 8 h 5 N …21㌧戊 不定形 1．25 × 0．92 12 緩斜 平坦 人為

1552 F 8 e 3 N －7 0－E 長方形 1．58 × 1．43 19 外傾 平坦 人為

1554 F 8 d 4 N …83 0…E 不定形 1．11 × 0．55 2 7 外傾 皿状 人為

1555 F 8 d 4 N …500－W 不定形 1．30 × 私66 7 外傾 平坦 人為

1556 F 8 C 4 N －100－E 長方形 1．57 × 0．93 42 直立 平坦 人為 土師質土器，鉄津 中世

1558 F 8 d 4 － 円形 1．60 × 1．50 10 緩斜 平坦 人為

1560 F 8 d 2 N －470－W 楕円形 0．63 × 0．48 63 外傾 皿状 人為

1563 F 8 f 5 N －150－E 楕円形 1．28 × 0．70 10 外傾 平坦 人為

珪石

骨，炭化物 世

1566 F 8 C 5 N －2 0…E 隅丸長方形 1．37 ×0．87 22 緩斜 平坦 人為

1567 F 8 d l N －10 J－W 不定形 0．50 ×0．40 － － － －

1570 F 8 e 4 N －7 e－E 長方形 1．22 × 私61 3 0 外傾 平坦 人為

1572 F 8 e 4 N －180－W 楕円形 1．18　× 0．95 2 5 緩斜 皿状 自然

1574 F 8 e 4 N …90 0 長方形 0．85 × 0．58 48 外傾 平坦 人為

157 5 F 8 e 4 － 円形 （1．00）× 0．95 35 外傾 皿状 人為

1577 F 8 d 4 N －20㌧戌 楕円形 1．57 × 1．10 － － － －

1578 F 8 d 4 N －330－W 不定形 1．10 × 0．72 30 外傾 凹凸 人為

1581 F 8 e 4 － － 1．50 ×級 52） 10 緩斜 平坦 人為

1582 F 8 e 3 N …50 0－E 楕円形 （0．95）×0．80 － － － －

1583 F 8 f 3 N －72 J－W 楕円形 1．20 × 0．70 15 緩斜 皿状 自然

1584 F 8 e 3 － 円形 1．33 × 1．28 23 緩斜 皿状 自然

1591 F 8 f 3 N －570－E 隅丸長方形 、1．60 × 0．80 － － － －

159 2 F 8 f 3 Ⅳ」ぷ －E 隅丸長方形 1．92 × 0．63 － － － －

1593 F 8 f 3 N 」甘 －W 楕円形 2．25 × 1．27 15 － 平坦 人為 ！

159月 F 8 f 2 N …620－E 不定形 2。05 × 1．91 12 緩斜 平坦 自然 ！

159可 F 8 f 3 N －820－W 不定形 2．00 × 1．24 25 外傾 平坦 人為 ！

160可 E 7 d 7 1
－ － 1．80 ×（1．70） 25 外傾 皿状 人為 i

1601 ！E 7 e 7 ！N …8 ㌦ 中 隅丸長方形 2．48 × 1．05 13 i 外傾 ！平坦 人為 I

16 03 ！E 5 e 9 ！ N －0 0 ！ 楕円形 ！ 0・70 × 0．40　 ！45～55 i 外傾 i 皿状 人為 ！

160可 F 7 b 2 ！ ！ 円形 ！ 0．56 × 0．55　 1 45 i 外傾 i 平坦 l 人為 ！
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土坑

番号
位置 長径絢の方向

m．J ／ ！＋ 規＋ 模＋ つ

底面 将士 出　 十　 遣　 物
備　 考

し時代）平面形 桓 輔 （m）×短径潮凧 深さk m） 卵

1605 F 7 a2 N －3圭一W 楕円形 I　 は0 ×鍼 1 滋　　 外傾 平坦 人為

1607 F 7 a2 Ⅳ」で－W 楕円形 ！　 0。95 ×0・60 彿 「礪 平坦 人為

1609 E T f7 －
！ 1。40 ×江頼 i

－ －

1610 E 5b 2 N －7亡－E 長方形 ！　 摘0 ×つ閥 2中 外傾 平坦 －

1611 E 5b 5 －
i 1870 ×軌郷 i

－ －

1612 E 6h 3 N …870－E 長方形 ！ 1640 ×0098 頴　　 外傾 平坦 人為 縄文士器，須恵器 奈良・平安

1616 E 5a 7 －
［ 1．50 ×紬強 罰　　 外傾 平坦 －

1617 E 5e 7 N 」貯 長方形 ！　 紺 Z X ］工臓 ほ 「礪 平机 －

1618 E 5d 7 私弓紺㌧茂 長方形 ［　 3せ20 ×2980 H 5　　 外債 平机 －

1619 E 5d 7 －
i lも05 ×軌顧 霊　　 外傾 平坦 －

1620 E 6 a 2 －
！　 0．62 ×細も22） 鵠 「醜 平坦 －

1623 D 6 j 2 N－82ユーW 長朋 つ　 琵瑚 × 摘8 誠 「礪 平坦 －

1625 D 5 i3 紆喜好㌧虻 楕円形 ；　 は ×0．31 蟻　　 外傾 皿状 －

1626 E 5 d 7 N－86J－W 長方形 i　 2蘭 ×∵日義 都 「梱 平坦 －

1627 E 6 b l N－75ユーW 方形 ！ 1忍3 ×∴上は 郁 「礪 平坦 －

1寝8 F 7 C 2 N 完封㌧W 楕礪 つ　 ：憫 × 臓 郡　　 外傾 平坦 人為

1629 E 7 d 7 N －1圭一E 隅丸長方形 ！　 2。48 × は0 霊 「礪 平机 人為

鼠631 F 7 dO N つば⊥W 長方形 i　 罰 ×：。腑 凱 「梱 皿状 自然

1632 E 6 e 3 －
i l。25 ×維凋 蟻　　 外傾 平坦 人為

1633 E 6 e3 甘弓ぽ∴W 楕円形 i l。50 ×摘 亜 「梱 平机 人為

163逢 E 6 e3 Y －31㌔ーE 長方形 i i。35 ×私消 罰　　 外傾 平耕 人為

1635 E 6g 3 －
［　 鋸鮒 ＞く相 9　 日礪 平坦 …

ま寝6 E 6ぐ3 －
i　 m o 痢離郷 摘　　 緩斜 平川 人為

1637 仁ヰa O －
円形 i　 oe58 ×0を55 i

－ －

1638 E 6e 3 酢」が⊥W 長方彬　　　　 圧50jx O調 罰 「礪 平川 Å為

1639 E 5d 6 …
0．9　×用．7小 壷 「礪 平坦 人為

1根0 E 5b 7 Ⅳ…が 楕円形 i 。開 × 。鮒 ほ　　 緩斜 平坦 人為

蟻射 E 5a 7 酢」ぷ∴W 楕抒形 ！　 鋸鮒 ＞く針随 器 「礪 平川 － 土師器 平安

1根3 E 5b 7 N －50十一E 楕円形 ［　 0薫5 ×つ閥 5　 恒繍 皿躾 Å為

1糾4 E 5 b 7 －
円形 i　 o。53 ×0や52 8　 日繍 皿状 人為

16壷 E 5 d 6 N －15J－W 楕円形 i l。18 ×針撒 髭 「礪 平机 人為

1646 E 5 b 5 飾喜好㌧薫 楕円形 i l忍確×∵上は 渕　　 外傾 皿状 人為

1649 F 8 d l －
！　 細を55）×私墟 ！

－ －

165ヱ E 5 f 9 N －25㌔－W 楕円形 i　 o。73 ×0。66 那 「梱 皿状 人為

1653 D 5 j 6 N …880－E 隅丸長方形 i　 3072 × 1e24 封　　 嬢斜 平坦 －

1654 D 5 j 7 －
i　 幽 か中の嘲 壷 「梱 平坦 －

1655 0 5 j 7 N －90十 長方形 i　 姐 6 ×0092 那 「礪 平坦 －

1656 D 5 j7 －
［長方形‖ ＋ 綾調 × 臓 器 「礪 辛机 －

1657 E 6 e4 N －16J－E 楕円形 i l。53 ×1035 胡 「梱 平坦 人為

1660 E 7 f4 －
！ i

－
人為 十師質十器，有器 中世

1662 E 7 f4 紆」好㌧薫 掩柵 つ ［ ：憫 ×摘 i
－ －

1663 E 5e 8 N －86㌧戌 楕円形 ！　 0。78 ×銑鋼 鍼 「醜 平川 －
i

i

陶器，鉄製品，石器＋ ＋ ＋ ＋ i

i

i

i

［

i

i

土師質土器　　　　　　 i

i

i

i

i

l

i

l

中世

中世

1664 F 8d 2 －
不定形 i　 L 蟻 ×Oe74 摘　　 外債 平坦 人為 1

1667 F 8a 2 N －0÷ 不定形 ［　 2。10 ×1。70 2 ～緋　 外傾 平坦 人為

1669 E 6b O Ⅳ」ぽ㌧W 楕円形 0．97 ×0．75 ！
－ －

1671 E 6 fl －
i　 o。8ま×［0．魂］ 鳩 「礪 平坦 自然

1672 E 6 d 3 N －18ユーW 楕円形 i　 錮6 ×0838 彪　　 外傾 皿状 人為

1673 E 6 d 3 －
i円形 i　 O・58 ×仕54 訪　　 緩斜 皿状 人為

1674 E 6 e 2 N －140－E 楕円形 ！ 1。03 ×（0．56ラ ！
－ －

1675 F 7 b 9 N …60－E 隅丸長方形 i l．40 ×鋸糾 髭　　 外傾 平坦 －

1676 D 6 j l N －85こ－W 長方形 i　 2．88 ×1043 閥 「礪 平坦 人為

1677 D 6 j l N一路㌧W 長方形 ！　 4．28 ×1e60 78 i 外傾 平坦 人為

1680 D 6 j 3 －
i l。37 ×細さ75） 76 垂直 平坦 －

1682 D 6 j 3 －
i　 o．78 ×紅35） 花 「梱 平坦 人為

1683 D 6 j 3 N －85ユーW 隅丸長方形 i　 2〃16 ×0081 70 ！外傾 平坦 －

1684 E 6 a3 四つ 10－E 楕円形 i　 o．93 ×0。72 18　 日礪 皿状 －

1685 E 6a 3 － 円形　　　　　 0．66 ×仕66 49 外傾 皿状 －

1686 E 6a 3 N 一丁エーE ［長方形］ ！　 臼．07ラ×0。67 摘　 「礪 平粧 自然
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士坑

番号
位置 長径 摘録方向 平面形

i　 規　 模 i 壁面

底面 覆土 出　 士　 遺　 物
備　 考

（時代）i長径潮 凧 ×短径（軸肋 桓 さ（cm）

1688 D 6 j 3 極 －110－E i 隅丸長方形 i　 鉦 28）× 0．74 i 60 ！タ礪 再 纏 極 為 i ！

16 93 F 8 a l i ！ ！　 用 0 ×（0．93） i 9 i ！平坦 恒 為 ！

1694 F 8 b 2 極 上 紅 潮 ！ 隅丸方形 0．81 × 0．71 i 17 再 臓 i 皿状 人為 巨 師質土器 中世

169 5 E 6 d l i i 円形 0．53 × 0．53 ！ 壷 外傾 皿状 人為

1696 E 5 C 6 N －5 ご－W 楕円形 0．58 × 0．46 － － － －

1697 E 5 C 7 N －0 亡 楕円形 0．73 × 0．61 － － － －

1698 F 7 a 9 N －10ご…E － 0．82 ×（0．60） 25 外傾 平班 人為

1699 F 7 b O N －25こ－E 楕円形 1．35 × 1．00 2 5 外傾 平坦 人為

1700 F 7 b 9 N －0 ぐ 長方形 1．32　×0．58 3 5 外傾 平坦 －

170 1 F 7 b 9 N －22亡－E 長方形 1．85 × 0．90 32 外傾 平坦 人為

170 2 F T b 9 － － （0．70）×（0．50） 12 － 平坦 －

1703 i F 7 b 9
－ － （1．80う× 1．15 25 － 平坦 人為

1704 F 7 b 9 － － （14 7）× 1．22 20 外傾 平坦 人為

1705 F 7 b O N …㌢㌧虻 長方形 1．25 × 0．95 9 外傾 平坦 人為

1707 F 7 b 9 N －2 十一E 長方形 2．28 × 0．80 34 外傾 平坦 人為

1709 F 7 b 9 N －75ぐ－W 長方形 1．18 ×0．82 18 緩斜 平坦 －

17は E 7 C 7 N －59こ－W 楕円形 1．03 ×0．85 16 外傾 平坦 人為

1713 F 7 b 3 N －270－W 楕円形 ぐ0．50ウ× （＝3 18 外傾 平坦 人為

1714 D 7 j 4 － － （2。74）×（2．34） 115 － － －

17 15 E 7 g 4 － － 紅84）× 0．80 12 － 平坦 人為

1716 E 7 g 4 N －5 こ－E 楕円形 1．43 × 1．15 13 外傾 平坦 自然

1717 E 6 h 3 － － 1．33 ×（0．泌 20 外傾 平坦
－

1718 F 7 b 7 N －81十一W ［長方形j 仕 鮎］× L OO 3 5 外傾 平坦 人為

1719 F 7 b 8 － － し0．87う×0．77 18 外傾 平坦 人為

1721 E 6 b 3 － 円形 0．54 ×0．52 4 5 外傾 皿状 人為

172 3 E 5 a 6 N －0 0 長方形 3．10 × 0．93 20 外傾 平坦 人為

1724 E 7 g 5 N …8 0…E 長方形 2．75 × 0．98 19 外傾 平坦 人為

1726 E 6 h 5 － 円形 0．44 × 0．43 22 緩斜 皿状 人為

1729 E 7 a T － ［円形〕 1．13 ×［1．08］
－ － － －

1730 F 8 e 5 N －47予－W 不定形 1．13 ×（0蕎5） － － － －

1732 E 6 h O － 円形 0．50 × 0．46 50 外傾 皿状 人為

1735 E 6 h 5 N －2 十一E 長方形 1．66 × 1．34 3 9 外傾 平坦 人為 縄文土乳 土師器

1736 E 6 a O N －120…E 楕円形 0．56 ×　0．50 4 1 外傾 皿状 人為

1737 E 6 a 9 － 円形 0．43 × 0．43 12 外傾 皿状 －

1＿738 E 7 g 7 － － ［0．98］× 0．83 36 外傾 平坦 人為

1739 E 6 a 9 N －220－E 楕円形 0．74 × 0．59 31 外傾 平坦 人為

174 1 F 7 e 9 N －3 0－E － 1．10 ×（0．90） 17 － 平坦 人為

1742 E 7 g 5 N －70 0－W 楕円形 1．00 × 0．70 － － － －

1744 E 6 a 8 N －23〇一W 楕円形 0．70 × 0．55 2 5 外傾 皿状 人為

1745 D 6 j l N －3 0－E ［隅丸長方形］ （1．35）× 0．93 － － － －

174 8 E 5 a 6 N －5 0－W 長方形 2．00 × 1．20 27 外傾 平坦 人為

174 9 D 7 j l N －89㌧載 楕円形 0．81 × 0．72 40 外傾 皿状 人為

！

l

l

i

土師質土器，陶器 中世

1800 D 6 i 8 － － 3．35 ×（2．47） 40 外傾 平坦 人為

1807 D 7 j O N －83㌧W ［長方形］ （1．33）× 0．88 33 垂直 平坦 －

1811 D 6 i 8 N －70 0－W 不定形 2．00 × 0．86 50 緩斜 皿状 人為

1814 D 6 j 8 N －84 e－W 長方形 1．87 × 0．65 17 外傾 平坦 人為

1817 D 6 j 8 － 不定形 2．20 × 1．65 75 外傾 平坦 人為

1818 D 6 j 9 N －88〇一W 楕円形 1．05 × 0．87 4 緩斜 平坦 人為

182 2 E 6 h 7 N －800－W 楕円形 2．08 × 1．26 18 外傾 凹凸 自然

自然 i

182 3 E 6 c l － － 0．90 ×（0．45） 10 緩斜 平坦

1825 E 6 i 7 N －2 0－W 楕円形 1．32 × 0．71 14 外傾 平坦

1829 E 6 a 9 N －69e－E 楕円形 0．72 × 0．56 17 外傾 平坦 人為

1830 E 6 所 N －34 0－可 楕醐 つ 1．28 × 1．04 23 外傾 平坦 人為

1833 E 6 d l i N －70 0－W ！ ［長方形日 （1．60）× 1．10　 ！ 29 i 外傾 平坦 人為 ！

1839 E 6 h 8 i N －73 0－E I 不定形 l 1．15 × 1．05　 ！ 18 ！外傾 l 平坦 人為 ！

184 0 E 6 所 N －80 0－W i 長方形 ！ 2．35 × 2．10　 i 23 i 外傾 l 平坦 ！人為 ！

184 1 E 6 所 i 円形 ！ 0．54 × 0．50　 ！ 3中 直立 l 平坦 l 人為 l

184 3 E 6 所 N －250－W I 不定形 ！ 1．20 × 0．85　 ！ 35 ！垂直 I 平坦 ！人為 ！
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土坑

番号
位置 長径（軸）方向 平面形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物

備　 考

（時代 ）長径（軸H m ）×短径（軸）（m ）深さ（cm）

1844 E 6 j 7 － 円形 0．88 × 0．82 － － － －

184 5 E 6 j 6 N －18 e－W 方形 1．38 × 1．36 29 外傾 平坦 人為

1846 E 6 j 7 N －300　－E 長方形 1．18 × 0．96 34 垂直 平坦 自然

1847 F 6 b O － － （1．22）×（0．81） 32 －
平坦 人為

1848 E 6 h 8 N －90 0 方形 0．58 × 0．53 3 2 外傾 平坦 自然

1849 E 6 g 9 N －200－W 不定形 0．96 × 0．60 17 緩斜 皿状 自然

1850 E 6 h 9 － 円形 0．69 × 0．62 2 0 外傾 皿状 自然

1851 E 6 h 9 N －0 0 楕円形 0．74 × 0．62 34 媛斜 皿状 自然

1852 E 6 h 9 N －140－E 楕円形 1．31 × 0．66 18 緩斜 皿状 自然

1859 E 6 j 8 N －790－W 楕円形 1．12 ×0．58 3 7 外傾 皿状 人為

1862 E 6 j 7 N －880－E 楕円形 1．30 ×0．70 12 外傾 平坦 －

1863 E 6 j 7 N －690－W 楕円形 1．04 ×0．50 9 外傾 平坦 人為

1864 E 6 j 7 － － （1．36）×（0．45） 27 外傾 平坦 自然

1865 E 6 h 7 N －730－E 楕円形 0．92 ×0．76 12 外傾 皿状 自然

1866 E 6 h 7 N －600－E 楕円形 0．80 × 0．60 18 外傾 平坦 人為

1869 E 6 h 8 － 円形 0．92 × 0．88 39 外傾 平坦 －

1870 E 6 h 8 N －7 0－E 楕円形 1．42 × 1．12 12 － 平坦 自然

1872 E 6 a 4 － 円形 0．48 × 0．44 35 外傾 皿状 人為

1875 E 6 g 8 N －900 不定形 1．80 × 1．09 29 外傾 凹凸 人為

1876 D 6 h 8 N －0 0 ［隅丸長方形］ （1．40）× 0．現 50 外傾 平坦 人為

187 7 D 6 j 9 N －810－W 隅丸長方形 4．15 × 1．03 32 緩斜 皿状 人為

188 2 E 6 e 8 N －780－W 隅丸長方形 2．40 × 0．72 23 外傾 平坦 人為

1890 E 7 i 3 N －2 0－W 楕円形 1．30 × 1．10 50 外傾 － －

189 1 E 7 g 5 N －350－E －
仕30］× 0．90 55 外傾 皿状 －

1．892 F 8 g 3 N －0 0 長方形 3．15 × 1．20 － － － －

1893 F 8 g 3 N －86 0－W 楕円形 1．23 × 0．80 － － － －

1894 F 8 g 3 N －9 0－E 隅丸長方形 1．42 × 0．86 － － － －

1895 D 6 j l － － （0．77）×（0．43） 40 外傾 平坦 －

1896 E 5 a O － －
（2．90）×（0．54） 28 外傾 平坦 －

1897 F 8 b l － － 1．14 ×（1．00） 22 外傾 平坦 人為

1898 E 5 C 4 － － 2．08 ×（0．74） 28 外傾 平坦 人為

1899 E 7 g 7 N －7 0－E ［長方形］ ［2．32］× 2．10 75 外傾 平坦 人為

1900 E 7 d 5 N －19 0－W 楕円形 4．07 × 3．15 20 0 垂直 平坦 人為 土師質土乳 陶乳 石器 中世

190 1 E 6 f 7 N －0 0 楕円形 1．53 × 0．90 － － － －

1902 F 8 b 3 N －860－E ［楕円形］ 2．06 × 1．47 － － － －

1903 E 6 h 3 N －9 0－W 不定形 （2．30）× 1．38 － － － －

1904 F 8 C 5 N －160－E ［楕円形］ ［1．12］×［0．62］ － － － －

1905 E 7 i 3 N －780－W 楕円形 1．47 × 1．00 2 1 － － －

1906 E 5 a O － 不定形 （1．35）×（1．25） － － － －

1907 F 8 c l N －79 0－W 楕円形 1．00 × 0．55 － － － －

1908 F 8 c l N －33 0－E 楕円形 0．60 × 0．40 － － － －

1909 E 7 g 3 N －50－W 楕円形 1．00 × 0．80 － －

平坦

－

1910 D 6 f O N －7 0－E 隅丸長方形 3．50 × 1．54 70 外傾 －

1911 E 8 j l N －830－E －
（1．08）×（0．80） － － － －

1912 F 8 d 3 N －420－W 不定形 0．93 × 0．84 － － － －

1913 F 8 d 5 N －8 0－E 長方形 0．98 × 0．84 － － － －

1914 F 8 e 5 N －400－E 楕円形 0．98 × 0．56 － － － －

1915 F 8 e 5 N －100－E 不定形 0．81 × 0．80 － － － －

1916 F 8 e 5 N －270－W 楕円形 0．74 × 0．60 － － － －

1917 F 8 e 5 N －750－E 楕円形 0．65 ×0．37 － － － －

1918 F 8 e 5 － 円形 0．76 ×0．73 － － － －

1919 F 8 e 5 N －760－E 不定形 0．88 × 0．88 － － － －

1920 F 8 e 5 N －320－W 不定形 1．92 × 1．48 － － － －

1921 F 8 f 5 N －0 0 楕円形 0．85 × 0．67 － － － －

1922 F 8 f 5 －
円形 0．86 × 0．73 － － － －

1923 F 8 g 5 － 円形 1．15 × 1．13 － － － －

1924 E 7 a 3 N －37 0－W 楕円形 1．88 × 1．66 － － － －
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第4節　ま　　と　　め

太田神社前遺跡は縄文時代から中。近世までの複合遺跡である。今回の調査では，弥生時代の遺構は確認さ

れなかったが，遺物は数点出土していることから，近辺に遺構があったものと考えられる。

特徴的な遺構としては，縄文時代の有段式竪穴住居跡や中世の地下式壕，竪穴状遺構などがあげられる。また，

遺物では県内でも出土例の稀な「権」「鋼造観世音菩薩立像」「温石」が出土している。以下，これらの遺構や

遺物について若干の考察を加え，まとめとしたい。

1　縄文時代の遺構と遺物について

太田神社前遺跡ではタ　縄文時代の遺構は，住居跡6軒，土坑10基を確認した。ここでは，当遺跡から出土し

た土器と主な遺構について取り上げる。

（1）縄文時代中期中葉から後葉の土器について

出土した土器の多くは中期中葉が主体であり，阿王台式期のものが大部分を占めている。その他には加

曽利E式期の土器が見られ，本報告書では阿王台Ⅱ～Ⅳ式と加曽利EI古式までを中期中葉とし，加曽利

EI新式＼・Ⅲ式を中期後葉として取り上げる。

ア　阿王台Ⅱ、Ⅲ式期

第84号住居跡の7は無文である。目線部には，粘土棒を芯としてそれを粘土帯で囲った突起が2単位

みられる。また，始まには雲母の混入が多い。同住居から出土した土器片では，目線部に押引きによる

角押文が施文してあり，阿王台Ⅲ式の様相をもつものと考えた。

第85号住居跡の用は　隆帯でロ緑部や胴部を区画し，隆帯に沿って押引きによる爪形文が施文されて

いる。またタ　Ⅲはロ緑部を隆帯で区画し，隆帯に沿って押引きによる爪形文がみられ，区画の中央部に

も爪形文が施文されている。第84号住居跡の遺物と比較すると10，11とも胎土への雲母の混入が少なく

なっている。11との類似例は，栃木県南堀切遺跡第5号住居跡出土土器1）に見られる。第85号住居跡の

土器は，阿王台Ⅱ式の新段階（阿王台Ⅱ～Ⅲ式への移行期）の様相をもつものと考えた。

イ　阿王台Ⅲ、Ⅳ式期

第190号土坑出土の18は，眼鏡状の把手をもち隆帯上に刻みがある。RL単節縄文を地文とし，胴部か

ら把手にかけての隆帯には縄文が施文され，隆帯に沿って平行沈線を巡らしている。頚部には横方向の

波状の平行沈線が，胴部には縦方向に波状の沈線が施文されている。また，19は鶏冠状の把手をもち，

刻みがある隆帯で区画されている。区画内には押引文，短沈線，縄文が充填してある。胴部にはRL単

節縄文があり，一部に結節縄文がみられる。第190号土坑の土器は，阿玉台Ⅲ式の様相をもつものと考え

た。

第89号住居跡から出土した13は，把手の部分のみの出土である。鋸歯状隆帯が蛇身意匠を呈している。

胎土は雲母を多少含んでおり，色調が白っぽい点では本遺跡の他の遺物と異なった印象を受ける。阿王

台式土器と平行する井戸尻I式期の様相をもつものと考えた。

第379号土坑の26は目線部を隆帯で区画し，隆帯に沿って2本の平行沈線がある。頚部は無文であり，

頚部と日録部の間の隆帯が下方に突出し押庄されている。胴部の隆帯による区画内には，波状の沈線が

施文されている。また，27は口唇部が平坦で，S字状に押引文が施文してある二対の把手をもつ。目線

部から胴部にかけてはLR単節縄文が施文してある。ロ綾部に隆帯でS字文が展開し地文に縄文が施文

される事例は槻沢遺跡の14H－P22ノに見られる。第379号土坑の土器は，阿王台Ⅳ式期の様相をもつも
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のと考えた。

り　加曽利EI、EⅢ式期

第828号土坑の33は眼鏡状の突起をもち，隆帯で区画された中にLR単節縄文が充填してある。日録

部下端には，沈線による渦巻文が施文されている。35は，眼鏡状の突起をもち隆帯の中には渦巻文を中

心に配し短洗練を縦e横に施文している。第834号土坑の40は，口辺部に沈線が巡っており，その下に

隆帯がついている。隆帯上には渦巻文が沈線によって施されており，浅黄色の色調の胎土である点など

から当遺跡から出土している他の土器と様相が異なっている。加曽利EI新式～EⅢ式期の様相をもつ

ものと考えた。

（2）縄文時代の遺構について

ア　有段式竪穴住居跡

有段式竪穴住居跡を2軒確認した。第28号住居跡は，下段で4つの主柱穴と北東コーナーから南西コ

ーナーにかけて壁溝を確認した。炉は設けられていなかった。下段の平面形は隅丸長方形であり，上段

についても北西コーナー部のみの確認ではあるが，隅丸長方形と推測される。遺物から見て時期は阿王

台Ⅲ・、Ⅳ式期である。

第謂号住居跡は下段に　つの主柱穴をもち　下段が長方形声　上段が楕閏形に近い隅丸長方形である。

炉は設けられていない。遺物から見て時期は，第28号住居と同じく阿王台Ⅲ～Ⅳ式期である。

有段式竪穴住居跡については，文献3）で詳細に述べられており，その形態分類に従えば当遺跡の2軒

ともE類…「平面形は方形も長方形を基調とし，4か所あるいは6か所の主柱穴をもつもの」に該当す

る。E類の存続する時期については，阿王台Ⅲから加曽刹EI式期とされてお軋　当遺跡の　軒と　該

当する。

有段式竪穴住居跡の性格については，「一般的な住居跡と同様な機能であったかについては疑問の余

地を残す」4）といった意見もある。栃木県石神遺跡第1号住居跡は石器が多数出土している点からタ　石

器製作の工房跡と考えられている5）。当遺跡の第33号住居跡は，磨石が6点，擦痕のある四着が5点出

土している。付近に屋外炉が確認できないため推測の域を出ないが，食品の加工場や厨房として用いら

れていたことも推測できる。

イ　袋状土坑

確認された10基の土坑は，耕作によって上面が削平されていた。また，縄文時代以降の土坑や住居に

よって掘り込まれており，当時の形状をとどめていないのが現況である。その中で縄文時代中期に見ら

れる袋状の形状をもつ土坑が4基確認できた。それ以外にも元は袋状であっても，開口部から底面近く

にかけて削平されて形状をとどめていないものもあるが，縄文時代の遺物が伴っていないものや，形状

が明確でないものは縄文時代の遺構として取り上げていない。

当遺跡の袋状土坑の遺物で完形の土器は第379号土坑の28だけで，それ以外はすべて破片である。そ

れぞれが散らばった状態で出土しており，人為堆積によるものは廃棄時に投げ込まれたもの，自然堆積

によるものは廃棄時以降に堆積土と共に流れこんだものと判断した。何らかの意図を含んだ埋設行為を

した土器は，見られなかった。

袋状土坑の性格については，貯蔵穴あるいは墓壕ととらえる考えもある6）。当遺跡の袋状土坑は，遺

物の出土が少なく，副葬的な遺物や人骨が無いこと，埋葬に用いた可能性のある土器がみられないこと

から，貯蔵穴として利用されていたと考える。
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2　中世の遺構と遺物について

（1）地下式堰について

地下式壕が19基確認されている。とくにり5のり6区に12基が構築されている。EHうつD6区が含まれ

ている調査区西部の南側にあたる位置には合計柑基が構築されておりタ今回の調査のほぼすべての地下式

堰がここに立地していることになる。

以下夕　当遺跡の地下式境についていくつかの特徴をあげる。

ア　竪坑の位置

すべての地下式壕が　竪坑は南側もし　は西側のいずれかに構築されている。

、′・・、‥　十、′こr・、、らリ′：！、∴′∴　　フ、．＼§ぐ▲‘ノ＼∴　′　言三。工、′言上、J＼甘柿「

・′　、′　　∴′‘・－1：・．‾’・ラ　さ二ノ、言、ら′．∴工・′．＼∴、′′　三　二　；、：昌‘′　′ノ十㌦・し：′上土こ′声．一　′

る。

イ　主軸方向

、　　　　‾　　　　　　　　′；．、・・・／、」．ノ、′　ノ）だ′、∴一′1カ、トノごり．′∴′′・、　ら　．f言：　S

＼　　ノ′・　∴十・、′、′　′　ら　　‾′／了　　・．′バーこノ・／′　‾．．．；‾、プ・、、、リて言．、く′・、、、‾・・′く一′一　′

と　某に半数の　基が竪坑から室室への主軸が真北であることがわかる。竪坑が南側に構築されて折る

、，　：′　　　′′．、′′　　　l・ソ′ニ　／′　′了∴工　′　一　′1　‘′亡　′∴　一ノ　＿　′　＿′′、．二　　：、、、，

ノ　　　　　′′、1′ノ　′　∴　′　ノ∴　′　′・＿　十ノ・ノ∫、：′∴あ′1　㌦‘こ　、：：1・；．・、．ら′　′

′　　　　　′　　　　　′．’ノ′、／′　　．　′∴　　′　　　　九、1を′‥‾

っていることになる。

り　面　積

・′　‾　　　　　　　・′′′、∴　‾、、こ了ノ　1一．　′　‥ノ　ー．1′－　／、′，・三′ノ′　ノ．

′　　　‥　∴′’　　・．、・ノノ　∵∵　ノ∴一．t∴∵・：主′′ノー、上　′　一・一′立　′シ月′．ノ

′．　′　　　　　　　　′言．、り　′、、′．′∫イノ

エ；＿臣土遺物とその時期
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ある。中世の土器として土師質の内耳銅片が多数確認されているが　おおむね蟻健虎以降と考えられる。

その慮　同じ土師質の小皿は　出土数は少ないが残存率が比較的高ら　これらの器形は第　号潅跡出土

の土師質、皿と類似している。また　陶磁器片は　点出土してお軋　そのうちの　点は第蟻号地下式壕

から出土した常滑産の片口鉢で　生産地年代を蟻世紀後半組型式）　位置翻　ることがで　る。

遺物はほとんどが流れ込みや混入であるため撃地下式壕が機能していた時期は不明であるが，遺構の

形態から中健に利用されていたものと考えられタ　おおむね蟻世紀から16世紀代には埋没していたものと

考えられる。

オ　機　能

地下式壕の機能としては，以下の3点が考えられている7）。

ア　墓地に伴う地下式堰

イ　集落・屋敷に伴う地下式堰
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（ウ）館e城に伴う地下式墳

本跡の地下式壕の機能を探る手掛りとして鶴（ウ）について触れてみたい。

桝の場合，北関東では中世墓地においては，井戸と地下式壕がセットで確認される事例が多く，本跡に

おいても地下式壕が確認された区域内（調査区西部南側）には15基の井戸跡が確認されている。また，調

査区域内で確認された数百の土坑のうちの数基ではあるが人骨が出土しており，墓壕と考えられる遺構も

確認されている。しかしタ当遺跡の地下式壊からは人骨や骨粉は確認されておらず，墓地に伴う葬送施設

とは断言Lがたい。

（ウ）の場合，葬送儀礼に係わらない土倉のような機能が想定でき，竪坑を複数有するものやタ底面の面積

が広く露天掘りのものなど，特異な形態をもつ地下式壕は墓地以外で検出される場合が多い。当遺跡にお

いては第1号溝跡が中世の館跡の一部と考えられる。第7号地下式壕は竪壕を4つ有している。またタ第

12号地下式壕は徳利のような特異な形状を呈している。今回の調査では，すべての地下式壕が館跡の外側

に位置することになるが，多くが調査区域外にかかってしまい全容については不明である。地下式壕を貯

蔵施設とする考え方では，「耕作地や流通拠点「屋敷や寺院などに広く作られ機能した時代こそタ15世紀代

という経済流通が活発な時代だった」8）としタ　地下式境の年代を15世紀代を中心に作られたものとしてい

る。前述したように当遺跡の地下式壕からも15～16世紀代の遺物を見ることができる，離宮の一部と考え

られる中世の溝跡や商業活動をうかがわせる樺秤の錘（第4節2（3）で「権」として紹介）が出土している

等，これらの現状を考えると当遺跡の地下式境は土倉などの貯蔵施設として機能していた可能性が高い。

（2）竪穴状遺構

竪穴状遺構が19基確認されている。これらは，形状から大きく5種類に分類することができ，ここでは

A、E類とした。

A類　壁際に対になる柱穴をもつもの（第1～9elle19号）

B類　壁からやや離れた位置に対になる柱穴をもつもの（第13の掴巨18号）

C類　対になる柱穴を複数もつもの（第15号）

D類　一方の壁の中央部に焼土や粘土を確認できるもの（第16弓甘号）

E類　柱穴をもたないもの（第10012号）

特に確認数が多いA類について記述する。

ア　立地

第509019号竪穴状遺構の3基は第1号溝跡の東側に，それ以外はE6区（調査区西部の南側）に

群集している。

イ　規模

総じて長軸が1。6～2。6恥短尊由が1。4～2。蝕でタ第2号竪穴状遺構以外は長軸と短孝由との差が1割程度

の方形もしくは方形に近い長方形を呈している。柱穴の配列は南北壁で対になっているものが8軋東

西壁で対になっているものが3基である。

ウ　時期と性格

A類全体での出土遺物は　縄文土器片2野点　土師器片相見須恵器片摘点　土師質土器片78点滴

寄鍋73点，小皿5点），鉄製品2点（釘）であるが，そのほとんどは人為堆積時の混入である。それぞれ

の遺構においては　第　号でP　内にかなりの量の炭化物がタ　第4号の床面には焼土や灰が，第6号で

は炭や骨粉の層が確認されている。また，第607号のみではあるが階段状の出入りロ施設を有してい
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る。

第1号と第2号は重複関係にあるが，出土遺物等からは大きな時期差は見られない。第4号と第6号

も重複関係にある。第6e8号ではともに床面近くから土師質の内耳鍋片が出土している。また，他の

竪穴状遺構もE6区（調査区西部の南側）の限られた範囲内に構築されておりいずれも人為堆積である

ことから，時期は中世後半と考えられ，それぞれが短期間に廃棄されていた可能性がある。また，A類

のすべてに共通することに，床に硬化面を持たない点をあげることができる。

竪穴状遺構が比較的顕著に出土している遺跡は，県内では柴崎遺跡9），中根十三壕遺跡10），石畑遺跡11）

があげられる。その中でも，中根十三塚遺跡，石畑遺跡で確認された竪穴状遺構に柱穴の位置等で類似

点を見出せる。しかし，当遺跡のA類は「柱穴が2か所のみ」「硬化面をもたない」など独特な一面を

見ることができる。また，近県では栃木県の下古館遺跡12ノ），福島県の古館遺跡13）があげられる。出土例

が多いということもあるが，栃木県の下古舘遺跡の竪穴状遺構は「硬化面がない」「出入り口施設をもつ」

「ほとんどが2～3か所の柱穴をもつ」など当遺跡のものと類似している点が認められる。骨粉が出土

していることから一部墓域との兼ね合いも考えられるが，硬化面が認められないなど住空間としての痕

跡が見られないことから，当遺跡（とくにE6区）の竪穴状遺構は主として貯蔵施設として機能してい

た可能性が高い。

（3）「権」について

中世に広く使用された秤は樽秤の形態をとるものが多く，その際に用いられた秤の錘が「権」である。

「権」は第5号ピット群内のピット1の覆土上層から出土している。第5号ピット群は南北に延びる第21

号溝跡の東側に立地している。これらの溝跡からは中世の土師質内耳鍋も小皿，陶磁器類が出土している。

この調査区域にはその他に土坑の井戸跡・ピット群などがあり溝跡同様に中・近世の遺物が確認されてい

る。また，本遺構も含めピット群は4か所確認されているが，遺物は「権」主点のみで他は出土していない。

時期を決定できる共伴遺物がないため，当遺跡内でいつごろ使われていたものかは難しいが，類似例が

福井県一乗谷朝倉氏遺跡14）や京都府シミズ谷城遺跡15）から

出土している。また，形状は異なるが「権」の出土は宮城

県本屋敷遺跡16），静岡県笠井若林遺跡17）などでも見ること

ができる。「権」の出土している遺跡は，いずれも室町期を

中心とした城館や町屋集落のような流通の拠点となってい

る。

「権」は長さ4。7C恥最大幅は3．1cm，重量は103gである。

六角形を基本としており，胴部のほぼ中央部分がくびれて

いる。また，本体の上部には紐状の穴のあいた突起がある。

Ⅹ線による成分分析では鋼と錫が主成分となっており銅が

81％，錫が16％である。その他として，硫黄が3。4％含まれ

ている。

「権」については管見の限り本県での資料はない。全国の

権衡資料を集成した宮本氏は，「権」をA～E類に分類して

分析をおこなっている18）。宮本氏の分類にあてはめると

当遺跡出土の「権」はB類に分類される。B類については，
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「中国で束原形と呼ばれている立て長の本体でタ　途中にくびれ（束腰）部があり夢　くびれの上は球形で，

くびれの下は裾広がりの台状になっている。上部には釣り下げるための孔のあいた突出部を持つ。」として

いる。

当遺跡出土の「権」は形状的には福島県伊達郡に伝承されている「権」1釦に酷似している。

B類のほとんどは鋼製で芦　中世から近世初頭の錘という点では当遺跡出土の「権」もその枠内に収まる

ものと考えられる。第4節2ので記述したように芦　中世後半の当遺跡を「商業活動の拠劇　と考えるので

あれば言権　の出土は単なる偶然ではない　のと考えられる。

（4）「銅造観世音菩薩立像」について

鋼造観世音菩薩立像は調査区東部の第838号土坑の覆土中層から斜位で出土している。調査区東部は竪

穴住居跡　軒は健妃代上竪穴状遺構　基持碁は時期不明夕　基は中健上溝跡　条　中世上土坑器基

が確認されている。

立像は　総高相を鮎m　像高。艶m　蓮華座幅。艶m　足長。激mである。頭部は宝冠をかぶ娠　天冠台　東

‘、：・∴．′∵一′・・。）ノ．一　／：：／一　ノ　ー∴′　　／′、t′′ノ′′　′．　L、　′∴　　‘

∴′　了′　′、　－（ノノ　ノ、　′　　‘・∫′．∴　－J・　′　′・′、′声．　、　　．、、　　，7′　　・　一：′、　‘

′ノ　∴　誉　′　′　、　ノ、ノ　1′．　ノ、‘　　‾′　　　　　　　　　　　一‾、　　　ノ　　　　ノ、1－t、′　一

．　　－　　　　．　　一・′、　′′　　　′　′　　　　　　　　　　、．　‥・　　　　　　　ノ′　ノ　　　∴′

リ．　、ら　1ン′、、′、・、′・圭　ノ、一′∴・′・∴・　　　　㍉ノ′　′・′、、‘　‘′′、．一二了

の特徴から本例は平安時代未から鎌倉時代初め組世紀末　頃の製作と考えられる。表面には一部鍍金の

痕跡が認められる2㌔
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Ⅹ線分析装置による成分分析では，鋼が94％を占めている。その他の含有物としては，ケイ素が4．6％，

硫黄が1．1％となっている。

本例と同様の小鋼造仏が出土している例として，県内では結城市下り松遺跡21），千代川村本田屋敷遺

跡22），美浦村木原城跡23），近県では栃木県清六Ⅲ遺跡24）などがある。下り松遺跡からは平安時代の小型の菩

薩像が2点報告されている。いずれも高さが50～60mmと本跡のものと比べ約半分の大きさである。含有物

は鋼を主成分とし（97～98％）他にと素，銀，鉛となっている。本田屋敷遺跡の青銅観世音菩薩立像は総

高79m皿で時期は平安時代末，木原城跡の金銅観世音菩薩立像は総高55mmで時期は鎌倉時代，清六Ⅲ遺跡の

鋼造阿弥陀如来立像は総高86mmで時期は12世紀である。出土金銅仏については，出土例が増加しつつある

現状から，総合的にその造像の背景と使用層を考えるために，仏像の種類・大きさ・出土状況・金属組成

比及び遺構などを集成していく必要がある。

（5）「温石」について

「温石」は遺構外の出土で，出土地点付近及び北側では古墳時代後期，奈良・平安時代の住居跡が群集

している。南側には，中世の溝跡や多数の地下式境が立地している。

石材は凝灰質礫岩を利用し，縦16cm，横11．4cm，厚さ3．1cm，重量1040gである。厚さにあたる側面部分

は4面とも一方向もしくは両側から工具を入れたと考えられる極浅い溝状の整形痕が確認できる。端から

5cmほどの位置に穿孔が施されている。孔は両面とも表面が径1．5cm，中心部分が0．7cmとなっており，両

面から穿孔が施されていたものと考えられる。また，表面には一部ではあるが煤が付着している。このよ

うに，札状を里し，加熱後に火箸などで保持するときの便であると考えられる孔を一端に有していること

から，「有孔方板状石製品」とも呼ばれている25）。同形状の「温石」は，栃木県下古館遺跡26），神奈川県千

葉地東遺跡27）等に出土例がある。また，中世遺跡では当時広く流通していた滑石製石鍋の破片を転用した

温石も出土しており，さらに近世には「有印土製円盤」と呼ばれる「土製の温石」も利用されている鍵）。

温石そのものは石を直接火で熱したり熱湯に入れたりして温め，布などに包んで暖をとる携帯用のカイ

ロとして，また暖防具としての用途にとどまらず温熱治療用具として使用されてきたものである。古くは

奈良・平安時代から利用されていた

ものであるが，本例は中・近世の温

石と形状等に同様の特徴が認められ

ることなどから，遺構に伴っていな

い現状では「温石」の使用時期を中

世から近世と時期幅をもたせて考え

ておく。
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＊秤座以前のものと見られる秤は数少ないが，これはその一つ。福島県岩代固伊達郡福田村神宮吉田氏の桑畑より

明治22年に掘り出されたもので，同家は四代以上も続いた旧家という。青銅製，重量三四匁二分言鶉さ匹廿五分

20）茨城大学大学院人文科学研究科講師の後藤道雄氏のご教示による

21＿）川津法仲，平石尚和　「l一一一一一一一一一一般国道50号結城バイパス改築工事地内埋蔵文化財調査幸腔子吉　下り松遺跡・油内遺跡」
『茨城県教育財団文化財調査報告第145集』（醐茨城県教育財団1999年3月

22）伊藤玄三ほか　「村岡遺跡群発掘調査幸腔譲二」『千代川村埋蔵文化財調査幸醍～書』第4集　千代川村教育委員会

1998年3月

23）『祈りの造形一中世霞ケ浦の金工品－』霞ケ浦町郷土資料館編　2000年10月

24）上原康子，篠原祐一一一一一一一一・「清六Ⅲ遺跡　Ⅳ（古代・中世編）」『栃木県埋蔵文化財調査報告書第228集』（軸栃木県

文化振興事業団埋蔵文化財センター1999年3月

25）江戸遺跡研究会編　『図説　江戸考古学研究事典』　柏書房株式会社　2001年4月
26）12）に同じ

27）服部実喜ほか　「千葉地東遺跡」『神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告10』　神奈川県立埋蔵文化財センター

1986年2月

28）25）に同じ

参考文献

溝仕彰散　「笠井若林遺跡出土の銅錘について」『研究紀要』第7号（醐静岡県理蔵文化財調査研究所　2000年12月
谷　敏明　『図解　仏像がわかる事典』［二1本実業出版社　2002年4月
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茨城県大田神社前遺跡出土木製品（臼）について

独立行政法人　森林総合研究所　能城　修一

コナラ属アカガシ亜属ブナ科　図1a－1C（旧283）

中型で丸い単独管孔が放射方向に断続的に配列する放射孔材。道管の穿孔は単一。木部柔組織はいびつで幅

の狭い帯状。放射組織は同性で，単列で小型のものと大型で集合状～複合状のものとからなる。

「木材の工芸的利用」（農商務省山林局，1912）によると，明治時代には臼にはケヤキ，アカマツ，クロマツ

を用いていた。遺跡出土の臼は点数が少ないので樹種選択ははっきりしないが，以上の樹種にクスノキ，クリ，

トチノキが加わっていたようである。当遺跡から出土したコナラ属アカガシ亜属製の臼はこうした全国的な樹

種選択にそぐうものである。

図．大田神社前遺跡出土臼の顕微鏡写真

1arlc：コナラ属アカガシ亜属（IB－283）．a：横断面×40，b：接線断面×100，C：放射断面×200
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㈱吉田生物研究所

上　はじめに

㍉、′！．　′　．′：′、　′1、二トノノ’′　ノ　　　′一　∵㌧＼㍉・む　一二　　　∴、、＿　　′、1、′　′　　　ノ

結果を報告する。

2。資料

調査した資料は表　に示す金属製遺物凱蕪である。

、　・．／＼！、ニ・

Noo　　 保存処理Noe i　 遺物名

鼠 i　 温　 i 観音菩薩立像

2 ！　 2　 ！　 分銅

3 i　 3　 i　 馬鎗

3。方法

理学電機工業㈱製の全自動蛍光Ⅹ線分析装置霊閥E　検出元素範囲B～U　によって資料本体に蛍光Ⅹ線を

照射して分析した。

4。分析結果

表2に成分分析の結果を示すがタ今回の調査では資料本体に蛍光Ⅹ線を照射したので，試料表面の分析結果

である。よって土壌成分も含まれてお軋　この表の数億が資料本来の組成を反映してはいないのでタ　あくまで

参考資料である。

No。ユ観音菩薩立像はCuから，No。2分鋼はCu，Snから，No。3馬鈴はCu，Sn，Pbから成る。

参考資料　表2　成分分析結果表

元素名
含有率 （％）

N o ．1 N o ．2 N o ．3

A l － － 2．5

Si 4 ．6 － 5．4

S 1．1 3．4 0．84

C u 94 81 40

S n － 16 46

P b 4．9
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茨城県犬田神社前遺跡出土木製品（曲げ物）の樹種調査結果

㈱吉田生物研究所

1．試料

試料は茨城県大田神社前遺跡から出土した容器1点である。

2．観察方法

剃刀で木口（横断面），柾目（放射断面），板目（接線断面）の各切片を採取し，永久プレパラートを作製し

た。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3．結果

樹種同定結果（針葉樹1種）の表と顕微鏡写真を示し，以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1）ヒノキ科アスナロ属（耶明吻扇ぎ坤．）

（遺物No．1）

（写真No．1）

木口は採取出来なかった。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で1分野に2～4

個ある。板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属に

はアスナロ（ヒバ，アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ

属は本州，四国，九州に分布する。

柾目×100

N0－1　　ヒノキ科アスナロ属
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㊥参考文献㊥

島地　謙0伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版組988）

島地　謙e伊東隆夫「図説木材組織」地球社（且982）

伊東隆夫　柑本産広葉樹樹の解剖学的記載　～V　京都大学木質科学研究所持鱒郎

北村四郎の相田　源　原色日本植物図鑑木本編　のⅡ　保育社拍野郎

深澤和三「樹体の解剖」海青社（1997）

㊥使用顕微鏡㊥

Nikoll

MICROFLEX UFX－DX Type115

茨城県太田神社前遺跡出土木製品　嫡げ物　同定表

N oの　　 品名 i　　 樹種

鼠　　 曲げ物 ！　 ビノキ科アズナロ属

一一370－



写 薬 囲 版





第28号住居跡

完　掘　状　況

第28号住居跡ピット8

遺物出土状況

第33号住居跡

遺物出土状況



PL　3

第84号住居跡

完　掘　状　況

第90号住居跡

完　掘　状　況



第6号住居跡

完　掘　状　況

第6号住居・跡
遺物出土状況

第6号住居跡竃

完　掘　状　況



第23号住居跡

遺物出土状況

第23号住居跡

馬鈴出土状況



第24号住居跡

完　掘　司犬　況

第31号住居跡貯蔵穴

遺　物　出　土　状　況

第45号住居跡

完　掘　状　況



第51号住居跡

完　掘　状　況

第51号住居跡貯蔵穴

遺　物　出　土　状　況

第51号住居跡竃

遺物出土状況



第61号住居跡

完　掘　状　況

第61号住居跡

遺物出土状況



第61号住居跡竃

遺物出土状況

第62号住居跡

完　掘　状　況

第62号住居跡竃

遺物出土状況



第65号住居跡

完　掘　状　況

第65・66号住居跡

完　掘　状　況

第66号住居跡

完　掘　状　況



第66号住居跡

遺物出土状況

第66号住居跡竃

完　掘　状　況

第73～75号住居跡

完　掘　状　況



第2号住居跡

完　掘　状　況

第2号住居跡

遺物出土状況

第4号住居跡

完　掘　状　況



第4号住居跡竃
遺物出土状況

第5号住居跡
完　掘　状　況

第5号住居跡竃

完　掘　状　況



第11号住居跡

完　掘　状　況

第11号住居跡

遺物出土状況

第16号住居跡
完　掘　状　況



第30号住居跡

完　掘　状　況

第30号住居跡竃

遺物出土状況

第32号住居跡

完　掘　状　況



第32号住居・跡竃

遺物出土状況

第34号住居跡

完　掘　状　況

第34号住居跡竃

完　掘　状　況



第48号住居・跡竃

遺物出土状況

第59号住居跡竃
遺物出土状況

第67号住居跡竃

遺物出土状況



第69号住居跡

完　掘　状　況

第70号住居跡

完　掘　状　況

第70号住居跡竃

遺物出土状況



第72号住居跡

完　掘　状　況

第75号住居跡竃

完　掘　状　況

第77号住居跡

完　掘　状　況



第77号住居・跡掘り方

完　掘　状　況

第77号住居跡竃

完　掘　状　況





第6号溝跡

遺物出土状況

第16号溝跡

遺物出土状況



第21号溝跡

遺物出土状況

第21号溝跡

遺物出土状況



第1号地下式場

完　掘　状　況

第2号地下式堰

完　掘　状　況

第5号地下式場

完　掘　状　況



第6号地下式塘

遺物出土状況

第7号地下式塘

完　掘　状　況

第8・15号地下式墳

完　掘　状　況



第14号地下式場

完　掘　状　況

第17号地下式場

完　掘　状　況

第18・19号地下式墳

完　掘　状　況







PL　29



PL　30



第1・2号竪穴状遺構

完　掘　状　況

第3号竪穴状遺構

完　掘　状　況

第4号竪穴状遺構

完　掘　状　況



第5号竪穴状遺構

完　掘　状　況

第6号竪穴状遺構

遺物出土状況

第8号竪穴状遺構

完　掘　状　況



第12号竪穴状遺構

完　掘　状　況

第13・18号竪穴状遺構

完　　掘　　状　　況

第15号竪穴状遺構

完　掘　状　況



第49・68号土坑

完　掘　状　況



第338号土坑

完　掘　状　況

第28・764・771・

774・949号土坑

完　掘　状　況



第1号ピット群

完　掘　状　況



PL　37

第28・84・89・90号住居跡，第190・379・828号土坑出土遺物



PL　38

第190・379・448・828号土坑出土遺物



PL39

第6・23号住居跡出土遺物

モ二ニーさ
S123－70



PL　40

第6・23・24・31号住居跡出土遺物



PL41

S145－101

第24・31・45・51号住居跡出土遺物



第51号住居跡出土遺物



PL43

第51・61・62号住居跡出土遺物



PL　44

第61・62号住居跡出土遺物



PL45

第61・62・66号住居跡出土遺物



PL　46

第2・11号住居跡出土遺物

．　＿＿＿

S12－148



PL47

S130－196

第16・17・30・32・34号住居跡出土遺物

酢酸

S134－201



＝r

三一こ
Sl68－238

S172－259

第48・60・68・70・72号住居跡出土遺物



PL49

S177－271

第72・74・75・77号住居跡出土遺物

鵠函



PL　50

項、＿ごi＿＿．．i軍学一

票！誓iコ
SI82－282

Si82－291

第75・77・82・83・91号住居跡出土遺物



PL51

SD8－379

L一毎＿．＿．

・・一三ぎ　三〆

SD1－303

SD21－429

SD16－412

第1～3・8・16・21・23号溝跡出土遺物

SD21－427



PL　52

SD1－306

SD2－354

第1・2・16・21・40号溝跡出土遺物

SD2－355

SD21－433



PL53

SK1366－618

第12号地下式墳－537

SE32－W7

第18号竪穴状遺構－546

SE7－Wl

第12号地下式境，第5・7・32・60・63号井戸跡，第18号竪穴状遺構，第1366号土坑出土遺物



PL　54

第98・439・699・1189・1195・1338・1381・1385・1417号土坑，遺構外出土遺物



PL　55

遺構外－623

遺構タト675

第1528・1667号土坑，遺構外出土遺物



PL　56

S185－TP12

第28・33・84・85・89号住居跡出土遺物

SI84－TP8



PL　57

SI4－DP3 SD3－DP4　　　　　第15号地下式壊－DP5

第4・90号住居跡，第3号溝跡，第15号地下式填，第22・151・448・832・833号土坑出土遺物



第28・33・85・89号住居跡，第1400号土坑出土遺物

＿‥岳Il二一三；；、l



PL　59

S133－Q19

Sl33－Q20

SD1－Q46

第33号住居跡，第1・16号溝跡，第379号土坑出土遺物



PL　60

第3号住居跡，第1・2・5・16号溝跡，遺構外出土遺物

遺構外1QlOl



咽－

S170－M16

等監＝芸診

SK829－M49

SK1667－M59

SJ55TM15　　　　　SDl－M19

第19号竪穴状
遺構－M39

第4・7・咄・5・70・ア号住居跡，第1・3・15・40号溝跡，第19号竪穴状遺構，第149・829・1391・1667号
土坑出土遺物



第12号地下式場－M37

SK1366－M53

SK1416－M57

第5号ピット群P1－M70

SK1366－M52

SK1366－M54

SK1416－M58

第23号住居跡，第12号地下式塀，第1号掘立柱建物跡，第1017・1366・1416号土坑第5号ピット群Pl出土遺物
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